















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　谷口ヨシタカ







　目次







地チヲ駆カケ人ヒトノ野ノヲ行ユキテ




海ウミ渡ワタリテ竜リユウノ大ダイ地チヘ




　よいこのあとがき

　金きんのネタ　銀ぎんのネタ










　どれだけの敵を屠ほふったか。

　どれだけの血を流したか。

　もはや彼は、憶おぼえていない。

　鱗王ドラグノを殺した。人間ヒユームも殺した。奴やつらの見分けなどつかないが、殺した中にはたぶん、女も子供も老人もいただろう。

　どうでもいい。これは戦争なのだから。

　戦争とは、敵を殺すことではない。

　殺し合うこと。殺し──殺されること。

　だから、覚かく悟ごはしていた。戦いの中で自分が倒たおれることも。

　しかし──

　王都に近い山の中。休きゆう暇かで帰ったこんな場所で死にかかるとは思ってもいなかった。

　白い翼つばさは血で汚よごれ、透すき通っていた角にも細かな皹ひびが入って白く濁にごっている。今の彼には、もはや空を舞まう力さえない。

　不ふ覚かくを取った。

　こんなところにまでトカゲどもの工こう作さく員いんが入り込んでいたとは、想そう像ぞうもしていなかったのだ。

　完かん全ぜんに不ふ意いを突つかれた。

　普ふ通つうに戦っていたとしたら、さしたる苦もなく倒せる程てい度どの相手だった。しかし仮か定ていの話をしたところで、この傷が消えてなくなるわけもない。

　致ち命めい傷しようではないが、決して軽い傷でもなかった。

　もしも今、肩かたを貸かしてくれている友がいなければ、彼はろくに動けぬまま、このあたりで朽くち果はてることになっただろう。

「もうすぐだ」

　彼の肩を支ささえた仲間が言う。翼や二本の角が赤いのは、もともとの色だと知ってはいても、まるでこびりついた血の色にも見えた。

　傷ついた白。肩を貸す赤。二人は木々生おい茂しげる山の中を行く。

　空を飛べれば早いのだが、彼の翼がこの状じよう態たいでは、やはりそれもまた仮定の話に過すぎない。

「しっかりしろ。ギル。ここを抜ぬければ町だ。医者もいる。そんな傷、すぐに……」

「……ゾル……」

　肩で荒あらい息をつき、白い面おもてを空へと向けて。彼は友の名を呼んだ。

　天を埋うめるのは一面の黒くろ雲くも。さきほどから、細い雨がぽつりぽつりとまわりの草木を叩たたきはじめている。

「……おれたちは……何をやっている……？」

　ともすれば朦もう朧ろうとする意い識しきの中で、彼はつぶやいた。

　この場所からでは木々の葉と、昏くらい空しか見えないが、進んだ先には町があり、さらに行けば彼らの王都がある。

　その玉ぎよく座ざに在ある王が、この戦いをはじめた。

「本当に……おれたちが……世界の支し配はい者しやとやらになる必ひつ要ようはあるのか……？」

「ギル？」

　いぶかしげに仲間が呼びかける。しかし彼は、そちらに目をやろうともせず、思し索さくし、つぶやく。

　──我われらこそ最もつとも優すぐれたものたち。トカゲやサルやケモノどもの顔色など、気にする必要はない──

　王の言う、そこまではわかる。彼も全く同どう感かんだった。

　──ゆえに我らこそが、この大地、クロスカディアの真の支配者とならねばならん──

　そこまでやる必要があるかないかは疑ぎ問もんだが……まあ、気持ちはわからないでもない。

　だが──

「……そもそも本当に……王の言うようなものがいるのか……？　あるいは単なる噂うわさか伝説にしか過ぎんのではないか……」

「もうしゃべるな。体力を失うだけだ」

　友が叱しつ責せきする。だが何かを語ってでもいないと、意識が闇やみに吸すい込まれそうで──彼は続けた。

「もしもそれが……単なる伝説だとした……ら……」

　言葉が途と切ぎれた。

　空が明るさを増す。

　晴れてきた──わけではない。

　二人は思わず足を止め、呆ぼう然ぜんと彼方かなたを眺ながめていた。

　あれは──王都の上空のあたりだろうか。

　雲が、かがやいていた。

　まっ黒だった雲の奥おくからその面へと、無む数すうの小さな光のうねりがわき出して来る。

　それが一体何なのか──二人には、わかった。

「……まさか……っ……」

「……あんな……」

　雲の面の白光は、やがて何かのパターンを描えがいた巨きよ大だいな円となり──

　光が。

　大地に降ふった。

　彼らの王都があるあたりに。

「……あれが──……！」

　ギル──ギルガゾードのつぶやきは、衝しよう撃げき波はが生み出す風にかき消された。




　今から五十年前の話である。



















　当たり前の話だが、その日もシンは不ふ機き嫌げんだった。

　野をゆく列れつ車しや。窓まどの外は、緑。

　薄うす碧みどりにかすむ山を遠えん景けいに、うららかな午ご後ごの陽ひざしを浴あびてかがやく麦畑では、無む邪じや気きに遊ぶ子供たちが、こちらに手を振ふっていた。

　名も知らぬ白い花を咲さかせた木々がちらほらと見える。それのものだろうか──わずかに開けた窓から入ってくる爽そう風ふうには、かすかに甘あまやかな香かおりが混まじっていた。

　心地ここちよい揺ゆれ。静かなリズム。

　列車の旅──

　シンはたしかに、術動車くるまとか列車とかいった乗り物も好きだし、旅というものにあこがれを抱いだいてもいた。

　いつか術動車くるまか列車での旅をしてみたい──友にそう語ったことさえもある。

　そして、彼の夢は今、かなえられた。

　……まあ、唯ゆい一いつ問題があるとすれば──

　シンが望んで乗っているのではなく、ほとんど誘ゆう拐かい拉ら致ちに近い状じよう態たいで連れてこられた、ということくらいだろうか。

　人というのは不ふ思し議ぎなもので、全く同じものを見聞きしても、気分次し第だいで、その見え方が違ちがって来る。

　たとえば今の風ふう景けいも、不ふ機き嫌げんなシンの目から見れば──

　窓の外には、面おも白しろみも変化もない山や野っ原がだらだら続き、こっちの事じ情じようも苦労も知らないガキどもが脳のう天てん気きに手を振っているのが、妙みように神経を逆さかナデする。

　あちこちに正しよう体たい不ふ明めいの花がむやみに咲いているせいか、窓から入ってくる風が変に甘ったるい。

　そもそもこの、列車が線せん路ろを行くがたがたとくそやかましい音やら揺れやらはなんとかならないものか。

　──と、こんなふうになってしまう。

　こうなるともう、旅など楽しめるはずもなく。

　鳥のさえずりは自分を笑っているように聞こえるし、前に停とまった駅で聞こえた駅弁売りの声も、こんな俺おれからさらに金をふんだくる気か、と理り不ふ尽じんに腹が立つだけ。車しや掌しようが見回りに来ても、いちいち来るな、と腹が立つ。

　もはや完全にひねくれまくり、ムスッと黙だまり込んだまま、窓の外を眺ながめていた。

　と──

「楽しい？」

　声とともに、視し界かいの隅すみで、赤いものが、ぴょこんっ、と揺ゆれた。

「そう見えるか」

　目を向けもせずに答えると、相手は即そく座ざに、

「いやぜんぜん」

　──ああ。殺さつ意いってこういう感情のことを言うんだ──

　シンはなんとなく、そんなことを思った。

　彼の外見は、背は高い方で黒い髪かみ。少々目つきがきついせいで、以前は友人知人からも、『見た目だけなら組そ織しきの殺し屋』とか『不ふ審しん尋じん問もん最有力候こう補ほ』とか、いろいろ絶ぜつ賛さんされまくっていた。

　そんな彼が不機嫌に沈ちん黙もくしているのである。これが楽しそうに見えるのなら、目か脳の病院に行った方がいい。

　無む視しを決め込もうとするシンの視界に、赤いものがゆっくりと割わり込んでくる。

　短くまとめた赤い髪。その上で、同じ色の髪飾かざりが二つ、揺れている。

　ゆるりっ、とシンがふり向くと──それは、ぴくんっ！　と小さくふるえ、あわてて頭を引っ込めて、視線をそらし、吹ふけもしない口くち笛ぶえを吹くふりをする。

　としの頃ころは見た目十三、四。名前はメイ。

　彼女に関してわかっているのはその程てい度ど。

　ある日いきなり、シンのもとに転がり込んで来た少女で、本当か噓うそか、それ以前の記き憶おくがないと言う。

　自じ称しよう悪人。正体不明。なおかつシンを部下呼ばわり。

　それから──

　シンの、トラブル続きの日々がはじまった。

　思い出すのもブルーなことやグレイなことやブラックなことがいろいろあって、今はこうして半強きよう制せい的てきに、遠い大地に旅立つこととあいなった。

「で？」

「え？」

　シンに問われて、メイは口笛を吹くふりをやめ、問い返す。

「何か用があったんじゃないのか？」

「いや別にそーいうわけでもないんだけど」

「そうか」

　言うとシンは口を閉とざし、窓の外に目をやって──

　視し界かいの隅すみで、赤いものがぴょこんっ、と揺ゆれた。

　ふり向くと、メイはぴくんっ！　と小さくふるえて頭を引っ込め、吹けもしない口笛を吹くふりをする。

　…………………………………………

　シンはしばし、憮ぶ然ぜんと少女を眺ながめてから、

「ひょっとして、かまってほしいのか？」

「読どく心しん術じゆつ？」

「違ちがう」

　シンは無ぶ愛あい想そうに言った。

　本来この個室コンパートメントには、あと二人の連れがいる。だがその二人はしばらく前、食堂車まで昼のお弁当ランチボツクスを買いに出ていった。

　でもってそのあとこの態たい度ど、である。

　ひまをもてあまし、かまってほしがっている、という以外の解かい釈しやくはあり得ない。

　ならばこのまま無視しても、またまたちょっかいをかけてくるだろう。

　仕方なくシンは、ため息混まじりに向きなおり、

「……ヒマなら二人について行きゃあよかったじゃねーか」

「そんな不当な労ろう働どうを要求されても」

　ちなみにランチボックスの代金は、当とう然ぜん、メイの払はらいではない。

「お前、本当に正直というか、いつか誰だれかに刺さされるタイプだな」

「それ、ほめてるつもり？」

「いいや」

「むぅ」

　メイは、ぷくっ、と頰ほおをふくらませ、

「いくら長旅で不ふ機き嫌げんになってるからって、あたしに当たることないのに～」

「ほほぉう。

　じゃあお前は、悪いのはみんな長旅であって、自分には何も非ひがない、と？」

　シンの問いかけに、少女は何度かまばたきをくり返すと、眉まゆをひそめて小首をかしげ、

「……いやそう言われると……

　悪人のあたしとしては、あたしが悪い、ってことを認みとめた方がポイントは高いんだけど、それを認めたばっかりに、部下三に当たられるのはいやだし……」

　なにやらぶつぶつつぶやきはじめた。

　右に左に首をかしげるそのたびに、赤い髪かみ飾かざりがひょこひょこ揺れる。

　ちなみに、部下三、というのは、メイの、シンに対する呼び名だった。

　むろんシンは、部下になんぞなったおぼえはない。彼女が勝かつ手てにそう呼んでいるだけの話である。

　フルネームでシンドレッド＝カイラムと呼べ、とか、シンドレッド様と呼べ、とまで言うつもりはないが、せめて、他人の前でも平気で部下呼ばわりするのだけはやめてほしいところなのだが……

　やめろと言って聞く相手でもない。

　──ともあれ──

　メイが何やら思い悩なやみはじめたのをいいことに、シンは視線を再び窓の外に向けた。

　たしかに長い旅である。

　鉄道で北の港を目指し、そこから海かい路ろで北の大陸ノーザンガイアへ。それがシンたちが予定しているルートだった。

　この特とつ急きゆうに乗り込んで、丸二日が経たとうとしているが、それでも目的地まではまだまだ遠い。列車に遅おくれがなくても、大陸北ほく端たんの港にたどり着くまででさえ、あと五日ほどを要ようするはずだ。

　──そもそもこの鉄道というシステム自体、近年ようやく実じつ用よう化かされたばかり。特急といっても、特別にスピードが出るわけではなく、停てい車しやする駅が少なく、他の列車との待ち合わせに停とまる時間が短い、というだけのものなのだ。

　さらにその先は船。

　そんな長旅の間じゅう、ずっと不ふ機き嫌げんでいる、というのは決して面おも白しろいことではない。周しゆう囲いにとっても。シン自身にとっても。

　そんなことはシンにもわかっていたが、だからといって、気分をすっぱり切り替かえて楽しむ、というのもできそうになかった。

　無む理り矢や理り旅につき合わされた──それゆえの不機嫌は、確かにある。

　だが、どうにも納なつ得とくできないことは他ほかにもあった。

　つき合わされているとはいえ、別に、首くび輪わをつけられているわけでもなければ人ひと質じちを取られて脅おどされているわけでもない。その気になれば、もと住んでいた街に帰るのは、決して難むずかしいことではなかっただろう。

　にもかかわらず──

　シンはこうしてずるずると、メイたちに同行している。

　なぜか。

　その理由が、自分でもわからないのだ。

　わからないから落ち着かず、いらつきもする。

　メイに対する多少の引け目や好こう奇き心しんというものは、確かにあった。

　彼女は一体何者なのか。ここで別れて、あとは知らぬ存ぞんぜぬを決め込むというのも落ち着かない。

　だが、それらはほんのささいなこと。学校通いを投げ出して、住み慣なれた街や友人知人たちを置いてついてゆくほどの理由にはならない。

　なら、なぜ自分は、ぶつぶつ言って不機嫌な顔をしながらも、いっしょに旅をしているのか？

　思うシンの、視し界かいの隅すみで──

　赤いものがぴょこんっ、と揺ゆれた。

　ふり向けば、またまたそこには、口くち笛ぶえを吹ふくふりをするメイ。

「……お前……考え事してたんじゃないのか？　答えは出たのか？」

　問われてメイは、ふるふる左右に首を振ふり、

「考えるの、飽あきた」

「…………………………」

　一体何をどうすれば、こいつの人格を矯きよう正せいできるんだろう。

　シンがどこかものがなしい気分で、そんなことを考えていると──

「お待たせしました」

　声とともに個室コンパートメントのドアが開く。

　両手に四つ、ランチボックスを抱かかえて入ってきたのは、黄金きん色いろの髪かみをした青年だった。

　見た目はシンと同い年くらいだろうか。明るい色のラフなシャツがよく似合っている。

　──もっとも、ハンサムと美人は何を着ても似合う、という説も世の中にはあったりするのだが。

　もし彼が普ふ通つうの人間ヒユームなら、さぞかしもてたことだろう。

　だが、かなり変わった形の耳は、離はなれていてもそれなりに目立つし、近づけば、金色の瞳ひとみに開いた瞳どう孔こうが、縦たてに裂さけているのも見て取れる。

　レゼルド＝ギノス＝レジザノール。

　今は人間っぽい姿に身を変えてはいるが、彼は本来、北の大陸ノーザンガイアに住む、鱗王族ドラグノ、と呼ばれる種族だった。

　一行が向かっているのは、彼の故こ郷きよう、北の大陸ノーザンガイア。

「ごはん～」

「はいはい」

　うれしそうに両手をさし出すメイに、彼──レゼルドは笑えみを浮うかべつつ、ランチボックスを手て渡わたした。

　──そう。

　シンがこの旅をはじめて、悪くない、と思うことが一つだけあった。

　食生活がそれなりに豊か──というか、人間らしくなったことである。

　それまでは、正体不明のいそうろうや、あれやこれやの臨りん時じ支し出しゆつのせいで、かなり悲しい状じよう況きようだったりしたのだ。

　とはいえ、さらにそれ以前は普通だったのだから、今の食生活を喜ぶというのも何か間ま違ちがっている気はするが。

「そういえば、あいつは？」

　ランチボックスを受け取りながら、ふとシンは問う。

　言うまでもない。残る一人のことである。レゼルドといっしょに個こ室こを出ていったはずだが……

「さあ」

「さあ、ってお前……」

「シンドレッド。ヒュームにも、デリカシーという言葉はありますよね」

「……あ」

　たしなめるように言われて、シンは小さく呻うめいた。

　レゼルドといっしょにランチボックスの買い出しに行ったもの、とばかり思っていたのだが──

　……トイレか……

　思わず顔が火ほ照てるのを感じ、シンはあわてて、照れ隠かくしに、

「い……いや、俺はまた、他の客が連れ込んだ犬とナワバリ争いでもやってるんじゃねーか、なんて……」

　ぴくっ。

　照れ隠しのはずだったシンの冗じよう談だんに──レゼルドと、そして口にしたシン、二人は同時に硬こう直ちよくした。

　──ありうる──

　そう思ってしまったのである。

　ここにはいないもう一人──ラフラ・リフラは、なんというか、いろいろな意味で犬タイプの少女だった。

　どれくらい犬タイプかというと──実じつ際さいに他の犬とナワバリ争いをやりかねないくらい、である。

　犬を連れて列車に乗っている客などいるのかどうか──そもそも、列車に動物を乗せていいのかどうかは不明だが、一等客室あたりになると、ひょっとしたらそういう客もいるかもしれない。

「……僕、ちょっと見て来ます」

「俺も行く」

「ヒマだしあたしも」

　口々に言って三人は個室を出て行った。




　後に──

　ラフラ・リフラが食堂車で保ほ護ごされた時、彼女は、他の客が食べ終えたリブステーキの骨ほねを、ものほしそうにじっと眺ながめていたという──




　麦畑の向こうを走る列車を目にして、子供たちは手を振ふった。

　なぜと問われると困るのだが……振りたいから振る。そう答えるしかない。

　あえて言うなら、列車が好きだし、乗っている客の誰かが手を振り返してくれたら、なんとなく幸せな気分にもなれる。

　列車はあっという間に通り過すぎてゆく。それでも子供たちは、しばしその後ろ姿を見送って──

　一いつ瞬しゆん、陽ひが翳かげった。

　ふりあおいだ空には、青い空を行く黒い翼つばさ。

「何あれ？　鳥？」

「うわー。でけー」

「バカ。あんなでかくて早い鳥なんているかよ」

「じゃあなんだよ」

「人みたいに見えなかったか？」

「そんなわけないだろ。バーカ」

「またバカって言ったー」

　子供たちは、しばし口々に騒さわいではいたものの、森の向こうに翼が消えると、すぐに興きよう味みを失って、別の遊びに夢む中ちゆうになる。

　うち何人かは、家に帰って、親にその話をするかもしれないが、適てき当とうにあしらわれて終わるだけだろう。

　ゆえに子供たちは気づかない。

　今のが一体何なのか。

　そして子供たちは当とう然ぜん知らない。

　通り過ぎた列車に、メイという名の少女が乗っていることを。

　彼女が、あるものに命を狙ねらわれていることを。

　あるいは知らず、気づかぬことこそ、幸福というものなのかもしれない。




　風と風景が眼がん下かに流れる。

　ひろがる緑のただ中を、細い鋼はがねの色が走っていた。

　人間ヒユームどもが大地に敷しいた、鉄道の線路とかいう奴やつだ。あんなものに頼たよらないと、奴らは旅をすることもできないらしい。全く不ふ便べんな連れん中ちゆうである。

　その点、自分たちは違ちがう。

　羽ばたき、術の力で加か速そくすれば、風を越こえる速さで空を渡わたることができる。鉄の道を這はうことしかできない箱などよりも、はるかに早く。

　目標の列車を追い続け、数日を置いた。乗っている連中も、まさか自分たちがいまだにマークされているとは思っていないだろう。油ゆ断だんも出てきているはずだ。

　そろそろ、しかけ時だろう。

　目標の列車を飛び越し、森の上空をゆく。森は丘きゆう陵りようを覆おおい、地面はなだらかに起き伏ふくしていた。

　線路はその中を、幾いく度どもゆるいカーブを描えがいて走っていた。

　適当な場所を見定めて──

　黒い翼つばさは加速の術を解とき、森の中へと降り立った。

　もしもヒュームが彼を見たならば、さぞかし大おお騒さわぎしたことだろう。

　それは、ヒトと同じく二本の足で大地を踏ふみしめながら、ヒトにあらざる存も在の。

　巨きよ体たいに相応ふさわしい長い手足。金色のたてがみの右側から、伸のびた二本のねじれた角。夜の帳とばりにも似た一対ついの翼。

　革かわ鎧よろいと、腰こしに差した二本のショート・ソードが、彼がただの怪物モンスターなどではなく、知性を持った者だということを示していた。

　だがヒトは時として、彼らを、伝説の中に在ある悪魔セイタンにすらなぞらえる。

　──魔妖族デイーヴア──

　西の大陸ウエスタンガイアに住み暮らし、高い戦せん闘とう能力を持った種族。

　五十年前の戦争では、その圧あつ倒とう的てきな力の前に、どれだけのヒュームが葬ほうむり去られただろう。各種族の友好が呼びかけられる昨さつ今こんでさえ、彼らを恐おそれるヒトは少なくない。

　いや。

　ヒュームが彼らを恐れる理由は、遠い戦争だけが理由ではない。

　しばらく前。バージェスという名の街で、ディーヴァたちが騒そう動どうを起こし、何人もの人間が死んだ。

　事件の真実を知る者は多くないが、事件そのものはニュースとなって、あちらこちらに知れ渡っている。

　そして──

　街で騒ぎを起こしたディーヴァたち、唯ゆい一いつの生き残りが、今、ここにいる彼──セゼノールだった。

　彼に与あたえられた任にん務むは単たん純じゆん明めい快かい。二人の部下を引き連れて、ヒュームの女を一人、始し末まつする。

　ターゲットの女には、ドラグノが一人とヒュームの男が一人、味方についてはいるものの、そう難むずかしい任務ではない──

　最初はそう考えていた。

　彼も、二人の部下たちも。

　だが──結果は、こうだ。

　二人の部下は命を落とし、彼一人だけが生き残った。ターゲットとまわりの連中は、無ぶ事じにのうのうと列車の旅を続けている。

　確かに、計算外の要よう因いんはいくつかあった。

　事じ前ぜん報ほう告こくになかったリワーダーの参さん戦せん。ターゲットの女とヒュームの男が、思っていた以上の相手だったこと。ヒュームたちが戦車チヤリオツトなど持ち出して、街の中で、平気で大たい砲ほうをぶっ放したこと……

　しかし理由はどうあれ、敗はい北ぼくは敗北だった。

　しばらく前。上──彼に命令を下した者から、指し令れいがあった。

　ターゲットの監かん視しを続け、本国から送った部隊と合流の後、その指し揮きに入れ。

　妥だ当とうな命令だ。だがセゼノールは、ただおとなしく従したがうつもりはなかった。

　増ぞう援えんが来るまで手を出すな、とは言われていない。

　都つ合ごうのいい曲きよつ解かいだとは自分でもわかっていたが──できることなら、ターゲットはこの手で討うち取り、屈くつ辱じよくを晴らしたかった。

　当然、正せい攻こう法ほうは無む茶ちやである。腕うでに自信がないわけではないが、自信と過か信しんの違ちがいくらいはわかっているつもりだった。現げんに以前は、自分と部下たちの三人がかりでさえしくじったのだ。

　たとえ不ふ意い打うちを狙ねらっても、殺気を気け取どられ、迎げい撃げき態勢を取られれば、そこに勝しよう機きを見いだすことはまず不ふ可か能のう。

　ならば──殺気を向けないか、迎撃態勢を取らせないかすればよいのだ。

　無む理りな話、ではない。

　なにしろターゲットたちは今、列車に乗っているのだ。

　おオゥッ！

　セゼノールが吠ほえた。

　空間が、わずかに明るくなったように見えたのは、決して気のせいではない。彼はそれを真下に叩たたきつけた。

　──線路に。

　ぎゅバッ！

　刹せつ那な、閃せん光こうがあたりにひろがり、消えたあと──

　左右のレールの一部が、下の地面ごと溶とけちぎれていた。

　律崩術クランブル。

　生き物の、魔ま力りよくとも精神力とも言われるものを起き動どうの契けい機きとし、呪綴スペルと呼ばれる音、もしくは呪じゆ紋もんと呼ばれる紋もん様ようを媒ばい介かいに、物ぶつ質しつの破は壊かい、変形、他物質への変へん換かんなどを引き起こす技わざ。

　その様さまは、まるで世界の因いん果が律りつそのものを崩くずし書き換かえるがごとく。ゆえについた名が律崩術クランブル。

　これは破壊のためだけにある技術ではない。さきほどまで、彼の飛行速そく度どを加か速そくしていたのも律崩術クランブルだし、ターゲットたちが乗っている列車も、ある種の律崩術クランブルによって生まれた力を動力としているらしい。

　ヒュームは呪紋を刻きざんだ呪環キヤストリングとか呪帯キヤストリボンと呼ばれる道具を使わない限り、律崩術クランブルを使うことすらできないらしいが、無む論ろん、彼らディーヴァは違う。

　やり方を習得しさえすれば、それを自在に操あやつることができるのだ。

　今、セゼノールがやったように。

　これで準じゆん備びは済んだ。

　もうすぐ、ターゲットたちの乗った列車がここを通る。

　場所は、ゆるいカーブを曲がった先。停てい止ししようとしても間に合うまい。

　線路の上しか這はえない箱は、線が消えれば道を踏ふみ外して転がるしかない。

　そうなれば、乗っている者たちとてただでは済まないはずである。

　目する相手が都合良く死んでくれるかどうかは疑ぎ問もんだが、少なくとも、まともに戦える状じよう態たいではなくなるだろう。

　もし彼らが軽傷で済めば、セゼノールの手でターゲットを倒たおすことは難むずかしくなるが、それでも確かく実じつに足止めにはなる。

　……本来彼は、こういうおおざっぱなやり方は好きではないのだが、今はそうも言っていられない。

　セゼノールはいそぎ、森の奥おくへと駆かけ込んだ。列車の転てん覆ぷくに自分が巻き込まれたのでは、ただの馬ば鹿かである。しばし駆け──足を止めたのは、木々に隠かくされ、線路が完全に見えなくなった場所でだった。

　さすがにここまで離はなれれば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　あとは、待つだけだった。




「時々、固いものを嚙かまないと、歯が、うずうずします」

　食堂車から連れん行こうされて、個室に戻もどったラフラ・リフラは、骨を眺ながめていた理由を問われてそう答えた。

　歳としの頃はシンと同じくらいだろうか。ゆったりとした服に身を包み、腰こしまで伸のばした金きん髪ぱつをざっくりと一ひと束たばの三つ編あみにして、さまざまな色のリボンでまとめている。

　ヘアバンドの羽は根ね飾かざりまでがしおれて見えそうなほどの反省っぷりで、ラフラ・リフラは自らが主あるじと認みとめた相手──隣となりに座すわったメイにむかってうなだれていた。

　犬だな。

　犬ですね。

　シンとレゼルド、二人が無む言ごんで視し線せんを交かわした。

　彼女──ラフラ・リフラは本来、東の大陸イースタンガイアに住む憑霊族リワーダーと呼ばれる種も族のの一人なのだが、長老のお告げだか予言だかに従って、メイのもとへとやって来たのだ。

　文化やら風習やらの面でも、ヒュームと彼らにはいろいろと違ちがいがあるのだが、やはり最大の違いは、彼らは己おのれの肉体を半はん獣じゆう化かさせることにより、桁けた外はずれの格かく闘とう能力を得る、という点だろう。

　そして、ラフラ・リフラがその身を変える獣けものは、金色の──犬、だったのだ。

　狼おおかみ、ではなく、あくまでも、犬。

　狼の方が格かつ好こうはつきそうだが、当人がそう主しゆ張ちようするのだから仕方ない。

　行こう動どうパターンが犬っぽいのは、そのせいもあるのだろう。

　彼女がメイになついたのも食べ物をもらったせいだったし、仲間うちでの順位ランクにやたらとこだわりたがる。

　なおかつ骨も好きらしい。

　今後は時々、食事には、リブステーキとか骨つきトリもも肉とかを取り入れた方がいいかもしれない。

「なんでもいいから、ごはん～」

　待ちかねていたメイが、言って、ランチボックスの蓋ふたを開ける。

　今日のはサンドイッチのランチである。ポークソテーにローストビーフ、サーモンのクリームソースソテーをそれぞれメインの具にした数種類に、スライスしたオニオンやレモン、レタスなどの野菜がはさまれており、容よう器きのサイドには果物が数種。

「はい」

　メイのさいそくを許しの言葉と受け取ったらしく、ラフラ・リフラが表情を明るくする。

「いただいてみたり～」

　あいさつだかなんだかわからないセリフとともに、メイは、サーモンのサンドを、ひょいっ、とつまみ上げ──

　がたんっ。

　列車が、大きく揺ゆれた。

　悲ひ鳴めいが響ひびく。

　次の瞬しゆん間かん。

　メイが取り落としたサーモンサンドは、べちりとみじめに、個室の床ゆかに落ちていた。

「あああああああああああああああああ」

　泣きそうな顔で未み練れんたらしく、サーモンサンドを眺ながめるメイ。それを見たラフラ・リフラは、きっ！　と顔を上げ、

「シンドレッド、メイに、同じもの、あげる！」

「ををっ！　ないすあいであ！」

　メイも瞳ひとみをきらめかせる。

「なんで俺が」

　憮ぶ然ぜんと言いつつも、理由はなんとなくわかる。

　ラフラ・リフラ的ランク付けだと、どうやらシンは、この四人の『群れ』の中では最さい下か位いらしい。でもってメイ的には部下三。

　ちなみに──どうでもいいことなのだが、部下二がラフラ・リフラで、部下一がなぜか永久欠けつ番ばん。

　レゼルドはどうやら客人ゲスト扱あつかいのようである。

　むろんシンはそんなこと、認みとめる義ぎ理りも従うつもりもさらさらないが。

　しかしラフラ・リフラは真顔で、床の上のサンドイッチを指さし、

「大だい丈じよう夫ぶ。シンドレッド、こっち、食べればいい」

「無茶言うな。大丈夫、じゃねーよ」

　何やら騒さわぐ三人の中、レゼルドは他人のふりで、黙もく々もくと一人でサンドイッチを食べはじめた。

「──それにしても──」

　窓の外に目をやりながら、レゼルドは小さくつぶやいた。

「今のはずいぶん揺れましたね……」

　外にはただ、木々の緑がひろがるばかり──




　──どういうことだ──

　セゼノールは、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくした。

　線路という道を失った列車は、そこで盛せい大だいに転てん覆ぷくするはずだった。

　彼が森の中で待つうちに、列車の音はどんどん近づいて──

　今か今かと思っていれば、音は次し第だいに離はなれて行った。

　疑問を感じて近づくと──

　そこには、消したはずの線路があった。

　もと通り、ではない。

　おそらく律崩術クランブルで生み出されたものだろう。木こ漏もれ陽びにきらめく硬こう化かクリスタルが、線路の欠けつ落らく部分を補ほ修しゆうするようにのびていた。ていねいな仕し上あがりとは呼べないが、列車の脱だつ線せんを防ぐには十分だったようである。

　だが。

　誰が一体、こんなことをした？

　セゼノールがこの場を離れてから、列車が通つう過かするまで、それほどの時間があったわけではない。線路の破は壊かいに気づいた何者かは、セゼノールに気取られることもなく、その短時間で、律崩術クランブルを使って線路を補修し、姿すがたを消した。

　ただのヒュームには無む理りな芸当である。たまたま線路の破は損そんを見つけた鉄道員、などということはありえない。無む論ろん、列車に乗っていたターゲット一行にも不ふ可か能のうだろう。

　──連中に、他の仲間がいるとでもいうのか？

　何より気になるのは、線路を補修したクリスタルに見覚えがあることだった。

　ここから遠く離れた地、彼らディーヴァの住む街は、律崩術クランブルによって生み出されたクリスタル柱ちゆうに支えられた家々が並んでいる。

　似ているのだ。そのクリスタル柱と。目の前のクリスタルの質しつ感かんが。

　強度と、そしてある程てい度どの柔じゆう軟なんさ。その両方を兼かね備そなえていない限り、建物を支えることも、疾しつ走そうする列車を支えることもできないだろう。

　──まさか──

　胸の裡うちに、面おも白しろくもない疑ぎ念ねんがわき起こる。

　だがそれを確たしかめる術すべがない以上、今は、列車の追つい尾びと監かん視しが先だろう。

　翼つばさをひろげて大気を打ちつけ、青い空へと舞まい上がる。

　しばしの間に、列車は先に行っている。追うべく翼に力を込め──

　その瞬しゆん間かん。

　空を、何かがよぎった。

　昏くらい残ざん像ぞうにしか見えぬそれらは、セゼノールのまわりで、ひたりっ、と停止し、五つの影かげとなった。

「指揮長エルダーセゼノール、ですね」

　声をかけて来たのは、正面の相手。

　セゼノールより頭半分背が低いが、ディーヴァとしては標ひよう準じゆん体たい型けい。瑠璃甲獣ギユ＝ツゾの殻からを削けずりだした鎧よろいに身を包み、両手には蒼あおくかがやく鉤かぎ爪づめのついた籠手ガントレツトをつけている。

　頭とう頂ちよう部ぶから後ろにかけて、一本の大きな角が伸のびており、光の加か減げんだろうか、まっ白い髪かみは薄うす青あおくさえ見える。

「そうだ」

　答える彼に、青いディーヴァは小さくうなずいて、

「指揮長エルダーソルディマです。聞いているとは思いますが、以降、私の指し揮き下かに入ってもらいます」

「……わかった」

　セゼノールは、感情を殺してうなずいた。

　この手で部下たちのかたきを取ることもできず、他人の指揮下に入るのは、確かに屈くつ辱じよくではあった。

　しかし私情で命令に逆らったり、任務に支し障しようを来きたすような行動を取るのは、ディーヴァとして許しがたい恥はじ──いや、罪つみでさえある。さすがにそこまでやる気はセゼノールにもなかった。

「それで、ターゲットは？」

「……案内する。ついて来てもらいたい」

　言うとセゼノールは、虚こ空くうに吠ほえた。

　途と端たん、目の前に、立ったままくぐれるほどの薄青い光の環わが生まれ出る。

　セゼノールは大きく羽ばたき、その環の中へと突つっ込んで──

　光と、彼の姿が同時に消えた。

　いや、消えたのではない。目を転じれば、空を駆かけゆく黒が見える。かれは律崩術クランブルの結けつ界かいに突とつ入にゆうし、飛行速度を飛ひ躍やく的てきに加か速そくしているのだ。

「──私たちも行きます」

　ソルディマの言葉とともに、残る五つの影かげも、残像と化して虚空を駆けた。




　潮しおの香かおりがする。

　そう言いだしたのは、ラフラ・リフラだった。

　港まではまだ遠い。今、列車が停とまっているのは、クレモールという名の大きな中ちゆう継けい駅だった。車内清せい掃そうや待ち合わせのため、比ひ較かく的てき長時間の停車となる。

　聞いた話によると、たしかにここは海に近く、この後線路は海岸線のやや内側、山あいを通り、北へと向かうらしい。

　とはいえ、気晴らしに降おり立ったホームのどこからも海は見えない。

　それでもシンたちが、ラフラ・リフラの言葉を信じたのは、犬の鼻は人間よりずっといい、という話を知っていたからだろう。

　あるいはふとした風の具ぐ合あいで、ほのかな潮の香りがここまで届とどく時があるのかもしれない。

　が。

　シンとレゼルドはそう納なつ得とくしても、納得しない者が一人いた。

「うわ噓うそばっかし。海なんてないし」

　髪かみ飾かざりごとうなだれて、これでもか、というほどがっかりした顔で言うメイに、ラフラ・リフラはムキになり、

「ラフラ・リフラ、噓、つきません！　潮の香り、本当に、しました！」

「で～も～」

　言いながら、メイはぐるりとあたりを見回した。

　並ぶいくつものプラットホーム。停まった列車。行き交かう人々。ホームには、旅の客を当て込んで、いくつもの店が軒のきを連ねていた。

　一番多いのが食べ物屋。ワッフル、クッキー、魚のフライに地方名産の野菜。さまざまなにおいが混まじる中、たとえかすかに潮の香りが漂ただよったとしても、普ふ通つうの者にはわからないだろう。

　線路の方から入ってきて、無む賃ちん乗車しようとする不ふ届とどき者を閉しめ出すためか。線路のまわりには、かなり遠くまで板いた塀べいが巡めぐらされており、その向こうに頭を出すのは、かたやクレモールの町並み。かたや遠く離はなれた山並み。海などどこにも見当たらない。

「見えないし」

「けど、海、あります！」

　ラフラ・リフラは、一いつ層そう声を大にして──

「──お嬢じようちゃんたち、海が見たいのかい？」

　声はあらぬ方から聞こえた。

　一同が、その主を捜さがしてあたりを見回すと──

　少し離れた塀ぎわに屋台があった。赤い看かん板ばんには『ジョルジュのクッキー』と大たい書しよされ、店先からはかぐわしい香かおりが漂ただよっている。

　その奥おくで、店主らしき男がこちらに目で合あい図ずを送っていた。

　調理用の白衣が心ゆくまで似合わない、ごつい体格の中年男だが、見た目でクッキーを焼くわけでもない。まあこういうのもアリなのだろう。

「見えるの？」

　言って、考えなしに駆かけ寄るメイ。しかたなくあとについてゆく三人。

「うちのクッキーを買ってくれたら、な」

「買う」

「毎度」

　言葉通り、売り言葉に買い言葉。

「お前なあ、勝手に……」

「いいじゃあありませんか、そのくらい」

　たしなめようとするシンを制して、レゼルドは店主に代金を支し払はらい、クッキー一袋ふくろを受け取った。

「よーし。じゃあ……」

　店主は店の後ろから木の箱を持ち出すと、塀へいのそばに、とんっ、と置く。

　塀の向こう、やや斜ななめの方を指さして、

「いいか、ここに上ってあっちの方だ」

「あっち？」

　言われるまま、メイは箱の上に乗り、板塀に手をつき、鼻から上を覗のぞかせる。

「……あっち……あっち……

　──わあ──」

　少女の表情がかがやいた。

「──見えるのか？　海」

「うん！」

　シンに問われてメイは元気な返事をする。視線は彼方かなたに送ったままで。

「……どんな感じだ？」

「どんな、って言われても。あえて言うなら海っぽい」

「いや、わからん」

　どこかじれったげにメイを見上げるシンに、ふと思い立ち、レゼルドが問う。

「──ひょっとしてシンドレッド、見たことがないんですか？　海を」

「ねえよ」

　微び妙みように視線をそらし、シンは不ふ機き嫌げんに答えた。

　そう。彼は、海を見たことがない。

　前に住んでいたバージェス・シティは、そばに大きな湖こそあったが内陸部。高い列車賃を払って何日もかけ、海に行くような機き会かいはなかった。

　だからラフラ・リフラが、潮しおの香かおり、などと口走っても、それが一体どんなにおいなのか見当もつかない。

　子供の頃には本気で、『シオの香り、って言うけど、塩ってにおいないじゃん』と思っていたことさえあった。

　そういう意味ではないことは、さすがに今となってはわかっているが、ではそれがどんな香りか、というと、やはりわからない。

　しかし──彼が海を知らないということは……

「……ひょっとして……お前ら……」

　あることに思い当たり、シンは、レゼルドとラフラ・リフラを交こう互ごに見やり、

「海……見たこと…………」

「僕たちがどこから来たか、まさか忘れたわけじゃあないでしょう？」

　レゼルドに苦く笑しようされ、シンの頰ほおが小さく引きつった。

　そう。考えてみればそうなのだ。

　レゼルドは北の大陸ノーザンガイアから。ラフラ・リフラは東の大陸イースタンガイアから。何らかの手しゆ段だんを使って、この南の大陸サウザンガイアに渡わたってきたのだ。となれば海を見ていないはずはなかった。

「ほほう。つまり──」

　声は、シンの頭上から聞こえた。

　あわててふりあおげば、そこには、にまりっ、と、いたずらっぽい笑えみを浮うかべた少女が彼を見下ろしていた。

「この中で海を見たことがないのは、部下三だけだ、ということに」

「……っ」

　言われてシンは絶ぜつ句くした。

　このまま旅を続ければ、いやでもそのうち海を見ることになるはずなのだが……

　それまでは、海を見たことがないのをネタに、からかわれ続ける可か能のう性せいがある。

　──いや、メイのまなざしを見れば、ほぼ確かく実じつと言っていい。

　海を見たことのない奴やつが買い物当番、とか、海を見たことのない奴に食わせるメシはない、とか、ディーヴァが襲おそってきたから、まず海を見たことのない奴が戦え、とか。本気で言いだしそうである。

　防がなければならない。それだけは。たとえ命を賭としてでも。

　ならば。

「俺も見る」

　一方的に宣せん言げんするなり、シンは木箱の上によじ上った。

「わわっ!?　ちょっ!?」

「シンドレッド！　メイに、何する!?」

「だから海見るだけだって。お前も暴あばれるな」

　木箱の上でごたつくメイとシン。見上げてまなじりをつり上げるラフラ・リフラ。

　そんな三人を、店主はほほえましげに眺ながめつつ、

「なんだ。兄ちゃんも海を見たことなかったのか。いいよ。たっぷり見な」

　言って、笑顔のままでレゼルドの方に向きなおり、

「ところで……結けつ構こう大おお所じよ帯たいみたいだけど、クッキーは一袋でいいのかい？」

「……ではもう一袋ふくろ」

　そんなやりとりがあるうちにも、シンは木箱の上へとよじ上ると、メイの背中に覆おおいかぶさるようにして塀へいに手をつき、あたりをみまわす。メイが眺ながめていた方は確か──

「──っ……」

　シンは声を飲み込んだ。

　それは、はるか遠くに小さく見えた。

　遠くに近くに並ぶ建物と建物との間。のびゆく道のその彼方かなたに。

　果てない水みな面ものひろがりがあった。

　空が──青い。
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　その蒼あおと、陽ひの光とをきらめき映し、ひろがる連なり。

　不ふ意いに、風が変わった。

　それは通りを吹ふき渡わたり、いままでに嗅かいだことのない香かおりをシンに届とどける。

「──あれが──」

　そう。それが。

　シンが、生まれてはじめて目にする海だった。




「すみません。あの、ちょっと……」

　後ろから声をかけられて。

　駅員がふり向いた先にいたのは、四十がらみのスーツの男だった。

　クレモール駅の一番端はしにある、夜行列車用のプラットホーム。日中は利用する客もなく、一つ隣となりの線せん路ろに停とまった列車が壁かべになっているせいで、にぎわいを見せる駅の中で、ここだけが妙みように閑かん散さんとしていた。

　駅員が呼び止められたのは、そんな場所でのことだった。

「どうしました？」

　問う駅員に、男はどこかとまどい顔で、

「実は……その、妙なものを見つけたんですが……」

「妙なもの、ですか？」

　はっきりしない返事に、駅員も眉まゆをひそめる。

「ええ。少々口では説明しにくいもので……ちょっと来ていただけますか」

　言うと男は返事も待たず、きびすを返して歩き出す。そのあとについて行きながら、駅員はうんざりしていた。

　時々あるのだ。列車内や駅構内の、非ひ常じよう識しきな『忘れ物』というのが。彼の知っている限りでも、下着、猫ねこの子、金歯に入れ歯。箱いっぱいのタマネギとか、バケツ一杯ぱいのワカメというわけのわからぬものもあった。

　一応それらは忘れ物として処しよ理りされるが、どう考えても捨すてられたとしか思えないものも少なくない。

　このホームにも、利用客数の割には、そういった『忘れ物』が多い。夜行列車用のホームゆえ、寝ねぼけた客たちが忘れてゆくのか、それとも昼間、人目につきにくいのをいいことに、列車の待ち時間を利用して、わざとこっそり『忘れ物』をする悪どい客に目をつけられやすいのか。

　駅を囲った板いた塀べいと、隣の線路に停まった列車のせいでホームは影かげになり、昼だというのに何か薄うす暗ぐらい印いん象しようがある。

　夜間だけ開く売店や、整せい備び清せい掃そう用の物もの置おきが、扉とびらをかたく閉とざしたままで並んでいた。もちろんあたりに人の姿はなく、まるで別の世界にでも入り込んでしまったかのような気分である。

　──そういえば、このホームだったな──

　男のあとについて歩きながら、駅員は、先せん輩ぱいから聞かされた怪かい談だんをふと思い出す。

　──夜行列車しか停まらないプラットホームの片かた隅すみに、昔、赤ん坊ぼうが捨てられていたことがあった。誰もしばらくそのことに気づかず、夏場だったせいもあり、発見された時にはずいぶんとひどいことになっていた。

　それから。夜行列車が出たあとに。あるいは日中でさえ、列車と塀とでホームが日陰に覆おおわれると。

　鳴なき声とともに、足あし下もとを何かの影かげがよぎる。迷まよい込んだ猫か何かかと思って追うと、それはどこかに姿を消し──

　どんっ、と背中に、突とつ如じよ何かが飛び乗ってくる。腐ふ敗はい臭しゆうが鼻をつく。ずるりとした小さな手が頰ほおを撫なで、耳もとで『オギャー』──

　……………………

　駅員はあわてて首を左右に振ふり、いやな妄もう想そうをうち払はらう。どうせ先輩職員たちのつくり話に決まっている。

「ここです」

　男の声で我われに返った。

　彼が足を止めているのは、売店と物置との間だった。人ひとりがなんとか通れる程度の幅はばがあり、奥おくに売店の売り子用出入り口があった。

　言われるままに覗のぞき込むが、見た限りでは何もない。

　もっと奥──売店や倉庫の裏と塀との間には、わずかなすき間があるのだが……そこだろうか。

　しかしそこは……先輩の駅員が言っていた、赤ん坊の捨てられていた場所。

　ためらい、足を止めたその時。

　首筋に、何かの感かん触しよくがあった。

　だが。

　それが、赤ん坊の霊れいなどという無む害がいなものではないと気づく前に。

　ごぎっ。

　駅員は首の骨をくの字に折られ、声も出せぬままその場にくずおれた。

「すまんな。その制服が必要だったのでな」

　男──律崩術クランブルでヒュームに姿を変えたセゼノールは、もはや動かぬ駅員に向かってそうつぶやいた。




　ほんの少しひらきなおってみると。

　車しや窓そうの外にひろがる風景は、さまざまな貌かおを見せた。

　単調な緑の連なりとしか映らなかった野山も、よく見れば一つとして同じものはなく、陽ひの傾かたむきに刻こつ々こくとその彩いろを変えてゆく。山あいの川は、時に激はげしく時におだやかにたゆたい流れる。

　そして今。山の端はに沈しずみつつある大きな夕陽は、空を朱あけの色に染めていた。

　今日の昼、生まれてはじめて海を見て。思いの外おいしかったクッキーを食べて。

　シンはすっかり機き嫌げんをなおしていた。

「現げん金きんですねぇ」

　満足げに窓の外を眺ながめるシンの横顔に、レゼルドは、笑えみを含ふくんだ声で言った。

「不機嫌よりはいいだろ」

　答えるシンの声にも今はゆとりがあった。

　──自分でも、現金なものだとは思う。

　なぜこんな旅に同行しているのか。自分でもわからない。そのことが、いら立つ理由の一つでもあったのだが──

　──まあいいか──

　そんなふうに思えてきたのである。

　もともと、乗り物というのは嫌きらいではない。術動車くるまも好きだし、白はく状じようすると、列車にも一度乗ってみたいと前々から思ってはいた。

　だから。

　気の持ちようを変えてしまえば、この旅も、決して悪いものではない。そんなふうに思えるようにもなったのだ。

「たしかに」

　向かいの席で、言ってメイがしみじみとうなずく。

「誰かが不機嫌だとまわりの空気がこわれるって、伝説にもあるし」

「お前に『まわりの空気』とか言われても」

「うわ失礼な。まるでそれじゃあ、あたしが空気を読めないひとみたいに聞こえるし」

「まさか読んでるつもりだったのか。あれで」

「けど、よかった」

　メイの隣となりで、ラフラ・リフラもしみじみとうなずき、

「シンドレッドも、ようやく、群むれの最さい下か層そうとしての自じ覚かく、できてきた」

「できるかそんなもん。一生」

　ツッコミの口調さえ和やわらいでいるのが自分でもわかった。

　どうせここまで来たのなら、いっそとりあえず北の大陸まで行って、それから身の振り方を考えてもいいのではないか。そんな気にすらなってくる。

「ともあれ、機き嫌げんをなおしていただけたのなら──」

　言いかけたレゼルドが、突とつ然ぜん視し線せんの向きを変えた。

　つられてシンもそちらに目をやると──

　何のことはない。ドアにあるガラス窓から、一人の車しや掌しようが通路を通り過すぎてゆくのが見えただけだった。

　さきほど停とまった駅の車内点検で、いつも閉しめていたガラス窓のブラインドが上げられっぱなしになっていたのだ。それで違い和わ感かんでもあったのだろう。

　──そういえば以前レゼルドは、警邏隊ガードの人間に姿を変えた刺し客かくに襲おそわれた経験ことがあったらしい。そのせいで、似たような制服に神しん経けい質しつになっている、などと言っていた。

　レゼルドはドア窓のブラインドを下ろすと、小さく苦笑し、言葉を続けた。

「──問題ありません」




　その車掌は、連れん結けつ器きの上で足を止めた。

　車両と車両、ドアとドアとの間である。むろん他ほかに人がいるはずもなく──

　しかし。

「発見した」

　車掌──いや、クレモールで駅員の制服を奪うばい、メイたちの列車に乗り込んでいたセゼノールは、列車の音に消されぬように声を上げた。

　顔や体格はこの制服を奪う前に変身していた男のままだが、ターゲットたちにはわかるまい。

「ターゲットに間ま違ちがいない。五両目の左、後ろから二番目の個室コンパートメント。

　二部屋続きで、通つう路ろから入った所が座席室。奥に寝しん台だい室。両方とも外に面した窓がある」

　今わかるのはその程度。

　だが、ターゲットの姿さえ確かく認にんできれば、それで十分だった。

「他には？」

　風に混じった声は、青いディーヴァ、ソルディマのものだった。

　吹ふき晒さらしの連結部。そこから見える場所には誰の姿もない。しかしもし、山の上から見下ろす者がいたならば、列車の上にはりついた、五つの影かげが見えただろう。

「いや。以上だ」

　セゼノールは言う。

　もっと探さぐりを入れたいのは山々だったが──

　かつての戦いで、ヒュームに変身した彼の部下を、ターゲットは一目でディーヴァだと見破った。その話はソルディマたちにも伝えてある。

　あれが偶ぐう然ぜんなのか必ひつ然ぜんだったのかは、いまだセゼノールにもわからないが──

　いずれにせよ、正体を見破られるリスクを冒おかしてまで、無む理りに探りを入れる必要はない。そう判はん断だんしたのである。

「わかりました。ではもう少し、ターゲットたちの監かん視しを──」

　唐とう突とつにドアが開いた。ソルディマの声を遮さえぎるように。

　セゼノールの前に立っていたのは、制服姿の──車しや掌しようだった。本物の。

「……きみは？」

　不ふ審しんげに問われて、セゼノールは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

　正直言うと彼は、ヒュームのつくった鉄道というもののしくみをよく理り解かいしているわけではない。

　駅員の制服を奪い、それを着て列車に乗り込んだのも、この姿ならば怪あやしまれることもないだろう、と、単純に考えたからである。

　だが、目の前の車掌は、明らかに自分をいぶかっていた。

　どう言えばこの場を切り抜ぬけられるのか──

「……この列車に、問題のある人物が乗っているという情報がある」

　仕方なく、声を低めて、作り話を口にする。

「私は警邏隊ガードの者だ。その人物を監視するため、制服を借りている」

　車掌は一瞬、納なつ得とくしたような表情を浮うかべかけたが──セゼノールが安あん堵どする間もなく眉まゆをひそめ、

「……いや……けど、それならなんで車掌じゃなくて一いつ般ぱん駅員の制服なんです？」

　再びセゼノールは口をつぐんだ。

　同じ制服だと思っていたのだが──どうやら普ふ通つうの駅員と車掌というのは、着ているものが違ちがうらしい。どこがどう違っているのかはわからないが。

　彼の沈ちん黙もくを怪しんでか、車しや掌しようは口調を厳きびしくし、

「その話が本当なら、駅の者は当然知っているはずだし、ならこっちにもあらかじめ話が来るのが筋すじというもんだ。

　あんたが本当に警邏隊ガードの人だというなら、身み分ぶん証しようを──」

　ごりんっ。

　頭上から伸のびてきた鉤かぎ爪づめに、頭部を捕つかまれ、ねじられて。車掌はようやく沈黙した。

「半はん端ぱに聡さといというのも、時には命取りになるものです」

　言いながら、屋根から半身を乗り出したソルディマは、ひっ摑つかんだ車掌の死体を屋根の上へと引きずり上げる。

「誤ご魔ま化かしきれなかった。すまん」

「仕方ありません。

　けれど──寝ね込こみを襲おそうつもりでしたが……

　この男がいなくなったことはすぐに誰かが気づくはずですし、騒さわぎになるのは時間の問題です。

　なら、そうなる前に……今からしかけるしかありませんね」

「列車ごと破は壊かいを？」

「それは不ふ確かく実じつですし、死体の確かく認にんが面めん倒どうになります。もし無ぶ事じだった場合、どさくさに紛まぎれて逃にげられるおそれもあります。

　できれば普ふ通つうに殺しましょう。

　それが困こん難なんならば……検けん討とうすることにしましょう。

　相手を舐なめるわけではありませんが……翼つばさの有う無むが、時に致ち命めい的てきな戦力差になることを教えてさしあげましょう」

　ソルディマは淡たん々たんとそう告げた。




　個室のドアにある小さな窓。布のブラインドを透すかした向こうに影かげを見て、レゼルドはなんとなく不安を覚えた。

　ついさきほどのことを思い出す。

　しかし──考えてみれば妙みような話だった。

　列車に乗ってから今までにも、車掌や他の客が通路に姿を見せたことなど、それこそ何度でもあった。にもかかわらず、なぜ今日に限って──クレモールの駅を出て以来、そんなことが気になりはじめたのか。

　ぴくん。

　唐とう突とつにラフラ・リフラがふり向いた。視線はレゼルドと同じ──ブラインドの向こう、ドアの外。

　レゼルドはようやく気がついた。違い和わ感かんの理由に。

　動かないのだ。影が。ドアの前から。

「をや？」

　メイも気づいてそちらに目をやる。

　その瞬しゆん間かん。

　ドアの前──虚こ空くうに呪環キヤストリングが浮うかび上がった。

　ぐばんッ！

　爆ばく発はつ音おんが列車を揺ゆらす。

　間かん一いつ髪ぱつ。レゼルドの張はった盾たての律崩術クランブルが、セゼノールの生み出した破壊力を、ドアと盾との間に閉とじこめて──

　吹ふき飛んだのは、個室の中身ではなくドアの方だった。

　それを機きに、律崩術クランブルの攻撃が、ドアまわりの壁を叩きはじめる。

　シンたち四人は、瞬しゆん時じに事じ態たいを理り解かいした。
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　かつてディーヴァたちは、メイの命を狙ねらって組そ織しき的てきな襲しゆう撃げきをくり返した。刺し客かくの一人が生き残っていたこともわかっている。

　いずれまた襲撃があることは予想できたし、ゆえにこそ、ディーヴァたちが手を出しにくいドラグノの国へ行こうとしていたのである。

　しかし予想や覚かく悟ごをしていたからといって、それでこの状じよう況きようの不ふ利りがくつがえるわけでもない。

　座すわって寝ねてをくり返すだけの狭せまい個室コンパートメントでである。こんな場所ではまともに戦うこともできなかった。

　かといって、身をかわせるほど広くもない廊ろう下かに出ても同じこと。無む論ろん、走っている列車の中から外に出るわけにもいかない。

「やばいぞ！　どうする！」

　ジャケットの裏うら側がわから金きん属ぞく筒とうを取り出しながら、誰だれにともなくシンは言う。

　短かめの鉄パイプにしか見えないそれは、レゼルドから預あずけられた対ディーヴァ用の武ぶ器きだった。

　律崩術剣クランブレードと呼ばれるそれは、ことばキーワードを唱となえ、螺ら旋せんをなぞって真ん中から二つに分ければ、ディーヴァの血のみを破は壊かいする、二ふた振ふりの光の刃やいばとなる。

　とはいえ──今ここでそれを抜ぬいて、どうなるというのか。相手まで届とどかぬ刃に何の意味がある。

「戸口は僕がなんとか防ふせぎます！」

　レゼルドが言う。

「奴やつらは車外──上や横からも律崩術クランブルでしかけて来るはずです！　メイさんはそれの中和妨ぼう害がいを！」

　翼つばさあるものの攻こう撃げきパターンなら、彼が一番詳くわしいだろう。なにしろ彼もまた、本来は、翼あるものの一人なのだから。

「わかった～」

　緊きん張ちよう感かんのない口調で応こたえると、メイは服の内うちぶ懐ところから、銀色の環わを取り出して両の手首につける。

　ブレスレットにしか見えないそれは、かつて、彼女が自作した呪環キヤストリングの一つ。

「メイ！　お前の呪環それ、俺やラフラ・リフラにも使えねえか!?」

「無理。」

　シンの問いに返ってきたのは、ミもフタもない否ひ定ていの答え。

　……どうせ自作なら、他人にも使えるように作ってくれればよさそうなものだが……今ここでそれを言っても仕方ない。

「お二人は現げん状じようでは待たい機き、それしかありません！」

　レゼルドに言われて歯がみする二人。

　唐とう突とつに、メイが動いた。ひょこんっ、と座ざ席せきの上に飛び乗り、右手のひらを天てん井じようにかざして──

「ネガティブ」

　つぶやきに──何も起こらなかった。

　それでいいのだ。

　シンたちは理り解かいしている。今、天井の上にひそむ何者かが放はなとうとしていた律崩術クランブルを、メイが発はつ動どう阻そ止ししたのだと。

　だがそれは、当面をしのぐということでしかなかった。

　勝しよう機きはまだ見えない──




　屋根の上から列車の中へ。破は壊かいの律崩術クランブルを解とき放ち。

「──ほう──」

　ディーヴァ部隊のリーダー、指揮長エルダーソルディマは興味深おもしろそうにつぶやいた。

　屋根の上に乗っているわけではない。ターゲットたちがいる個室の上。手を伸のばせば届とどくほどの距きよ離りを開け、列車と速度を合わせてはりつくように飛んでいるのだ。翼が大気を打ち、耳もとで唸うなる風が髪かみを後ろへと流す。

　この程てい度どの速度なら、律崩術クランブルの補ほ助じよによる加か速そくがなくても十分ついてゆける。

　ターゲットは、こちらの放とうとする攻こう撃げき型がた律崩術クランブルをうち消すことができる。セゼノールからは事前にそう聞いていた。

　話を信じていなかったわけではないが、実際に自分の一撃が阻そ止しされるというのは、さすがに驚おどろきがあった。

　律崩術クランブルの盾たてなどで防いだのではない。発動そのものを無む効こう化かされたのだ。こんなことのできる者など、ディーヴァにすらそういまい。

　しかし気にする必要はない。状じよう況きようはこちらが有ゆう利りだった。

　報ほう告こくでは、ヒュームの剣けん士しとリワーダーは接せつ近きん戦せんしかできないはず。

　つまり、単に距離を置くだけで、その二人の戦力は無効化できるわけである。

　ヒュームが持つという妙みような光の剣は、さほど長さがないらしい。相手が車内から天井を突ついても、刃はここまで届くまい。

　列車は今、山の中腹を走っていた。右には山がせり上がり、左は木々に覆おおわれた傾けい斜しやを下って渓けい谷こくへと続く。

　ソルディマは手を振ふり、合図を送った。

　後ろから来た二つの翼つばさが、列車の左に並んだ。後ろの屋根で待たい機きしていた、残る二人の部下たちである。

　いくらターゲットが律崩術クランブルをうち消すなどという芸げいを持っていようと、複ふく数すうの律崩術クランブルで一いつ斉せいに攻撃すれば、さすがに手が回るまい。

　決着は、時間の問題だった。




「窓の外！」

　最初、それに気づいたのはシンだった。

　太陽ははや山の向こうに沈しずみ落ち、空はかすかに残る朱あけの色と、夜が導みちびく藍あいの色とがせめぎあう。

　それを背景バツクに、列車と併へい走そうする黒い翼が二つ。

　弱まりつつある光の中でも、姿がはっきりと見てとれるほどの距きよ離りである。

「くっ！」

「うわそんないっぱい」

　レゼルドが呻うめき、メイもわずかに表情を曇くもらせる。

　もし窓の外からも攻こう撃げきを受ければ、さすがに手が追いつかなくなる。この場にいる全員が、そのことを理り解かいしていた。

「レゼルド、通路そつちに出られねえか!?」

「無む理りです！」

　シンの問いは即そく座ざに否定された。通つう路ろの前後をはさんだディーヴァたちは、律崩術クランブルによる間かん断だん的てきな攻撃を続けている。通路は身をかわせるほど広くもない。

　そもそも通路に出たからといって、それで事じ態たいが好転する保ほ証しようもない。

「ならせめて上の奴やつを……！」

　シンは天てん井じようを見上げて、律崩術剣クランブレードを抜ぬこうとするが──

「無む駄だです！　屋根に乗ってるわけじゃあありません！」

　レゼルドの言葉に思いとどまる。ディーヴァ以外には基き本ほん的てきに無む害がいな剣けんだが、それでも光の刃やいばが当たればショックくらいはある。こんなところでうかつにふり回しても、メイやレゼルドの邪じや魔まになるだけだった。

　窓の外を併走するディーヴァは、こちらをからかうかのように距離を詰つめて来る。すぐに律崩術クランブルの攻撃が来るだろう。

　だが。

　敵より先に動いたのはラフラ・リフラだった。

　今まで座すわっていた座ざ席せきに手をかける。

　土台となる骨組みフレームに何かで留とめられていた、木き枠わく布ぬの張ばりのシート部を、べぎりっ！　と力まかせにもぎ取ると──

　窓の外、ディーヴァに向かってぶん投げる！

　ガシャごン。

　二つの音がひと続きに聞こえた。

　窓のガラスがぶち割われる音。シートがディーヴァにぶつかった音。

　ディーヴァが反はん応のうできなかったのは、間ま合あいを詰めすぎていたせいか。あるいはあほらしすぎて完全に予想外だったのか。

　ディーヴァの一人が後ろに流れる。残る一人があわてて列車から距離を取った。

「まず、一人！」

　ラフラ・リフラは夕ゆう闇やみに吠ほえた。




　黒い翼つばさが流されてゆくのを、ソルディマは、内心舌した打うちしながら見送った。

　迂う闊かつな。

　部下たちは列車に近づきすぎていた。自じ信しん過か剰じようは命取りだと言い含ふくめていたはずだが、油ゆ断だんか焦あせりがあったのだろう。

　距きよ離りを取れと指し示じをするより先に、攻こう撃げきが来た。

　相手が一体何を投げてきたのかはよくわからなかったが、わりと大きな、箱のようなものだった。直ちよく撃げきを受けた部下は──さて、どうなったか。

　衝しよう突とつそのもののダメージもさることながら、部下は渓けい谷こくの上を飛ひ行こう中ちゆうだった。悪くすれば墜つい落らく死しだろう。

　だが今は、迂闊な部下の安あん否ぴを確かめるよりも、ターゲットを仕し留とめる方が先である。

　攻撃の手が一つ減へったのは痛いが──

　ソルディマは、残った部下に視し線せんで合図を送り、律崩術クランブルの同時攻撃を開始した。




　派は手でな音を立て、窓がわの壁かべに穴あなが開く。

　人の頭くらいなら楽に通りそうだ。

　シンは場ば違ちがいに、ふとそんなことを考えた。

　窓がわと通路がわ、どちらの壁ももうボロボロである。

　襲しゆう撃げき開始からどれほど時間が経たったのだろう。ひどく長くも感じるし、ひどく短いような気もする。

　いずれにしろ──

　その中にあってシンは、無む力りよく感かんに呵さいなまれていた。

　レゼルドもメイも、刺し客かくたちの攻撃をよく防いでいる。時々は防ぎきれずに、壁の穴を増やしているが。

　そしてラフラ・リフラは一人を退しりぞけた。

　自分は──何をしている？

　むろん、手の打ちようがない、という現実はあった。相手は武器の届かぬ場所にいる。

　ラフラ・リフラの方も、あれからいろいろなものを窓の外のディーヴァに投げ放っているが、距離を取って警けい戒かいする相手にはもはや当たらない。

　列車が停とまりでもして外に出ることができたなら、まだやりようはあるのかもしれないが──それは望のぞみ薄うすである。

　ひょっとしたら運転手も、襲撃に気づいているかもしれないが、ならなおのこと、列車を停めようとはしないだろう。襲撃されて足を止めるなど、蹂じゆう躙りんを受け入れるようなものである。

　今、シンにできることはない。いや、ひょっとしたら何かあるのかもしれないが、それがどうしても思いつかない。

　もどかしさの中、シンにはただ佇たたずむことしかできなかった。




　思ったよりやるものですね──

　ソルディマは、相手の力に驚きよう嘆たんしていた。

　律崩術クランブルの攻こう撃げきを防ぐ──言うのは簡かん単たんだが、実際には、たやすくできることではない。

　身をかわすとか物もの陰かげにひそむとかというのを除のぞけば、基き本ほん的てきには、律崩術クランブルには律崩術クランブルで抗こうするしかないのだ。

　例えば、汎はん用よう性せいの高い律崩術クランブルの盾たてを使うこと。とはいえ防ぼう御ぎよ力りよくは不完全で、使う者同士の力りき量りよう差さや律崩術クランブルの種しゆ類るいによっては、あっさりと破やぶられることもある。

　あるいは相手の攻撃型律崩術クランブルのタイプを見切り、それを相そう殺さいする律崩術クランブルの盾を造り出す。

　確かく実じつに攻撃を無む力りよく化かできるが、最初に相手の攻撃を見み極きわめてから律崩術クランブルを組み立てる必ひつ要ようがあり、当とう然ぜん、実行するに当たっての難なん易い度どははるかに高くなる。

　そして発動そのものの無む効こう化か。

　理り論ろん上じようは可か能のうだと言われているが……少なくともソルディマは、そんなことができる者など知らない。

　自分が今、殺そうとしているターゲットを除けば、だが。

　だが。ターゲットたちはこれらを使い分け、彼らの攻撃をしのぎ続けている。

　この状じよう態たいが続けば、そのうち相手がミスをやらかしてくれるかもしれないが……先にこちらが何かの失敗をする可能性もあった。

　さきほどから、じりじりと、列車が速そく度どを上げつつある。運転手が襲しゆう撃げきに気づいて、なんとか振ふり切ろうとしているのだろう。

　ついて行けない速度ではないが、世界は夜の支し配はいが濃こくなりつつある。これは少々危険だった。

　彼らディーヴァは、ヒュームに比くらべて夜よ目めはきくものの、それはあくまで比ひ較かくの話。暗くなればやはり視し界かいは悪くなる。そんな中、この高さと速度で飛んでいれば、木の枝でもはり出していた時に衝しよう突とつするおそれがあった。

　そんな間の抜ぬけたことで戦力が落ち、作戦が崩ほう壊かいしたのでは目も当てられない。

　遂すい行こうを急ぐ必要がある。大おお雑ざつ把ぱなのはあまり好みではないのだが……

　ソルディマは、わずかに飛行軌き道どうをずらし──

　──ルぉぅっ！

　列車内──通路のあたりで律崩術クランブルを発動させた。




　──しぶとい──

　胸の裡うちに生まれる焦あせりの芽めをこまめに摘つみ取りながら、セゼノールは律崩術クランブルの攻こう撃げきを続けた。

　彼は、ターゲットたちの斜ななめ前にある個室コンパートメントの戸口から、間かん断だん的てきに律崩術クランブルによる攻撃を続けていた。

　ターゲットの部屋を前後にはさむ形で、ソルディマの部下たちも配はい置ちにつき、やはり攻撃を行っている。

　彼らの当とう面めんの目的は、ターゲットたちを部屋に釘くぎ付づけにすること。その意味では任務は遂行できているわけだが……外の組はかなり手て間ま取っているようである。

　セゼノールが、もはや何発目になるかもわからぬ律崩術クランブルの攻撃を放った、その時。

　突とつ然ぜん、通路の天てん井じよう近くに、赤い小さな光球が二つ、生まれて、消えた。

　車上にいるソルディマからの作戦変へん更こうの合図である。赤い光二つはたしか──

　──ゅぅ……るるるぅぅぅぅぅぅぅぅぃ……

　変更内容を理り解かいすると、セゼノールは、両手で虚こ空くうに呪じゆ紋もんを描えがき、細く長い呼こ気きに呪綴スペルを乗せる。

　胸の前──虚空に具ぐ現げんした、光すら放つ呪紋球スフイアは、ほどけほぐれて幾いく本ほんもの呪帯リボンになると、列車の通路を、壁かべを這はう。

　そして。

　ごばんっ！

　這った光の線に沿そい、列車の壁が、床ゆかが、天井が切せつ断だんされた。

　赤い光二つ。それは、車両破は壊かいの作戦実行を意味していた。




「──まずいっ！」

　レゼルドのつぶやきが響ひびいた、次の瞬しゆん間かん。

　世界が傾かたむいた。

　全員の悲ひ鳴めいが重なり、壁が床が天井が裂さける。

　ディーヴァたちは、この個室コンパートメントそのものを列車から切り落とすつもりらしい。今はあちこちでかろうじて繫つながっているが、長くは保もつまい。いや、それ以前に、もう一度同じことをされればさすがにおしまいだろう。

　揺ゆれと傾きに立っていられず、シンたちはしゃがみ込む。

　ぼばりんっ！

　音を立てて窓がわの壁が吹ふっ飛んだ。

　吹き込む風がシンたちの肌はだを打つ。

　外ははや、夜になっていた。




　セゼノールは思わず舌打ちをした。

　一いち撃げきで完全に個室コンパートメントを破壊するつもりだった。失敗したのは、列車というものの構こう造ぞうをよく理り解かいしていなかったせいなのか。あるいは他に理由があるのか。

　ともあれ、個室コンパートメントは半壊にとどまったのだが──

　その戸口から、ドラグノの姿が消えていた。

　一瞬、迷いが生まれた。

　命令は個室コンパートメントの破壊なのだが、この状じよう況きようなら、車両を破壊するよりも、中に爆ばく発はつ型がたの律崩術クランブルでも叩たたき込んだ方が早いのではないか。そう思ったのである。

　──自分がこの手で殺す──

　正直、そんな思いをいまだ引きずっていた、という部分もある。

　だがすぐに彼は考え直した。命令は命令。兵士に許されるのは、その範はん囲いの中での裁さい量りようである。

　なら──

　両方の目的を果たせる術じゆつなら文句はあるまい。

　セゼノールは戸口をかすめるように、攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルを放っていた。




　攻撃が来たのはわかった。

　だが、床ゆかに這はったシンには、もとよりどうする術すべもない。

　そして、ディーヴァの放った攻撃型の律崩術クランブルが──はじけた。

　───！

　すべてが震ふるえた。

　空気が。車両が。全身が。

　それが轟ごう音おんだったと理り解かいできたのは、少しあとになってからのことだった。

　思わず閉とじた瞼まぶたの裏まで光が浸しみる。

　床が、個室コンパートメントが、脆もろく揺ゆれる。

　光が消えたそのあとに、まだ生きていることを自覚して、シンが目を開いてみれば、見えたのは光の環わと、その向こうにひろがる夜空。

　メイがとっさに、律崩術クランブルの盾たてを展開して爆発の威い力りよくをそらし、全員を守ってくれたようである。シンたちを粉ふん砕さいするはずだったその破は壊かい力りよくは、かわりに列車の残っていた壁かべと天てん井じようを吹ふき飛ばしていた。

　助かった。

　だがその安あん堵どには、こう但ただし書きがつく。

　今は。

　状じよう況きようが好転したわけではない。四人は、なんとか列車にくっついた板の上に乗っているようなものである。

　むき出しになった四人を見て、左を併へい走そうするディーヴァが、またまた律崩術クランブルを放とうとする。

「まだまだっ！」

　メイは盾を消し、そちらを向こうと中ちゆう腰ごしになり──

　──風ふう圧あつ、というもののことは、考えていなかったようである。

　足あし下もとが揺れる。小こ柄がらな体が風に流された。

　その先に、もはや、彼女を支える壁はない。

　靴くつが一いつ瞬しゆん、宙を搔かき──

「メイっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ。その手をシンの手が捕つかまえた。同時に彼は、そのあたりにあったもの──座ざ席せきを支えていた骨組みを、もう片方の手でひっ摑つかむ。

　ほとんど何の抵てい抗こうもなく。

　骨組みは、あっさりともげた。

　夜の中空に。

　二人は舞まった。

　シンの耳もとで風が唸うなる。見えるのは、昏くらい夜空のひろがりと、昏い大地のひろがりと。あとは自分と手をつなぐ、少女。

　──ああ──

　恐きよう怖ふはない。むしろシンの胸には、おかしな穏おだやかさすら在あった。

　メイの口もとが動いている。何か言っているようだが──さっぱり聞こえない。

　シンは力まかせに腕うでを引き、少女をかかえ込むように抱だく。これなら落ちた時、運が良ければ、メイの方は助かるかもしれない。まあ、こんなことでも、やらないよりはマシだろう。
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　メイの小さな手が、ぎゅっ、とシンの服を握にぎる。目を上げて、泣きそうな顔で何かを言っているようだが──やはり風のせいで聞こえない。

　シンはメイを包むように体を丸め──




　衝しよう撃げきが




　シンの意い識しきを闇やみに沈しずめた。




　夜空を刹せつ那な白く染め。

　ぶボンっ！

　列車の屋根が吹ふっ飛んだ。

　あやうくそれに巻き込まれかけ、ソルディマは、さすがに頰ほおを引きつらせた。

　おそらくはあの、セゼノールあたりがやったのだろう。チャンスではあったのだろうが無む茶ちやをする。

　むき出しになった個室コンパートメント──いや、もはや部屋とも呼べぬ板の上で、ターゲットが律崩術クランブルの盾たてを展開していた。

　左に併へい走そうする部下が動きを見せた。ターゲットはそちらに向きなおろうとして──

　バランスを崩くずす。

　あわててもう一人がそれを支ささえようとしたが──

　二人は手をつないだまま、瞬しゆん時じに、後方の闇やみの奥おくへと吹き飛ばされた。

　板きれの上に残る二人が、そちらに呆ぼう然ぜんと目をやる。

　ターゲットは、列車から落ちた。

　生死は不明だが──ともあれ、これ以上列車にかまう必要はなくなった。

　ソルディマは車内の通路に、律崩術クランブルで、退たい却きやくの合図と決めた青い光球を生み出すと、飛行速度を落としてゆく。

　無む論ろん、これで全すべてが終わったわけではない。

　あの状じよう況きようでターゲットが無ぶ事じだとは思えないが、とりあえず確かく認にんし、まだ息があればとどめを刺さす必要がある。

　……とはいえ……

　もはや闇に包まれた、木々生おい茂しげる山の中。

　どこかに吹っ飛んだターゲットたちを探す作業は、考えただけでも面めん倒どうだった。




　悲ひ嘆たんの絶叫さけびか、遠とお吠ぼえか。

　ラフラ・リフラの声は夜風に流される。

　夜空には、月がある。

　この大地、クロスカディアを巡めぐる五つの月のうち二つ。

　まるで、その月に向かって祈いのるように、嘆なげくように。ラフラ・リフラは声を上げる。

　が。

「──まだです！」

　レゼルドは、いまだ折れてはいなかった。

　どうやらディーヴァたちは全員去ったようである。彼は床ゆかを這はって通路に出ると、ラフラ・リフラに手をさしのべて、

「まだ二人が死んだと決まったわけじゃあありません。なら、まだ、やれること、やるべきことはあるはずです！」

　ラフラ・リフラはしばし沈ちん黙もくし──

　レゼルドの方に手を伸のばそうとして、ふと、動きを止める。

　そばの床。座席の骨組みに引っかかるように転がっていたのは、シンが落とした金きん属ぞく筒とう──律崩術剣クランブレードだった。

　ラフラ・リフラはそれを拾うと──

　レゼルドの手を取った。




　山は、夜が早い。

　一いつ旦たん陽ひが沈しずみはじめると、闇やみは一気にその版はん図とをひろげてゆく。

　襲しゆう撃げき開始前は茜あかねの色に染まっていた世界が、今ははや、空の黒と大地の玄くろ、その二色にのみ塗ぬり分けられていた。

　全く明かりがないわけではない。夜空には丸い二つの月がかかり、三つ目が、東の空から顔を覗のぞかせはじめている。

　天には無数の星がちらばり、ひろがる大地にも、いくつかの小さな光があった。

　ディーヴァたちが掲かかげる律崩術クランブルの光。

　言うまでもなくそれらは、列車から落ちたターゲットたちを探すためのものだった。

　屋内で使うには十分な光量だったが、上空から見下ろすと、ひろがる大地の中で、それらはささやかな白い点としか見えない。

「どう思います？」

　夜空を翔かけるセゼノールのそばに併へい走そうして。指揮長エルダーソルディマは、唐とう突とつに彼に問いかけた。

　二人は光を持ってはいない。もしターゲットたちが動ける状じよう態たいなら、こちらが捜そう索さくする光を嫌きらって移動するはず。そう考えて、二人は光源なしでの飛行巡じゆん回かいをしているのだ。

　下で探しているのは、ソルディマがもとから連れていた部下たちである。

　──もっとも、下は木々生い茂る山。上から探して相手を見つけることなどできるかどうかはやや疑ぎ問もんだが。

「どう、とは？」

　セゼノールは問い返す。

「生きていると思いますか？　ターゲットは」

「わからん」

　希き望ぼう的てき観かん測そくに意味はない。彼は正直に答えた。

「状じよう況きようからして、相手が普ふ通つうのヒュームなら、おそらく死んでいるだろう。しかしターゲットが普通のヒュームなら、そもそもこんな暗あん殺さつ命令は出ない」

「なるほど」

　ソルディマは、肩かたをすくめるように言う。

「しかしあのターゲット……一体何者なんでしょう？」

「任にん務む遂すい行こうには、相手の能力等を正確に把は握あくしておいた方がいい。そのことは上も承しよう知ちしているはずだ。

　それを我われ々われに知らせなかったということは、我々が知る必ひつ要ようのないことがらだからだろう」

「それはもちろんわかっていますが……それでも興きよう味みはありませんか？」

「無ない」

「おやおや……」

「それより当面の問題は、生きているにせよ死んだにせよ、ターゲットを見つけることができるかどうか、だ。捜索すべき範はん囲いが広すぎる」

「……確かに……

　こんなことなら軍用獣ジユビアたちでも連れてくればよかったんですが……まあ、今いま更さら言ったところで仕し方かたありません」

　うんざりとつぶやいて、ソルディマはあたりを見回した。

　大地と木々と山々と。昼間に眺ながめるだけなら壮そう大だいな光こう景けいと言えるだろうが、夜にその中から誰だれかを捜さがし出すとなると、憂ゆう鬱うつこの上ない景け色しきである。

　ターゲットたちが落ちたのはこのあたりではないか、と、大ざっぱな見当をつけて探してはいるが……見けん当とう違ちがいでないことを祈いのるのみだった。

「それと、気になるのは──」

　と、その時。

　何かを言いかけたセゼノールの言葉を遮さえぎるかのように、夜の虚こ空くうに、青い光が生まれ出た。

　捜そう索さく中ちゆうの仲間が上げた、律崩術クランブルの信号──集合の合図である。

「行ってみましょう」

　二人は翼つばさをひるがえし、青い光の下にある、白い光を目指して飛んだ。他の部下たちが掲かかげる光も、そちらに集まりつつあった。

　木々の葉を抜ぬけ、着地する。

　光が森に陰いん影えいを刻きざむ中。

　佇たたずむ部下は、二人をふり向いて言った。

「……死んでます」




「最近、お忙いそがしいようですな」

　長い廊ろう下かの一いち隅ぐうで、不ふ意いにそう声をかけられて。

　ディーヴァの外がい務む卿きよう、ブルジオラスは、思わず足を止めていた。

　金きん糸し銀ぎん糸しで呪じゆ紋もんを縫ぬい取った儀ぎ礼れい服ふくの裾すそが床ゆかを撫なでる。

　ヒトの大地から遥はるかに離はなれたディーヴァの大地。その首都、アソースにある王城の片かた隅すみである。

　通路の天てん窓まどには、採さい光こう用ようの半はん透とう明めいなクリスタルが嵌はめ込んであり、外の景色こそ見えないものの、昼の光がふんだんに入って来る。

　光は城内に陰影を生み──その影かげの中に、相手はいた。

　頭の左右に生えた二本の角、短く揃そろえた髪かみと儀礼服。すべてが灰色グレイに見えるのは、別に彼が影の中にいるせいではない。

「これは──ヴォルデン殿どの」

　久しい顔に、ブルジオラスはその名を呼んだ。

　先々代の王──ゴルガジルドの時代に外務卿を務つとめていた、いわば彼にとっては大だい先せん輩ぱいに当たる者である。戦時中の外務卿ゆえ、あまり良い噂うわさは聞かなかったが、それでも彼が有ゆう能のうであったことは、誰もが認みとめるところだった。

　もはやかなりの歳としのはずだが、足あし腰こしにも翼にも弱った様子はなく、鉤かぎ爪つめもツヤを保っている。

　とうに引いん退たいした身ではあったが、王城へ入る権けん利りはいまだ持ち合わせていた。……とはいえ、そういうことを嫌きらう性質たちなのか、ついぞ彼がここに顔を出したという話は聞かなかったのだが……

　ブルジオラスが相手の思おも惑わくを測はかりかねていると。

　ヴォルデンは、ゆっくりと光の下に歩み出て、視し線せんを天窓の方へと送り、まぶしげに目を細めると、

「よい天気ですなぁ……

　わしは一日のうちで、この時じ刻こくが一番好きでしてな。

　……今ごろは、ヒュームどもの住むあたりは夜ですかな」

「さて。どうですか」

　言葉を濁にごし、それでもブルジオラスは理り解かいした。

　老人が何の話をしたがっているのか。

　──もっとも、真しん意いの方はいまだ不ふ明めいだったが。

「全く困ったものですよ。どういう理由か知りませんが、勝手な連中がヒュームの街でさわぎを起こし、おかげでこちらはあれこれと走り回らされていますから」

　ブルジオラスは、世せ間けん話ばなしの口調で言った。

　老人は、たぶん気づいているのだろう。その『勝手な連中』を送りつけているのが、他ほかでもない、ブルジオラスだということに。そしてさらに、彼に命令を下している者が存そん在ざいすることに。

　無む論ろん、だからといって、正直にしゃべるわけにはいかないが。

「──まあ、彼らには彼らなりの思惑、というものがあるんでしょうな」

　言ってヴォルデンは小さくうなずく。表情だけを見れば、日光浴をするただの老人のようにしか見えないのだが──

「若い連中の教育、というものは、わしら年寄りがしっかりとしてやらねばならんもんですが……いや、卿きようをわしのような年寄りと一いつ緒しよにするのは失礼でしたな」

　老人は呵か々かと笑うと、

「しかし誰かに何かを教えるというのは難しいもんですな。

　たとえばひとふりの刃やいばがある。

　これを危険なものとみなし、捨すてるように言いつけるか、便べん利りな道具として使うことを言いつけるか。

　これは──同じように生きた年寄り同士であっても、意見が分かれる」

「扱あつかえる刃は物ものは、確かに便利な道具です。しかし扱いきれぬ刃物は危険なだけ。

　ならばそんなものは不ふ要ようですよ」

　ようやっと。老人の言わんとすることを理解して、ブルジオラスは言葉を返す。

「やれやれ。最近の者は、わしら年寄りと違ちがってものを粗そ末まつになさる。

　扱えぬ刃物なら扱えるようにすればよい。それができぬとわかったなら、その時はじめて、処しよ分ぶんすればよいと思うのですがな」

「下手へたにいじって、取り返しのつかない大けがをする前に処分した方が安全、という考え方もありますが」

「なるほど……人それぞれ、ということですな」

　ヴォルデンは穏おん和わな笑えみを浮うかべると、

「──五十年前──」

　ふたたび遠くに目をやった老人の口調が変わる。

「あの日、わしは城を空けていて、命を拾った。

　だが、仕えた王と同どう僚りようたちは、城下町の大半とともに消えた。

　恨うらみは消えぬ。それはあるいは、逆恨みにしか過すぎんのかもしれんが。しかしわしに……いや、我らに力はない。

　だが──

　使えるかもしれん刃がそこにあったなら？

　他の者とて、思いは同じではないのか？」

「今の王は、ギルガゾードです」

　ブルジオラスは答えた。

「そして我らは、伝説の中に在ある悪魔セイタンではありません」

「……なるほど、の……」

　老人は、小さく肩かたを落としたように見えた。

「しかし彼らも──」

　言いかけて。口を閉とざし、小さく左右に首を振ふるときびすを返す。

「……いやいや。年寄りのたわ言じゃった。忘れてくれ」

　歩み去る老人の後ろ姿を、ブルジオラスは、ただ、黙だまって見送った。

　彼の気持ちは、理り解かいできないわけでもない。

　しかし──

　届とどかぬ刃やいばに、何の意味がある？




　丸い、光。

　目を開いた時映ったそれが、夜空にかかる月だと理解するのには、一いつ瞬しゆんの時を要ようした。

「気づいた～」

　聞こえたのは、幼おさなさを残す女の声。ここしばらく聞き慣なれた──

「──メイ!?」

　シンはあわててはね起きて──

　自分とメイが列車から落ちたことを思い出す。

　ついた手の下には、しめった土の感かん触しよく。

　虫たちが。夜の鳥たちが鳴ないている。つめたく清せい浄じような夜気には、緑のかおりが濃こく漂ただよっていた。

「大声を出すな。見つかる」

　言われてシンは動きを止めた。

　そうだ。ディーヴァたちがまだあたりをうろついているかもしれない。とりあえず、ここを離はなれる必要がある。幸い、体に痛むところはない。

　メイの方に目をやって──シンはその場で凍こおりついた。

　天から降ふり来きたる月の光。木立が、下生えが影かげをつくる。そばにしゃがんで小首をかしげ、こちらを見つめるメイの姿。特にケガなどはなさそうである。

　だが、そのすぐ後ろに。

　佇たたずむ影は、背中に翼つばさを負うていた。

「……ディ……！」

「大声を出すなと言った」

　あやうく叫さけびかけたシンを止めたのは、その影だった。

　さきほどと同じ声。

「そんなにあわてなくても～……を？」

　のんきに言うメイの手をひっ摑つかんで引き倒たおすと、彼女と影との間に割って入る。

　ジャケットの内うちぶ懐ところに手を突つっ込んで──そこに、いつも入れていた律崩術剣クランブレードがないことに気づいた。

　目の前の影は動かない。あらためて見やるが、間ま違ちがいない。

　ディーヴァ。

　声と体格からして女。右の額ひたいから一本の角。革かわ鎧よろいらしきもので上半身を包み、腰こしのベルトには左右に二本ずつ、大ぶりな短剣ダガーが鞘さやに入ってぶら下がっている。あえかな月の光では、その色まではわからない。

　ディーヴァにしてはやや小こ柄がらな部ぶ類るいに入るかもしれないが──それが何かのなぐさめになるわけでもない。

　こちらに武器は何もないのだ。じっとりと、シンの額に汗あせがにじむ。

　と。

　くいくいっ、と、メイが後ろから、彼の服のすそを引き、

「だからあわてなくても。いいディーヴァみたいだし」

「いいディーヴァ？」

　想像の範はん疇ちゆう外がいにあった単語を耳にして、シンは思わず眉まゆをひそめる。目の前のディーヴァからは目を離はなさぬまま。

「やれやれ、だな」

　女ディーヴァはうんざりと、

「二度も助けてやってその扱あつかいか。ま、無む理りはないが」

「二度？」

　シンはつぶやいて眉をひそめる。

　一度は──なんとなく想像はつく。列車から落とされたシンとメイを、空中でキャッチしてくれたのだろう。それならば、二人とも無ぶ事じだったことの説明がつく。

　だが、もう一度は？

　──シンは知らない。ディーヴァの刺し客かくセゼノールが、彼らの乗る列車を脱だつ線せんさせようともくろんでいたことを。

　そして、破は壊かいされた線路を誰かが律崩術クランブルで修しゆう理りしたことを。

　しかし女ディーヴァには、そのあたりのことを説明する気はないらしく、

「聞くが、ヒュームに犯はん罪ざい者しやはいないのか？」

「……は？」

「全員善ぜん人にん揃ぞろいなのか、と聞いている。

　ヒュームにも、善人もいれば悪人もいるだろう。ドラグノにも、愚おろかな者もいれば賢かしこい者もいるだろう。リワーダーにも、勇ゆう敢かんな者もいれば臆おく病びような者もいるはずだ。

　同じように──

　私たちディーヴァにも、お前たちの敵もいれば味方もいる。道どう理りだろう？」

「……………………」

　言われてシンは沈ちん黙もくする。

　まあ、理り屈くつではある。それにもし、目の前の相手が敵ならば、シンが目を覚さますことは二度となかったはずである。

　とはいえ……それで納なつ得とくできるはずもなく。

「味方だ、ってぇのなら教えてくれ。なんでこのメイが狙ねらわれる？　なんであんたは味方する？」

「私が全すべてを知っているわけじゃあない。全てを語る義ぎ理りもない。こんな所で長話をしている時間もない」

「……その割には、もってまわった言い方が好きみてぇだけどな」

　シンの皮ひ肉にくに、女ディーヴァは、わずかに眉み間けんに皺しわを寄せるが、

「私とて、連中全員を相手にするほど馬ば鹿かではない。

　列車はあちらに行った。山の形を覚え、月と星を目印にして進め」

　と、指で一方を指し、

「仲間と合流したら東に向かえ。山を越こえれば道があり、町がある。目的地には別のルートで向かうのが賢けん明めいというものだろう」

　一方的にそう言うと、くるりときびすを返す。

「──ちょっと待て。あんたは来ないのか？」

「私が同行すれば話がややこしくなる」

「おい……！」

　シンが駆かけ寄ろうとしたその時には。

　ばざっ！

　夜風を叩たたく音とともに、黒い翼つばさは木々より高く舞まい上がっていた。

　そのまますぐに見えなくなる。

　結局、名すら聞いてはいない。

　──まああのぶんでは、聞いたところで答えてくれたかどうかも疑ぎ問もんだが。

　ふと気配を感じ。目を転じると、すぐそばまでやって来たメイが、じっとこちらを見上げていた。

「……なんだよ」

「いや。なんだよ、とかじゃあなくて。合流」

「──ああ」

　確かにそうだ。こんな所でじっとしていては、いつ刺し客かくたちの捜そう索さくの手が伸のびるかわからない。

「歩けるか？　どこかケガとかしてねえか？」

「ん。だいじょーぶ」

「なら行くぞ」

　言うとシンは、きびすを返して斜しや面めんを登りはじめる。しかしいくらも行かないうちに、ついて来るメイが、くいくいっ、と服のすそを引き、

「ちょっと。ディーヴァの女の人が言ってたのと、方向、違ちがうし」

「いいんだよ。

　俺たちが今いるのが線路の谷側だろ。

　まず、線路を越こえる。でもって線路の山側を伝って行きゃあ、ディーヴァたち……っていうか刺客たちとはち合わせする危険は少なくなるだろ？　あいつらは、俺たちの転がってった谷側の方を探すはずだからな」

「お～」

　メイは感かん嘆たんの声を上げ、

「部下三のわりにはかしこいし」

「あのなあ……とにかく、行くぞ」

　再び歩き出すシンの袖そで口ぐちを、メイが、ぎゅっ、とにぎりしめる。ふりほどこうかとも思ったが、この暗い山の中、万一にも離はなればなれになったりしてはまずい。仕し方かたなくそのままにしておいた。

「んーむ。けどようやく、部下としての自じ覚かくが出てきたみたいで良し」

「誰がだ」

　道なき途みちを行きながら、寝ね言ごとをつぶやくメイに、シンは呼気にツッコミを乗せた。

「だって。

　落ちたとき、あたしのことかばおうとしたし」

　あやうく足が止まりそうになった。いらないことを覚えている。

「……二人とも無む駄だ死じにってのはつまらねえだろうが」

　シンはまっすぐ前を見たまま、ぶっきらぼうに言い放った。

「せめてどっちか生き残らなきゃな。

　お前をクッションにしようかと思ったんだが、ちっこくて無む理りだったし」

「うわ。ひどっ。

　むう。部下としてのランクアップも考えてたのに。やっぱりなし」

「だから。部下じゃねえ」

　互たがいに軽口を叩たたきつつ、足は斜しや面めんを踏ふみしめる。

　とはいえ──本当にレゼルドたちと合流できるのか。できるとしても、それまでに一体どれだけ行けばいいのか。

　道の果ては、まだ見えない。




「問題は……」

　夜をぐるりと見み渡わたして、レゼルドはつぶやいた。

「どこをどう探すか、ですね」

　カーブを描えがいて続く線路。その左右には木々の群むれ。光といえば月と星だけ。夜はどこまでも深い。

　レゼルドとラフラ・リフラ、二人は今、線路の上を歩いていた。

　むろん、メイとシンを探すためである。

　車しや掌しようの一人に、仲間が落ちたから列車を停とめろ、と直じか談だん判ぱんをしてみたのだが、ディーヴァの襲しゆう撃げきにおびえた車掌は、首を縦たてには振ふらなかった。運転手に直ちよく接せつ掛かけ合おうかとも思ったが、おそらく似たようなものだろう。

　かといって、停まるべき列車の駅はまだまだ先。

　仕方なく二人は、列車がスピードを落とすタイミングを見計らい、最さい後こう尾びから飛び降りたのだ。

　しかしその時にはすでに、メイたちが落ちた場所からはかなり離はなれてしまっていた。

　とりあえず、線路に沿そって引き返してみてはいるものの……

　探すべき範はん囲いは、気が遠くなるほど広かった。

　今は変身律崩術メタモクランブルでヒトの姿をしているが、それでもレゼルドの夜目はきく。とはいえそれも、無む数すうの木々という障しよう害がい物ぶつの前ではあまり意味がない。

「──そうだ！　ラフラ・リフラ」

　ふと思いついて、レゼルドは、隣となりを歩む彼女に問う。

「メイさんたちのにおいはわかりませんか？」

「無む理り」

　しかし彼女は不ふ機き嫌げんに即そく答とうした。

「そんな、犬みたいなこと」

　──えぇぇぇぇっ!?

　レゼルドは、あやうく声を上げそうになる。

　さんざん犬っぽい行動を取ったあげく、半はん獣じゆう化かしたあとが犬だと当人自身が主しゆ張ちようしているのに、こんなところで、犬みたいなことは無理、などと言われても──

「……ひょっとして今のは、リワーダー流のギャグですか？」

　一いち応おう念のため聞いてみる。が、

「ギャグ、違ちがう」

　やはり真顔で答えを返す。

　……ひょっとして……

　レゼルドは、ふとあることを思いついた。




　嚙かみ殺した呻うめきとともに、左腕うでに重量がかかる。たぶん、下草に足でも取られたのだろう。

　シンは足を止め、ふり向いた。

「ちょっと休むか」

「……あた……しは……ぜん……ぜん……疲つか……れて……ない……けど……どう……しても……って……言う……の……なら……」

　シンの左腕にしがみつき、肩かたではひはひ息をつきまくりながら、メイは答えた。やせがまんもここまで来ると立りつ派ぱである。

　そばにある木の根元にシンが腰こしを下ろすと、メイが隣にしゃがみ込む。

　歩きはじめてから、どれくらいの時間が経たっただろうか。空にははや、四つ目の月が昇のぼりつつあった。

　山道は、慣なれぬ者には少々辛つらい。

　道すらなければなおのこと。

　修しゆう練れん学校の授じゆ業ぎようで山道ランニングというのがあったせいで、シンには多少なりとも慣れがあったが、メイにはキツい行こう軍ぐんだろう。

　むろんディーヴァに追われている身。ゆっくりしてはいられないのだが、この分だと長なが丁ちよう場ばになりそうである。ここで無む理りをして足でも傷いため、あとあとの行動に差し支つかえが出ることになっても困る。

　土のにおいが強い。

　しめった草の上に腰を下ろし、斜しや面めんの下に目をやれば、しげみの奥おくに銀色の線がある。

　月光を照てり返してのびる線路。

　二人はその線路にそって山側を移い動どうしていた。ディーヴァたちに見つかる危険はそう大きくないはずだったが……

　同じように、レゼルドやラフラ・リフラと合流できる可能性も、あまり大きくはないのではないか。

　自分たちが列車から落ちたあと、あの二人がどう動いたのかもわからない。

　死んだと思ってあきらめただろうか？　それとも生きていることを信じて探していてくれるのだろうか？　忠犬ラフラ・リフラなら、メイのことを心配して、しつこく探しまわりそうな気がするが。

　だが、彼らがシンたち──というよりメイを探すつもりだとしても、列車は停とまってくれるのか。あるいは次の駅から引き返して探すのか。次の駅はどれくらい先にあっただろうか。

　仮に探してくれているとしても、こんなくそだだっ広い山林の中で、果たして再会できるのかどうか。

　考えれば考えるだけ、だんだん憂ゆう鬱うつになってゆく。

　さっきの女ディーヴァも、味方だと言うなら、もう少しサービスしてくれてもよさそうなものである。道案内くらいしてくれるとか……

「……なあ……いつかみたいに、わけのわからん力でパーッと一発解かい決けつ、ってわけにいかねえのか？」

　だめでもともと、でシンは問う。

　以前メイは、シンの目の前で正体不明の力を発はつ揮きし、自分の傷を瞬しゆん時じに治した上、刺し客かくのディーヴァを退けたことがあった。

　──まあもっとも、自分でもどうやったかわかっていないらしく、あれ一度きりのことだったのだが……

　しかしメイの答えはなかった。目をやれば、少女は木の幹に背をあずけ、すうすうと小さな寝ね息いきを立てている。やはり疲つかれていたのだろう。

「……まいったな……」

　つぶやいて、シンは頭を搔かいた。

　夜の山は冷える。

　歩き続けていた時は気にならなかったが、こうやって少し休むと寒さがわかる。

　こんなところで眠ねむれば確かく実じつに体を冷やすが……かといって、叩たたき起こすのもなんだか酷こくな気がする。

　草木の吐と息いきが夜風に湿しめり気を加え、シンにとっては耳みみ慣なれぬ虫だか鳥だかの声が夜の山を満たす。

　どれくらいそうしていただろうか──

　──やっぱり起こした方がいいよな──

　シンが、メイの肩かたに手をかけようとした、その時。

　音が聞こえた。葉は擦ずれの音が。

　身を固くして耳をすます。

　気のせいか？

　一いつ瞬しゆんそう思い──だがすぐに、そうでないことに気がついた。

　虫たちの、声がない。

　ふたたび音がする。

　──まずいな──

　シンの額ひたいに汗あせがにじむ。

　何かが、いた。確かに。

　レゼルドたちならいいのだが、こんなに早く再会できるとは考えにくい。味方を名乗る女ディーヴァが戻もどってきた、というのもないだろう。なら──

　どうやら身を隠かくす必要がありそうだが、それにはまずメイを起こさなければならない。もしその時に、寝ぼけて声でも出されたら──

　シンはまず、右手のひらで、そっとメイの口もとをおさえた。

「──ん？」

「しっ」

　目を覚さました彼女に沈ちん黙もくのサインを送る。

　木立が黒い影かげをつくり、葉のすき間から漏もれ入る月光が、世界に陰いん影えいを刻む中──何かが動き──

「このあたり……ですか？」

「間ま違ちがい、ない」

　聞こえたのは、耳慣れた声だった。

「──おまえら──！」

　思わずシンは声を漏らす。木立の向こうで、一瞬息を吞のむ気配。

　下生えの草が鳴り、やがてそこに現れたのは──

　レゼルドと、なぜか半はん獣じゆう化かしたラフラ・リフラだった。

「シンドレッド！」

　しかし。上がったラフラ・リフラの声には、なぜだか怒ど気きがこもっていた。

「メイに、何、してる！」

「え。」

　言われて、はた、と気がついた。

　メイの口もとを無む理り矢や理りおさえているこのポーズ。たしかにはた目には、おだやかならざる光景に映るかもしれない。

　あわててその手を離はなしたところに、

「えっと。山の中を連れ回されて、寝ねてたところを口を押おさえられた～」

　メイがいとも陽気な調子で、誤ご解かいを招まねきやすい説明をした。

　ラフラ・リフラの全身から、殺気のオーラが漂ただよい昇のぼる。

「おまえなぁ！　冗じよう談だん言ってる場合じゃねえだろ。まだ近くにディーヴァたちがいるかもしれねえんだ！　お互たがいのくわしい話はあとまわしにして、とにかくこんな場所から離れようぜ！」

　説明が一いつ瞬しゆん遅おくれればラフラ・リフラに殺される。半なかば本気で思いながら、シンは口早にまくし立てた。

「え、冗談？」

　ラフラ・リフラの、気の抜ぬけた声。

「説明は歩きながらだ。とにかく──」

　と、女ディーヴァの言っていたことを思い出し、

「山を越こえて東に行けば、町があるはずだ。そこに出てルートを変える」

　言いながら、メイの手を取り、引き起こす。

「どうしてあなたがそんなことを知ってるんです？」
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「それもちゃんと説明する」

　レゼルドの問いに答えながら、シンはメイの手を取ったままで、歩き出す。とりあえずメイを引っぱって行けば、レゼルドやラフラ・リフラもついて来るだろう。

　案あんの定、二人はシンたちについて歩きだす。

「けどらふりふ～」

「ラフラ・リフラです」

　メイに呼びかけられて、ラフラ・リフラが訂てい正せいする。

「なんで変へん身しんを？」

「メイ、探すため」

「？」

「人間形けい態たいでは、あまり鼻がきかないようでしたから」

　答えたのは、レゼルドの方だった。

「……といっても、獣じゆう化か時じに比くらべて、の話ですけど。ともあれ獣化してもらったら、すぐに、風に混まじったあなたたちのにおいを捕とらえてくれました」

「お～。さすが部下二」

「それほどでも、ない」

　メイにほめられ、ラフラ・リフラは言う。謙けん遜そんしてはいるものの、ゆったりとした服の裾すそから覗のぞくシッポが、ぱたぱたぱたぱた揺ゆれていた。

「そう、それと。シンドレッド、落とし物」

　言うとラフラ・リフラは、何かをシンに向かってほうり投げる。空あいた方の手で受け取ると、それは一本の金きん属ぞく筒とう──律崩術剣クランブレード。

　どうやら列車の中で落としていたようである。

　今ひとつふたつ役に立たない武器だが、それでもやはり、何もないよりはずっといい。

「すまねえな」

　言いつつジャケットの内うちぶ懐ところに、こんどはしっかりとしまい込んだ。

「礼を言われるほどでも、ない」

　またまたぱたぱたシッポが揺れる。

「で、そっちは何があったんですか？　あの状態で列車から落ちたのに、見たところ二人とも、怪け我がもしていないようですし」

　レゼルドに問われて、シンは一瞬思い悩なやんだ。

　あの女ディーヴァのことを話すべきかどうなのか。

　ラフラ・リフラは気にしないだろうが、レゼルドは当然怪あやしがるだろう。

　シンにしたところで、全面的にあの女ディーヴァを信じたわけではないのだから。

　だがすぐに、彼は悟さとった。それが無む駄だな悩なやみだと。

　たとえシンが女ディーヴァのことを伏ふせたとしても、メイがしゃべる。きっとしゃべる。ぺらぺら気軽にしゃべりまくる。

「……冷静に聞いてくれよ……俺もちょっと、正直混こん乱らんしてるんだから」

　そう前まえ置おきをしておいて。

　シンはことの次し第だいを語りはじめた。




　見上げれば、空にはもう四つ目の月があった。

　捜そう索さくの成せい果かも上がらぬまま、はや真夜中を過すぎている。

　セゼノールは翼つばさをひるがえし、やはり森の上空を巡じゆん回かいするソルディマへと近づいた。

「まだ、捜索を続けるのか？」

「無駄だ──と？」

　ソルディマは問い返す。

　捜索を開始してほどなく、襲しゆう撃げきの際に撃げき墜ついされた部下を遺い体たいで発見したのだが、ターゲットたちの方はいまだ見つからない。

「気になっていることがある」

　セゼノールは言った。部下の遺体が発見される直前、口にしかけたことなのだが──

　だが、彼が続けるより先に、

「線路をなおした何者か、のことですね」

　ソルディマがセリフを奪うばった。

　セゼノールが一人で列車を脱だつ線せんさせようとした時、線路を修復した者がいたことはすでに報ほう告こくしてある。しかしそんなことは忘れているか、まともに取り合ってくれていないのか、とも思っていたのだが──

「列車の外にも協力者がいたかもしれない。それが、列車から落ちたターゲットたちを助けた可能性がある……そう言いたいわけですね」

「そうだ」

「可能性は否ひ定ていできません。

　ですが、ターゲットたちはやはりこのあたりに転がっており、私たちがそれを見つけられないでいるだけ、という可能性もまた大きいのですよ。

　要は、どちらを重じゆう視しするか、ですね」

「………………」

「捜索には人手が必要です。

　ですから──

　ターゲットたちが乗っていた列車のチェックには、あなた一人で向かってもらいたいのですが」

「列車のチェック？」

　意外な言葉に、セゼノールは眉まゆをひそめる。

　いいからここの捜索を続けろ──と一いつ蹴しゆうされるかと思ったのだが。

「ええ。

　もしターゲットがいまだ生き残り、ドラグノの地を目指しているのなら、やはり何らかの交通手段を使う必要は出てくるはず。

　その第一候こう補ほはやはり列車です。

　ターゲットの仲間たちはいまだ列車に乗っているのか。乗っていないなら彼らの足取りは。

　万が一にも、ターゲットたちが何らかの方法で私たちの目をくらまして、再び列車に乗っているようなことはないか。

　列車以外にも何かの方法で、北に向かう手段はないか。

　調べるべきことは多々あります。誰かにそれをやってもらわねばなりません。

　単たん独どく行動しているところを向こうに発見されれば、各かつ個こ撃げき破はを狙ねらわれる危険もあるのですが……あなたなら、そのあたりはうまくやってくれるでしょう？」

「……人を使うのがうまいな」

「そうですか？」

　言いながら、ソルディマは服のポケットから、小さなペンダントを取り出し、セゼノールにほうり投げる。

「使い方は、知っていますね」

「ああ」

　簡かん易い連れん絡らく用ようのシグナル・ペンダントである。縁ふちに彫ほられた呪じゆ紋もんをなぞり、簡単な呪綴スペルを口にすれば、同じ銀から同じ時に造られた揃そろいのペンダントが、呪綴スペルによって、あるいは赤に、あるいは青にとさまざまな色に染まる。

「そうですね……理由の如何いかんにかかわらず、青いシグナルで『こちらに集合』黄なら『そちらに合流』そして赤なら……『敵と接せつ触しよく』。

　こちらからの連絡も同様です。

　私たちは引き続きここで捜そう索さくを続けます。

　特に何の収しゆう穫かくもなかった時には、二日後にはここに帰ってきてください」

「了りよう解かいした」

　応こたえると、セゼノールは虚こ空くうに加か速そくの呪環キヤストリングを描えがき、夜空の果てへと駆かけて行った。




　空が白みはじめている。

　朝を告げる鳥たちが、そこかしこでさえずりはじめていた。

　下生えの草を踏ふみしめる音。そして、いくつかの荒あらい息づかい。

「……ほんとに……あるかな……町……」

　つぶやき漏もらしたメイの声には、疲つかれの色が濃こい。

「『いいディーヴァ』って言ったのはお前だろ」

　返すシンの言葉にも、さすがに疲ひ労ろうがにじんでいた。

「……そうだけど……いいディーヴァだから……本当のことしか言わないって……いうわけじゃないし……」

「なんだそりゃ……？」

「けどそれは、あるかもしれませんよ」

　先頭を行くレゼルドが、振ふり向きもせぬままに言う。声に疲れは感じられないが、振り向いてみせるほどの余よ裕ゆうもなくなっているようである。

　シンはここまでの道すがら、女ディーヴァに助けられたらしい、ということをレゼルドとラフラ・リフラに一いち応おう説明はしたのだが──

「女ディーヴァ、噓うそ、ついてる、と？」

　最さい後こう尾びのラフラ・リフラが問う。

「噓はついていないにしても、距きよ離り感かんが違ちがう、という可能性はあると思います」

　とレゼルド。

「翼つばさを持ち空を飛ぶのと、同じ距離を歩いて行かねばならないのとでは、かかる時間も疲労度も、全く違いますから。

　それに、考えてみれば、その女ディーヴァは、町は近いとも遠いとも言ってなかったんですよね」

「……まあな……つまりは……」

　言いかけて、シンはやめた。

　──どれだけ歩けば町に着くのかわからない、ということか──

　その言葉を口にすれば、足やら根こん気きやら、いろいろくじけてしまいそうで。

　全員が疲れていた。

　四人が合流してから、休み休みとはいえ、徹てつ夜やで山を歩き通しなのだ。

　その上、無む数すうの草木が呼こ吸きゆうをくり返す山の大気は、たっぷりと露つゆを含ふくみ、全員の服がそれを吸って重く冷え、体温を奪うばう。

　救いといえば唯ゆい一いつ、なんとかディーヴァたちをふり切ったらしい、ということくらいだろうか。

　とりあえず山は越こえ、今は下りが続いている。しばらく前に山道を見つけて、そこを道なりに進んでいるのだが──

「まあ少なくとも、騙だまされている、ということだけはないでしょう。

　こんな山道でも、道があるということは、どこかへ通じているということですから」

「とにかく、歩く。そうすれば、着く」

　レゼルドに、ラフラ・リフラが続ける。

「そういうことです」

　レゼルドは、道の左右に張り出した木の枝をかきわけ──

　光が、射さした。

　山道がのびる先。行く手を覆おおう緑のすき間から、陽ひの光が漏もれていた。

　誰からともなく足を早める。

　レゼルドが木々の枝を払はらいのけ──

　全員が、思わずその場で足を止めていた。

　稜りよう線せんがかがやいている。

　山と山にはさまれた木々の連なりを照てらす光がひろがってゆく。

　やがてひろがる光の版はん図とは、緑に囲まれ隠かくされていたそれを照らし出す。

「──町だ──」

　つぶやいたのは、誰だったか。

　眼がん下かに、いまだ距離はあったものの──

　軒のきを並べた建物の屋や根ねが、露と朝陽とを浴あびてかがやいていた──



















　──光が強い。

　それは太陽だけでなく、陽ひざしを跳はね散ちらしひろがる海のせいでもあった。

　海と山とにはさまれたリオニアの街まち。山のふもとに大きな聖せい堂どうを抱いだき、港には数多くの漁ぎよ船せんが並ぶ都市である。

　シンたち四人がここにたどり着いたのは、列車襲しゆう撃げきから十日ほどが経たったあとのことだった。

　荷に物もつのほとんどはあの騒さわぎで失っていたが、幸いレゼルドが財さい布ふだけはきちんと持っていた。

　おかげで山越ごえをしたあとの旅はおおむね順じゆん調ちよう。

　駅えき馬ば車しややら何やらを利用して、途と中ちゆうさしたるトラブルもなく、一行は今日この港町へとたどり着いたのだった。

　とはいえ、当とう初しよの予定よりはずいぶんと遅おくれている。順調に進んでいれば、すでに船に乗り、海を渡わたっていたはずだったのだが。

　だがそれは、今さら言っても仕し方かたのないこと。

　問題はこれから。どうやって海を渡るか、である。

　最初は、ここからさらに北にある街まで行く予定だった。そこから北の大陸ノーザンガイアへ向かう定てい期き連れん絡らく船せんが出ているのだ。

　だがそれゆえに、その街はディーヴァたちにマークされている可か能のう性せいが高かった。

　できればここで、北の大陸ノーザンガイアへと渡る船を見つけたいところである。そこでレゼルドは、早さつ速そく交こう渉しようを開始した。

「北の大陸ノーザンガイア？　冗じよう談だんじゃねえ」

　あるいは漁ぎよ船せん、あるいは旅りよ客かく船せん。

「もう少し北に行きゃあ、定期便の出ている港があるぜ。そこまでなら乗せてやっても……いや、さすがに北の大陸そんなところまでは」

　いろいろな相手にかけあってはみたのだが──

「まっぴらだボケ」

　あまりいい返へん事じは返って来なかった。

「……まあ、行きたがる者はおらんじゃろうのぅ」

　実みのりのない交渉に疲つかれて立ち寄った、港の小さな食堂で。北の大陸ノーザンガイアへ渡る船を探している、と語ったレゼルドに、老主人は、シワと白ひげに埋うもれた顔に苦く笑しようを浮うかべてそう言った。

　昼を少し回った程てい度どの時間だが、客はシンたち四人だけ。あまりはやっていない店なのか、それとも単に、港で働く人々の生活サイクルそのものが、普ふ通つうとはズレているだけなのか。

　しかし多少なりとも情報は得えられるだろう。と、レゼルドは期き待たいしているのだが。

「何かの不吉な縁起ジンクスでもあるんですか」

　カウンターで、出されたシーフードソテーをつつきながらレゼルドは問う。

「ジンクスというわけでもないんじゃがの。

　五十年前……大きな戦争があった。ここいらは、その戦場になったんじゃよ」

　老人の言葉に、レゼルドの体がわずかに硬かたくなる。

　老人かれとて、レゼルドが普ふ通つうのヒュームでないことくらいは気づいているだろう。だが老人は淡たん々たんと、

「わしらのような年寄りは、それを実じつ際さいに経けい験けんしとる。で、子や孫まごに、こういうことがあった、ああいうことがあった、と語り継つぐ。

　となると当とう然ぜん……あっちの連れん中ちゆうにあまりいい感情は持たんし、ましてや行ってみたいとも思わんじゃろう？

　この街だけの話でもない。ここらあたりは、どこでもまあ、同じようなもんじゃ」

　五十年前の戦争では、このあたりを戦場に、ヒュームとドラグノ、そしてディーヴァが入り乱みだれ、戦いをくりひろげた。

　その中で一番被ひ害がいが大きかったのは、当たり前だが、一番戦せん闘とう能のう力りよくの低かったヒュームだったらしい。

　シンも学校で、そういったことは習った。が。

「けど、北にある街からは定てい期き便びんが出てるって……」

　カリカリに香こうばしく焼いたパンのかけらを、クルトンがわりにふりかけた野や菜さいサラダを口に運びつつ、シンは問う。

「あれは、中央政せい府ふのお役所がやっとることじゃからな。

　……はいお待たせ」

　カウンター越ごしに、ラフラ・リフラの前に、ブラックペッパーと荒あら塩じおだけで味を調ととのえてじっくり焼いたポークリブの固まりを出し、

「民族友好政せい策さくの一いつ環かん、という奴やつじゃな。一週間サイクルに一便を出しとるようじゃが……実際のところ、客はほとんどおらんらしい」

　メイは話に関かん心しんなさげに、あつあつのシーフードグラタン相手にはふひふと格かく闘とうをくりひろげていた。
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「こういう店なら、情報も集まりやすいと思うのですが──」

　と、白しろ身み魚ざかなを切り分けながらレゼルド。

「そういう話に乗ってくれそうな人に心当たりはありませんか？　もちろん、相そう応おうのお礼はさせていただきますが。

　話に乗ってくださる人にも、紹しよう介かいしていただいた人にも」

「ふぅむ」

　老人は、しばしレゼルドをじっと見つめ、

「わけあり、かの？」

「少々」

　レゼルドは、短く、そうとだけ答える。

　老人はしばし沈ちん黙もくし──

「夕方には店を閉める。またその頃ころ、おいでなされ」

「そうさせていただきます」

　うなずいて、レゼルドはそれきり話題をうち切った。




　太陽が山の端はにさしかかると、ひろがる海は空を映うつして朱しゆの色に染そまる。

　港の朝は早く、夜もまた、早い。

　漁りよう師したちは明日の朝──というより夜明け前の出漁を控ひかえて、早い家いえ路じについている。

　夕ゆう刻こくの港に人の姿すがたは、ない。

　茜あかね色いろに彩いろどられた港の小さな食堂は、昼間見た時より一いつ層そうわびしく映る。その玄げん関かんドアには──

「閉店くろーずど。」

　かけられた小さなプレートの文字を、メイが棒ぼう読よみした。

「そう書いてありますね。確かに」

　言いながら、しかしレゼルドは気にした様よう子すもなく、ドアに手をかける。

　予よ想そう通り、カギはかかっていなかった。

「──ああ。悪いが最後のひとは、カギをかけてもらえるかの」

　店の奥おくからかかったのは、あの老店主の声だった。

　四人は店へと入り、最さい後こう尾びのシンがカギをかける。

　海を望のぞむ窓にはすでにブラインドが下ろされ、ランプの明かりがカウンターの中に控えた老人を照てらしている。

「まあ、あちらのお席にでもどうぞ」

　老店主が促うながす奥のテーブルには、すでに一人、先客がいた。

　四人がけ席の横に、イスが一脚きやく置いてある。その一番奥にかけた初しよ老ろうの男が、こちらに会え釈しやくした。

　やや小太りだが、浮うかべた穏おん和わな笑えみがよく似合っている。

　男が纏まとうくすんだ濃のう緑りよくのローブに、シンは見覚えがあった。

　彼が住んでいたバージェス・シティは、かなり規き模ぼの大きな街で、さまざまな宗しゆう派はの教会が大小とりそろえていくつもあった。

　そのうちのどれかの導父マスターが、同じようなローブを着ていたはずだった。

「よい時じ期きにおいでになりました」

　シンたちが席につくのを待ち、ローブの男は世せ間けん話ばなしの口調で言った。

「はじめまして。私は一級導父マスターを務つとめております、マルセイと申もうします。

　この街の聖堂が、リオン教の本山だということは、すでにご存ぞんじの通りですが──」

　ちなみにシンは知らなかった。まあ、どうでもいいが。

　リオン教の名前の方は知っていた。おとぎ話めいた神話に出てくる神様の一人、ルファードリオンを崇あがめる教えである。

　まあ逆ぎやくに言えば、その程度のことしか知らないのだが。

　導父マスターマルセイは、こちらの名すら聞かずに語りはじめる。

「ここでは年に一度、ルファードリオン様への感かん謝しや祭さいが執とり行われます。

　ルファードリオン様は古こ来らいより生命を育はぐくむ女め神がみとされ、この地でも豊ほう漁りよう豊ほう作さくを祈いのる人々の信しん仰こうを集め──」

　……長い話になりそうだなオイ……

　導父マスターのはじめたありがたい話に、シンは心の中でつぶやいた。

　こういった教きよう訓くんめいた長話には、正しよう直じき言って興きよう味みがない。

　子供の頃ころ、母親が童どう話わがわりに話してくれた神話は割わりと好きだった。神様たちがクロスカディアの大地と月を作ったとか、悪魔セイタンと戦って退たい治じしたとかいう、ああいったたぐいの話である。

　ルファードリオンとかイシュハルトとかマーレイアとか……他ほかにもいたが、そういったさまざまな神様が出てきて、いろいろと大だい活かつ躍やく。神話と呼ばれてはいるが、それは宗しゆう教きよう譚たんとか説せつ法ぽうというよりも、おとぎ話に近かった。

　それぞれの神様を祀まつる宗派があって──そういえば、ドラグノにも同じ宗教体系がある、と聞いて、驚おどろいたおぼえがあるが……

　しかし神話とか雑ざつ学がくなら結けつ構こう面おも白しろいのに、それにまつわる説教とかになると、途と端たんにつまらなく感じてしまうのはなぜなのだろう？

　ためになる長い訓くん話わの退たい屈くつまぎれに、どうでもいいことをあれこれ考えながら──

　ふと、シンはあることに気がついた。

　静かだ。

　静かすぎるのだ。

　他でもない。メイのことである。

　導父マスターのはじめた長話。レゼルドはまあ、おとなしくしているだろうし、ラフラ・リフラは何も考えずに聞き流していそうである。

　しかしいつものメイならば──場ばの空気も読まずにツッコミや茶ちや々ちやを入れまくったりするはずである。

　それが、ない。

　目をやれば、少女は真面目まじめな表情で、話を聞き入っているようにすら見えた。

　──ありえねえ──！

　シンの顔が驚きよう愕がくにひきゆがむ。

　だが。

　彼の表情の変化を目にした導父マスターマルセイは、どうやらそれを不ふ快かいのしるしと受け取ったらしく、小さく咳せき払ばらいをすると、

「……失しつ礼れい。話が横にそれてしまいました。ついいつもの癖くせで。申もうし訳わけない」

　言ってシンから視し線せんをそらす。

　ちなみにシンは、クラスメートたちから、黙だまってそばに立たれるとコワい、と言われまくったことがある。ひょっとしたら、今もそう見えたのかもしれない。

　導父マスターは体ごとレゼルドの方を向き、

「……ともあれ、ルファードリオン様の感謝祭が行われるのが四日後なのです。

　その翌よく日じつ、私たちの中から選ばれた代表七名は、交こう換かん勉強会として、船で北の大陸へと渡わたります」

　どうやらようやっと、本題に入ってきたようである。シンも話に意い識しきを向けた。

「あまり知られてはいないことですが、実はドラグノたちの間にも、我われ々われと同じ宗教が根付いているのです。

　教きよう義ぎや儀ぎ式しき様よう式しきなどには差さ違いがありますが、同じ神──ルファードリオン様に帰き依えするという点で違ちがいはありません。

　ならば、互たがいの意見交流を行い勉強をすれば、必ずやお互いの教義をより高みへと導みちびくことになるはずです」

　……また長い話になりそうである。

　それを察さつして──と、いうわけでもないのだろうが──

「あなたがたは、北の街の定てい期き便びんは使わないのですか？」

　レゼルドが口をはさんだ。

　しかし相手は気を悪くした風もなく、

「ええ。出発した時からが勉強ですから、その時点で俗ぞく世せとは縁えんを絶たちます。

　そういうことですので、ここから直ちよく接せつ船で、北の大陸にある町へと向かいます」

「なるほど。俗世と縁を絶つわけですね」

　何が一体なるほどなのか、納なつ得とく顔がおでレゼルドは言う。

　導父マスターも笑えみを崩くずさぬまま、

「ええ。ですから無む関かん係けいの方に、金を出すから乗せろ、と言われても、それはお断ことわりするしかありません」

「ちょっ……!?」

　抗こう議ぎの声を上げかけたシンを、しかしレゼルドは手で制せいし、

「しかし、ルファードリオンに帰依した者が、喜き捨しやをし、助じよ力りよくを乞こうならば、見み捨すてるようなことはなさりませんよね」

「もちろんですとも。相手に心からの誠せい意いが見えたなら」

　導父マスターは満足げにうなずいた。

　……なるほど。そういうことか……

　シンも、半なかばあきれ気ぎ味みに納得した。

　形だけでもいいから自分たちの宗派に入って、『誠意ある喜捨』をする──つまりそれなりの金額を払はらうなら、船に乗せてやってもいい。そういうことである。

　早い話が、体たい面めんというか、名目の問題。

　つまるところ──

　どうやら、無ぶ事じに話はまとまりそうだった。




　祭まつりははじまる直前が楽しい。

　そんなことを言っていたのは誰だれだったか。

　シンたちが着いた四日後──つまり祭りの日。

　ここリオニアもまた、その日の朝から、街じゅうが浮うかれた空気に包つつまれていた。

　飾かざりつけをする大人たち。草花を模もした旗はたや飾りが、建たて物ものを、通りを彩いろどる。いつもに増ましてはしゃぎ回る子供たち。家々は鉢はち植うえの花を戸口に並ならべ、昼にもならぬうちにどこかで花火が鳴なる。

　午後になると、夕方と呼ぶにはまだ気が早いような時じ刻こくから、通りには屋や台たいが並ならびはじめた。

　串くし焼やき、クレープ、スイートコーン、氷で冷やした果物ジュース。カタカタと音を立て鉄てつ棒ぼうを滑すべり降おりてゆくおもちゃ。潮しお風かぜに回る風車。

　メイが屋台に向かってまっしぐらに駆かけ出そうとするのを、シンは何度後ろ襟えりひっ捕つかまえて止めたことやら。

　レゼルドは財布の中身を、シンやメイ、ラフラ・リフラにも分けていた。

　もしまた四人が分ぶん断だんされるようなことがあった場合、無む一いち文もんでは困る、という配はい慮りよからである。

　だがそれは、誰かが無む駄だ遣づかいに走る危き険けん性せいをも含ふくんでいたのではあるが……

「ずいぶんとまたにぎやかですね」

「そうか？

　──そういえばレゼルド、お前、こっちの祭りってはじめてだっけ？」

　夕暮れにもならぬうちから、かなりの人通りがある中央通りをぶらりぶらりと歩きつつ、串焼き片手に、シンは言った。

　……メイの屋台への突とつ進しんはシンが止めたのだが、さすがにラフラ・リフラの突進を止められる者がいるはずもなく──

　結けつ果か、『エモノは群むれで分ける』というラフラ・リフラの流りゆう儀ぎに従したがい、全員の手に、リオニア黒くろ鶏どりの串焼きが行き渡わたることになったのだった。

　船の手配がついてから四日間。シンたちは、街まちの片かた隅すみにある宿でじっと日々を過すごしていた。その間今日までは何なに事ごともなし。

　むろんそれが、ディーヴァの追つい跡せきをふりきったという保ほ証しようにはならない。油ゆ断だんしてよい状じよう況きようではないが──彼らは別に、ただ祭りを楽しむためだけに、こうして出かけたわけではない。

　四人は今、導父マスターマルセイからもらった信者用のローブに身を包み、フードを目ま深ぶかにかぶっている。薄うす緑みどり色いろの、たぶん一いつ般ぱん信しん者じや向けのものだろう。

　普ふ段だんならそれはそれで目立つ姿だが、リオン教総そう本ほん山ざんがあるこの街、この日に限っては、それこそざらに見られる格かつ好こうだった。

　レゼルドが前金……もとい。誠意ある喜き捨しやを半分だけ渡した時点で、導父マスターは四人に形だけの簡かん単たんな洗せん礼れいを行うと、人数分のローブを渡し、乗船の手はずを伝えた。

　今夜祭りが終わる頃ころ。この姿で港に行き、船の中に乗り込んで、夜明けの出港を待つという段だん取どりである。

　宿はすでに引き払はらい、旅たび支度じたくも整ととのえている。つまりは祭りが終わるまで、シンたちに行き場はない。ならば四日間宿にこもりっぱなしだったうさ晴らしに、少々祭りを楽しんだところでバチは当たらないだろう──という理り屈くつ。

　あたりを物もの珍めずらしそうに眺ながめながら、レゼルドは、シンの言葉にうなずいて、

「バージェス・シティでも祭りがあるとは聞いていましたが……それを体験する前に、こういうことになってしまいましたからね。

　けどやっぱり、僕たちの祭りとはだいぶ違ちがいますね。

　何より僕たちは、それほど人口が多いわけじゃあありませんから……人出の量というか、にぎやかさが全然違いますね」

「ところで、シンドレッド」

　串くし焼やきをあっさり食べ尽つくし、あたりをきょろきょろしていたラフラ・リフラは、家々の軒のき先さきを目で指して、

「なぜ、花、表に、出す？」

　たしかにどの家もこの家も、昨日までは見み当あたらなかった鉢はち植うえがやたらと並んでいる。

　そのことにはシンも気がついていたが──

「知らねえよ」

　そっけない答えに、ラフラ・リフラは眉まゆをはね上げて不満げに、

「知らない？　ヒュームなのに？　役に立たない」

「仕方ねえだろ。この街に来んのは俺だってはじめてだし、祭りったって、ところによっていろいろやり方の違いってもんがあるだろうし。単なるにぎやかしか何かだろ」

「──これは単なる想そう像ぞうなんですが──」

　ひらきなおるシンの隣となりでレゼルドが口を開く。

「ルファードリオンは生命の女め神がみですから、生命の象しよう徴ちようとして植物を……ということなんじゃあないでしょうか」

『おおおおおおおおお』

　声ハモらせて感心するメイとラフラ・リフラ。

　ラフラ・リフラは、横目でシンを見やりつつ、

「……さすが、部下三と、違う。役に立つ」

「うるせえ。

　つか、祭りの由ゆ来らいとかが聞きたきゃあ、あの何とかいう導父マスターにでも聞きゃあよかったじゃねーか」

「導父マスターマルセイですか？」

　と、レゼルド。

「けど彼は、あまり僕たちとつきあいたがっているようには見えませんでしたけどね」

「まあ、船に乗るまではいろいろとマズいだろうからな」

　言ってシンは小さく肩かたをすくめた。

　当然ながら、シンたちの乗船は教会の公こう認にんなどではない。かかわっているのは導父マスターマルセイと、あとはせいぜいが乗のり組くみ員いんたち、といったところだろう。

　シンたちがマルセイのまわりをうろちょろして、ことがマルセイの上に立つ人間に露ろ見けんしたりすれば……おそらくこの話は流れる。

　となれば、マルセイにとってもシンたちにとってもロクでもない結けつ果かにしかならない。

「何にしても、船に乗ったあとは、いくらでも時間がある……はずだ。聞きたきゃあその時にでも聞きゃあいいさ。

　とにかくまあ、時間までは、祭りを楽しませてもらおうぜ」

「さんせい～」

「わかった」

「でも皆みなさん、あまり無む駄だ遣づかいはしないでくださいよ」

　言いつつあたりを眺ながめつつ、通りをうろうろするうちにも、少しずつ屋台も人出も増ふえて来て──

　ぱぁん。ぱぱんぱぁん。

　ひときわ大きな音の花火が上がったのは、空の色が翳かげりはじめた頃のことだった。

　混こん雑ざつする道をかきわけて、この街の警邏隊員ガーデイアンたちが、街がい灯とうに明あかりを灯ともして回っている。

　遠い何かの歓かん声せいが、風に乗って聞こえてくる。あの方向は確か──ルファードリオン聖堂のある方ではないだろうか。

　そういえば宿の主人が、街の山側にあるリオン教の聖堂から海の方まで、神輿みこし車ぐるまの行進がある、とか言っていたような気がする。

　メイがはぐれかけたりラフラ・リフラがはぐれかけたり、それにさんざん文もん句くを垂たれたシンがはぐれかけて二人にさんざん文句を垂れられたりするうちに、やがて大通りの果てから、聖せい歌かの合唱とともに、大きな何かが姿を現した。

「なんだありゃ？」

「見えないし」

「人の、格好、してます」

「神像、でしょうか」

　あたりを埋うめる人々のざわめきに負けぬよう、四人は声を大きくする。

　もはや太陽は山の端はに沈しずみ、光の余よ韻いんを残すのみ。空の主役は、月と星とに代わりつつあった。

　やがて道の果はてから見えて来たのは──

　最初は、ローブに身を包んだ子供たちと女性たち。聖歌の澄すんだ合唱が、涼すずしさを増した夜風をふるわせる。

　そのあとには、幾いく本ほんもののびた綱つなを引く、何十何百の人々。繫つながれて牽ひかれる大きな台車の上には、やはり大きな神像らしきものが鎮ちん座ざしていた。

　ひざまずき、大地に向かって両手をさしのべる女め神がみ像。その背中には、鳥のような一対ついの翼つばさがあった。

　大きさは、台車の高さも含ふくめれば、二階建ての家ほどか。

　木き枠わくに布の張はりぼてのようだが、これだけ大きいとさすがにかなりの迫はく力りよくがあった。

　像のまわりの台車は、かがやくような緑の草で覆おおわれ、そのまわりにも、緑のローブを着た女性たちが、同じ草を盛もったかごを手に歩いている。

「……あれがルファードリオン像、ですか？」

「だろうな」

　女神像を目にして漏もらすレゼルドに、シンは適てき当とうなあいづちを打つ。

　まあシンとてルファードリオン像を見たことはないのだが、まさかこんな祭りで、フェイントをかけて別の神様、ということもないだろう。

「なるほど。結けつ構こうおもしろいもんですね」

　と、レゼルド。

「何が？」

「僕たちの方でもルファードリオン信しん仰こうというのはあるんですけどね──

　まあ、女神は女神なんですけど、神像は、四枚羽根のドラグノの姿をしてるんですよ」

「へぇ……こっちじゃ人間、そっちじゃドラグノか。

　ディーヴァの国じゃあ、やっぱりディーヴァの格好してたりしてな」

「かもしれませんね」

　二人して想像し、思わず苦く笑しようする。

「そう言やラフラ・リフラ、そっちじゃあどうだったんだ？」

　ふと思い立って聞いてみる。しかしラフラ・リフラは、ふるふる左右に首を振ふり、

「ラフラ・リフラ、ルファードリオン、見たことない」

「……こういう祭りってないのか？」

「ない」

　リワーダーは特とく殊しゆな文化や習しゆう慣かんを持っていることはシンも知っていたが、祭りさえないのだろうか。それとも、こんな騒さわがしい祭りはない、という意味か。

「ところで、あれ、何の草？」

　人混ごみのせいでよく見えないらしく、背せ伸のびをしたりぴょんぴょん跳とんだりしながら、メイがシンに尋たずねて来る。

「光ってるし」

「あ？」

　光らねえよ。目の錯さつ覚かく。

　そう口走りかけたのを、シンはのどもとで止めた。

　かがやくような緑の草。神像の台だい座ざを埋うめるそれが、暮れゆく空の下でよく見ると、本当にうっすらと光を放っていた。

「──ルミネウィードか──」

　我われ知らず、その名はシンの口をついて出ていた。

　昔、クラスメートの一人が、どこかからそれを手に入れて、自じ慢まんしていたことがあったのだ。その時に聞かされた蘊うん蓄ちくを思い出す。

「確か……海で育つ浮うき草で、種たねをつけたあと、しばらくの間、ああやってぼんやり光るらしい。

　結構繁はん殖しよく力りよくが強いらしいから……それこそ、レゼルドがさっき言ってたみてえに、生命の象しよう徴ちようか何かじゃねえか」

『へー』

　他の三人が、感心したように合唱する。

「意外と物もの知しりですね。シンドレッド」

「なまいき」

「らしくないっていうか」

「……お前ら……」

　いろいろ話をするうちにも、神輿みこし車ぐるまはやがてシンたちの前を通り過すぎる。その後ろを、導みちびかれるように人々がついて歩きだす。

　四人もまた、途と中ちゆうの屋台で買い食いをしたり、吸きゆう盤ばんつきダーツゲームをしたり、ラフラ・リフラがナンパしてきた男を一いち撃げきで沈しずめたり、ひよこすくいをしたいとダダをこねるメイをなだめたりしながらあとをついてゆくと、やがて神輿と人々は、海へと注そそぐ河か口こうぞいで止まった。

　むろん大きな神輿の進みは、決して早かったわけではない。車が止まったその時には、空にははやいくつもの月がかかっていた。

　台車を囲かこんでいたローブの女性たちは、集まった人たちから喜き捨しやを受け、かわりに、あるいはかごの中の、あるいは台座の上の浮き草をひと株かぶずつ渡わたしてゆく。

　浮き草を受け取った人たちは、それをかかげて何かを念ねんじ、祈いのってから、そばの川かわ面もへと流す。

「流すんだ」

　メイがつぶやく。

　おそらくこれが、祭りの終わりなのだろう。

　川は、明かりを灯ともした屋台が並ぶ通りとは違ちがい、たゆたう水みな面もがかろうじて、地上の明かりを照てり返すばかり。

　薄うすい光の浮き草は、黒い川面をゆらゆら揺ゆれて、ほどなく海へと流れゆき──

　やがて海は、小さな無む数すうの淡あわい光に染められてゆく。

　人々は川辺に集つどい、いつまでも、いつまでも、光の海を眺ながめていた──




「もう出て来てもいいですよ」

　声は、扉とびらのきしみと同時に聞こえた。

　薄い明かりを背にして戸口に立っているのは、見覚えのある、導父マスターマルセイの姿だった。

「……その言葉をお待ちしていました」

　レゼルドの、うんざりとしたつぶやきとともに、四人は暗い倉そう庫この中で身を起こした。

　昨さく夜や、祭りの浮うき草流しが終わり、神像が引き返してゆくのを見送ったあと、シンたち四人は港の外れへと向かった。

　街に連つらなる祭りの灯あかりも届とどかぬ場所に、一いつ艘そうの中型船が停てい泊はくしていた。はしけにいた見知らぬローブ姿にレゼルドが名乗ると、船内のここへと通され、呼びに来るまで待て、と言われたのだった。

　船底にある、さほど広くもない──倉庫なのだろう。何かの入った木箱がいくつも積つみ上げられてはいたが、狭せまくて仕方ないというほどでもない。

　だが──

　たとえ停泊していても、海の上なら当とう然ぜん揺ゆれる。なおかつ倉庫という奴やつは、窓もなく暗く換かん気きも悪い。申もうし訳わけ程度にランプが一つ置いてあったが、ゆらぐ炎ほのおは、船そのものの揺れを余よ計けいに大きく感じさせる役にしか立たなかった。

　前に魚でも積んだことがあるのか、室内は半はん端ぱに生なま臭ぐさかった。変なにおいに暗さに揺れに。なんとか無む理り矢や理り眠ねむりはしたが、そのうちメイがシンを揺り起こし、『酔よった』とか言いはじめる始し末まつ。

　どうしようかと全員おろおろしていた時に──

　ようやくドアが開いた、というわけである。

　マルセイの先せん導どうで、ラフラ・リフラが、口もとをおさえるメイを支ささえつつ部屋を出る。

　シンとレゼルドがそのあとに続いた。

「僕は前、こっちに来る時に船に乗ったことがあるんで、ある程度は慣なれてますが……シンドレッド、きみは平気なんですか？」

「船ふな酔よいか？　ああ。

　街にでっかい湖があったろ。

　昔はあそこでよく遊んでたからな。ボートとか使って」

　シンは言う。

　彼が住んでいた街のそばにある湖で、子供の頃はしょっちゅう遊んだものである。ボート遊びに魚捕とり、夏は水みず浴あび、冬に氷が張はればスケート遊び。

　魚の残ざん臭しゆうはさすがにうんざりだが、これくらいの揺れはどうということもない。

　薄うすい明かりのさし込む廊ろう下かを行き、やがて二人は甲かん板ぱんへと出た。

　照りつける陽ひざしの下、ひろがる青い水すい平へい線せん。遠くに陸りく地ちの影かげが見え、カモメたちは謡うたい舞まう。

　シンはそんな光こう景けいを期き待たいしていたのだが──

　残ざん念ねんながら、あたり一面霧きりだった。

「……洋よう々ようたる旅立ち……って感じじゃねえな……こりゃあ……」

　船ふな縁べりに立ち、あたりを見回してシンが不ふ景けい気きにつぶやいた。

　船底が波を切る音だけが響ひびく。

　水みな面もも見えない──と言うと大げさだが、舳へ先さきに立てば、船せん尾びがかすむほどの濃こい霧である。それでも天にあるはずの陽よう光こうは届くのか、世界は白に溶とけている。

「そう悲ひ嘆たんするものでもありませんよ」

　声と影かげとは、後ろの霧からにじみ出た。メイたちをどこかに案内し、こちらにやって来た導父マスターマルセイである。

「霧がなければ、陸が見えなくなるまで、もうしばらく倉庫にいてもらわなければなりませんでしたから」

　そんなことになればどうなっていたか──想像して、シンは頰ほおを引きつらせる。

「なるほど……そう考えると確かに、助かった、ってことにはなるか……

　あいつらは？」

「とりあえず後ろのお手洗いにご案内しておきました。

　しばらく船室で横になっていれば、すぐに慣れることでしょう」

「ありがとうございます」

　レゼルドは導父マスターの方へと歩み寄り、

「改あらためて。お世せ話わになります。導父マスターマルセイ」

　言いながら、懐ふところから取り出した何かをそっと導父マスターに手て渡わたす。おそらく『喜き捨しや』の残りだろう。

　導父マスターはそれを、やはりそっと懐にしまい込み、

「いえいえ。これもルファードリオン様のお導きです。

　……まあ、朝の海岸近くですから霧も出ていますが、すぐに晴れますよ。

　それに実を言いますと、あなた方がいらっしゃった方が都つ合ごうがいい、という面もありまして」

「と、言うと？」

　レゼルドに問われて、導父マスターマルセイは船ふな縁べりにある木の手すりに手をかけ、

「この船は、列車や術動車くるまと同じ、律崩術機関クランブルシステムで進むようにできています。

　おかげで、少ない人数でも動かすことはできるんですが……

　律崩術クランブルが人の精神力を媒ばい介かいとする以上、乗っている人数が少ないと出力が上がらないんですよ。

　通つう常じようは七、八人で北の大陸ノーザンガイアへと渡るわけですが、その人数ではどうしてもスピードが出ず、五、六日はかかってしまいます。

　けれどあなた方にも乗っていただければ、多少なりとも出力も上がって、早く着くのではないか、というわけですよ」

「なるほど」

　レゼルドは苦く笑しようした。

　つまり導父マスターマルセイにとって、彼ら一行は、金銭だけでなく時間のゆとりももたらしてくれる、歓かん迎げいすべき密みつ航こう者しやたちだったわけである。どうりですんなりと話がまとまったはずだ。

　無む論ろん早く着くぶんには、こちらとしても何の文句もないのだが。

「おや……」

　ふと舳へ先さきに目を向けて、マルセイがつぶやく。つられてシンとレゼルドもそちらを見やるが、何か特別に変わったものがあるわけでもなく──

　マルセイは、二人に笑えみを向けると、

「どうやら霧きりを抜ぬけそうです」

　言われてみれば、行く手を埋うめる白が薄うすくなりつつあるようにも思えた。

　それからいくらもせぬうちに、やがて空と海との青が濃こさを増し──

　ほどなく船は、拍ひよう子し抜けするほどあっさりと、霧の中から抜け出した。

　そこには。

　見み渡わたす限りの蒼あおと青あお。

　離はなれゆく霧の向こうには、山の峰みねが連なりを見せる。

　──シンドレッド＝カイラムは、この日、生まれ育ったヒトヒユームの大陸を離れた。




「よほど海が好きなんですねぇ」

　その日の夜、夕食の席で。

　導父マスターマルセイは例によって例のごとく、にこにこしながら、シンにそう語りかけた。

　船内にある小さな食堂。食事は交こう代たい制せいで、今はシンたち四人と、導父マスターマルセイの五人のみ。シンたちは渡されたローブを脱ぬいで、今はいつもの服ふく装そうに戻もどっている。

「……別に」

　ベーコンとジャガイモのスープを口に運びつつ、シンは無ぶ愛あい想そうにつぶやいた。

　照てれているわけでも、会話をいやがっているわけでもない。本当に、別にどうとも思っていなかっただけなのだが──

「その割わりには、一日中海ばかり眺ながめてたみたいですけど」

　横からレゼルドがまぜっ返す。

　たしかにシンは、朝、霧を抜けてからほぼ一日中、海を眺めていた。

「見てて飽あきねえからな」

　彼にしてみれば、ただそれだけのことである。

　空の下、果てなく続く水平線。同じ風ふう景けいに見えてその実、波は、空は、刻こつ々こくと違ちがう貌かおを見せる。

　それが面おも白しろくて、ずっと景色を眺めていたのだ。

「あたし、すぐ飽きた」

　と、シンの右隣どなりにかけたメイ。

　昼過ぎまで船室で寝ね込こんだら、どうやらなんとか復ふく調ちようしたようである。もっとも、やはり全ぜん快かいとはいかぬのか、食はあまり進んでいない。

　そういえば今日の夕方近く。甲かん板ぱんで海を眺めているシンのそばに、メイがちょこちょこっ、と寄ってきて、二言三言交かわしてから、しばらく海を眺めていて、すぐに去って行ったことがあったが……どうやらあのわずかな時間で飽きたらしい。

「まあ、お前はそういう奴やつだからな」

「うあ失しつ礼れいな」

「というか、よく、飽きない」

　と、ラフラ・リフラまで。

「一日海見て飽きない、っていうことは、好きっていうことですよ」

　レゼルドのだめ押おしに、それでもシンは首をかしげ、

「そうか？」

「そうですよ」

「ははは。まあ確かに、海の魅み力りよくにとりつかれる人は多いようですよ。海は時々不ふ思し議ぎを見せる、とも言いますし」

　そんな一行の様よう子すを眺め、導父マスターマルセイは言う。

「ふしぎ、って？」

「伝説は、いろいろあります」

　木のスプーンをくわえて問うメイに、マルセイは記き憶おくを探さぐるように、

「たとえば半人半魚の話。あるいは彼方かなたまで海を横切る正しよう体たい不ふ明めいの環状生物ワーム。何十年も前に行方ゆくえ不ふ明めいになった船と遭そう遇ぐうした、などという話や、雨の降ふる海にのみ姿を見せる浮うき島しまの話もあります。

　けどそれらは、一いち概がいにただの伝説だとは言い切れません。実じつ際さい、昔はただの伝説だとばかり思われていた月げつ滴てき魚ぎよが実じつ在ざいしていた、という例もありますし」

『へー』

　シンたちは、声を揃そろえて感かん嘆たんの声を上げる。

「どんな話どんな話？」

　興きよう味み津しん々しん問うメイに、マルセイは、娘むすめを見やる父親のようなまなざしで、

「そうですね……

　では、私が聞いた半人半魚の話を。

　空に月が五つ並んだ夜、一人の漁師が、灯ともし火び漁りように出かけたそうです。

　灯火漁というのは──」

　彼の語りを遮さえぎって。

　こんこんっ。

「導父マスターマルセイ」

　ノックとドアの開く音、呼びかけはほとんど同時だった。

　こちらの応こたえも待たずに扉とびらを開き、立っていたのは別の導父マスター。見覚えはあったが、シンたちは、正せい式しきに紹しよう介かいもしてもらっていない。

「どうしました」

　席を立ち、歩み寄るマルセイに、その導父マスターは耳打ちをした。

「──それは……

　行きましょう」

　言ってマルセイは、導父マスターに連れ立ち、部屋を出ようとして──

　ふと思い出したように戸口で立ち止まり、シンたちの方をふり向くと、

「──よかったらいらっしゃいませんか。珍めずらしいものが見られますよ」

　──？──

　四人は顔を見合わせて──誰からともなく席を立ち、マルセイたちのあとに続く。やがて一行は甲かん板ぱんを出て──

　絶ぜつ句くした。

　海が、明るい。

　水平線で切り分けられた世界。雲もない空にはすでに四つの月がある。

　しかし海にある光は、月と星との照り返しだけではなかった。

　かがやいている。

　海の深い部分が。

　かがやきははるか水底にあり、なおかつ、こちらへと近づきつつあった。

　巨おおきい。とてつもなく。

「……なんだ……ありゃ……？」

　シンがつぶやく。

　それのいる深さはわからないが──少なくとも、この船などよりはよっぽど巨きよ大だいなものだろう。それくらいは、わかる。

「──聞いたことがあります──」

　レゼルドが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　船の速そく度どが落ちて来たことに気づく者は、いない。

「けれども──こんな──」

　光は船の下を通り──

「……あ。浮ういて来る」

　メイののんきなつぶやきに、しかしその他の全員は、船ふな縁べりの手すりに摑つかまったまま、動くことすら忘れていた。

　畏い怖ふにか。あるいは恍こう惚こつにか。

　光が。

　水面に湧わき出した。

　彼らの乗る船の真下から。

「……これが……！」

　マルセイがつぶやく。

　まっ黒だった海の奥おくからその面おもてへと、無む数すうの小さな光のうねりが湧き出して来る。

　それが一体何なのか──さすがにこの距きよ離りなら、シンにもわかった。

　無数の、かがやく呪じゆ紋もん。

「月げつ滴てき魚ぎよ……」

　導父マスターの声は、かすかなふるえを帯おびていた。

　シンも、それの話を聞いたことくらいはあった。

　海を征ゆく、かがやく呪紋の集合体。実じつ体たいを持たず、波すら立てず。遠くからその姿を見ると、流りゆう線せん型けいをした巨大な輝かがやく魚のように見え、ゆえについた名が月滴魚。

　しかし魚と呼んでしまうには、あるいはそれは、あまりにも桁けた違ちがいの存そん在ざいなのかもしれない。

　その正体は判はん然ぜんとはせず、実は小さな小さな魚が本体で、自分のまわりに呪紋で小さな世界をつくり上げながら海を移い動どうしているのだとも、このクロスカディアが抱かかえるひずみが呪紋となって吹ふき出すのだとも言われている。

　わかっているのは、それがとりあえず、おおむね無む害がいだということのみ。

　一行は、ただただその光の奔ほん流りゆうに見入っていた──




　だが──彼らは気づいていない。

　まっ黒な海の中、生まれた光の巨体。

　その上に在ある自分たちの船が、上空から見ると、不ふ自し然ぜんな黒い点になることに。




「月滴魚──」

「噂うわさに聞いたことはありますが、はじめて見ました」

　つぶやきにも似た会話は、夜の高みで交かわされていた。

　五つの翼つばさは闇やみに紛まぎれ、海上からではおそらく見えまい。

　それは、メイを追い来たディーヴァたち。

　実を言うと──彼らは数日前、すでに相手の動きを摑つかんでいた。

　列車襲しゆう撃げきの時に一いつ旦たん見失い、しかしそう経たたぬうちに、ターゲットたち全員の姿が消えていることがわかった。

　そこで、襲撃現げん場ばから、歩いて行ける範はん囲いの村や町を探し、ヒュームに姿を変えたセゼノールが聞き込みを開始。やがてそれらしき一行の話は聞けた。

　これにはやや日数を要ようしたが──そこまでわかれば、翼持つ彼らが、一旦開いた距きよ離りを詰つめるのはたやすい。

　とはいえ。

　彼らが追いつける状じよう態たいになった時、ターゲットたちはすでに、ヒュームの大きな街に入ってしまっていた。

　ここで仕し掛かけるのは、おせじにも賢かしこいやりかたとは言えない。

　こちらは一人を欠き、五人。ターゲットたちは、表に出てこない協力者がいるとするならば、五人以上。

　数の上では互ご角かくかそれ以下。しかも場所はヒュームの街の中。前にセゼノールが仕掛けた街のように、戦車チヤリオツトやら何やらと、ややこしいものが出てくる危き険けんもある。

　ヒュームに姿を変えて暗あん殺さつを狙ねらおうにも、ターゲットは、その変身を見み破やぶる能力を持っている可か能のう性せいが高い。

　そこで彼らが計画したのは、海上での攻こう撃げきだった。

　海の上でなら、まともに戦う必要はない。船さえ沈しずめてしまえばいいのだ。そのあとは、水面から頭を出した奴やつを丹たん念ねんに潰つぶしてゆけば、確かく実じつにカタがつく。

　ところが──計算外の事じ態たいが起きた。

　ヒュームの街の祭り当日。彼らはターゲットを見失ってしまったのだ。

　距離を取っての監かん視しだったこと。そして何よりも、祭りの人出が彼らの予想をはるかに越こえていたことのせいだった。

　彼らディーヴァに比べて、ヒュームの数が多いということは知っていたのだが、まさか何かの祭りだというだけで、あんなにうじゃうじゃ出てくるとは。

　今朝になって、ターゲットたちが宿に戻もどらぬことを知り、陸りく路ろ、海上を探したのだが、なかなかに当たりがない。

　──相手が船を使うならば、北へ向かうものを探せばいい。上空からなら、何もない海上で船を一いつ隻せき見つけることなど、さしたる苦労もないことだ。

　彼らはそうたかをくくっていた。

　だが実じつ際さいにやってみると、きらめく波が太陽を照てり返し、目を眩くらませる。

　結けつ局きよくわかったのは、陸りく路ろで移い動どうした気け配はいがないということくらい。

　ならばやはり海かい路ろだと、適てき当とうなところを飛び回るうちに陽ひも沈み──半なかばあきらめかけていた時に、それが来た。

　海中にかがやく巨きよ大だいな流線型。月げつ滴てき魚ぎよ、と呼よばれる正体不明のもの。

　光を放つその一角に、黒い点を発見したのは指揮長エルダーソルディマだった。

　一隻の中型船。それが黒点の正体だった。

　漁船ではない。だとすれば、あれにターゲットたちが乗っている可能性は高かった。

「襲しゆう撃げきは、深しん夜やに？」

「──そうですね──」

　セゼノールに問われて、ソルディマはしばし思し案あんする。

　相手が完全に寝ね込こんだ時なら、確かに、仕し留とめるには安全かつ確かく実じつである。

　だがあの船に、本当にターゲットが乗っているという保ほ証しようはない。

　戦いの中、ターゲットが姿を現あらわせばそれでいい。

　だが逆ぎやくに顔を見せなかった場合、眠っていて船もろとも沈んだのか、それとも乗っていなかったのか、判はん断だんできなくなる。

　今のうちにターゲットの姿が確かく認にんできればいいのだが、そこまで近づけば、こちらのことも当然気け取どられるだろう。

　ならいっそ──

　セゼノールを、部下たちを、ぐるりと見回し、彼は言う。

「今、仕し掛かけましょう」

　全員がうなずいた。

「中空から接せつ近きんします。目め安やすは、目もく標ひようの船と同じ高さ。低く飛びすぎると月滴魚の、高く飛ぶと月や星の光を遮さえぎり、早めに発見されるおそれが出てきます。

　……発見されたからといって、向こうに決定的な対たい抗こう策さくがあるとは思えませんが、反はん撃げきの機き会かいなどというものは、与あたえないに越こしたことはありません。

　ある程度近づいて、私が合あい図ずを送った時点で散さん開かい。船を取り囲み、攻こう撃げき開始です。

　注意は二つ。まず近寄りすぎないこと。列車襲撃の時の二の舞まいはごめんでしょう？」

　彼らはそれで、仲間を一人失っている。返へん事じは待つまでもない。

「もう一つ。最終的には船を沈しずめることになりますが、その前に、ターゲットの姿を確かく認にんしておく必要があります。最初からやりすぎないように。まずは脅おどしと軽い攻撃です。

　質しつ問もんは？」

「ターゲットたちが確認できなかった場合は？」

　上がった問いに、ソルディマは淡たん々たんと、

「追いつめてなお、ターゲットたちが姿を見せなかった場合、乗っていないという可能性が高くなります。

　とはいえ、身を隠かくしている可能性もある以上、見み逃のがす義ぎ理りもありません。

　早そう急きゆうに船を沈め、次を探します。

　他ほかには？」

　今度は誰も口を開かない。

　ソルディマは小さくうなずいて、

「では、現げん在ざいより作戦を開始します」

　宣せん言げんして翼つばさで大気を打つ。

　五つの影かげは、光の中に浮うかぶ船せん影えいに向かって夜を滑すべりゆく──




　声が、聞こえた。

　シンは船ふな縁べりに立ち、月滴魚と呼ばれるそれに見入っていた。左隣どなりにはメイがいて、やはり水みな面もを眺ながめているのだが──

　彼の耳に届いたのは、そのメイの声だった。

　見ればメイは、湧わき出る光をじっと見つめたまま、何かを小さくつぶやいていた。蒼あおい瞳ひとみに、光が映っては流れてゆく。

　様子がおかしい。いや、もともとメイの様子はいつもおかしいが、それと比くらべてもやはりおかしい。

「おい」

　声をかけてみるが、反はん応のうはない。

「おい、メイ」

　名を呼んでもやはり同じこと。湧き出す光が少女の面おもてを下から照らし、どこか不ぶ気き味みですらあった。

　三度呼びかけようとしたその時。メイが動いた。

　視し線せんは変えぬまま、左手だけを、ゆぅらっ、と上げて──

　くガゥン！

　かざしたその手の延えん長ちよう上で。昏くらい海上からいきなり飛び来た炎ほのおが、船に届くことなく、オレンジ色の飛ひ沫まつとなって砕くだけ散ちる。

「な──!?」

「なんだっ？」

　導父マスターたちが声を上げた。慌あわてて視線を巡めぐらせ──硬こう直ちよくする。

　探す気になれば、夜の中とて、それらはあっさり見つけることができた。

　さほど離はなれてもいない海上。船をとり囲むように、影たちは宙ちゆうに浮いていた。

　夜がゆえ、細さい部ぶを見て取ることはできないが──

「……ディ……ディーヴァ……!?」

　導父マスターマルセイは愕がく然ぜんとつぶやいた。

　どうやら彼らの耳にも、南の街まち──バージェスで起きた事件のことは届いていたようである。

　誰かの悲ひ鳴めいが上がった。それを機きに。

「……え？　あれ？」

　ぴくんっ、と小さく身をふるわせて、メイが息を吐はく。我われに返ってきょときょととあたりを見回し、

「ひょっとしてこれって……まずい？」

「当たり前だろ！」

　シンがわめく。

「……覚かく悟ごはしていましたが……来ましたか……」

　つぶやくレゼルドの声にも苦く渋じゆうの色。

　シンやレゼルドも予よ想そうはしていた。次にディーヴァたちの襲しゆう撃げきがあるなら、おそらく海の上でだろう、と。

　だが予想はできても、手のうちようがなかったのだ。

　シンとラフラ・リフラが、こういう状じよう況きようで役に立たなくなることは、列車の時に証しよう明めい済みである。なんとか攻こう撃げき用、防ぼう御ぎよ用の呪環キヤストリングを調ちよう達たつしたいところだったのだが──むろんそんなものが易やす々やすと手に入るわけもなく。

　せいぜいがこうやって、定てい期き便びんが出ているのとは別の港から行く、という程度のフェイントをかけるくらいしかなかったのだが……

「──見つけた──」

　メイを目にしたディーヴァの声が、夜の海に渡わたる。

　途と端たん。

　ぅごうっ！

　彼らの雄叫おたけびとともに、攻撃型の律崩術クランブルが、船に向かって一いつ斉せいに解とき放たれた！

　レゼルドが律崩術クランブルの盾たてを展開し、うち一発をなんとか止める。しかししょせんは焼け石に水。残りはあるいは船上に、あるいは船腹に突つき刺ささり、炎ほのおと破は壊かいを撒まき散らす。

　拍ひよう子しに船が大きく揺ゆれた。

「うっわ？」

　メイは数歩たたらを踏ふむと、ふところから呪環キヤストリングを取り出して、あわてて左手首に嵌はめる。

　……？……

　それを目にして、シンはふと疑ぎ問もんを抱いだいた。

　さきほどディーヴァの火か球きゆうをはじいた時、メイは呪環キヤストリングをつけてはいなかった。普段のメイなら、呪環キヤストリングなしにそんな真似まねができるはずはないのだが……

　しかし今は、思い悩なやんでいる場合ではない。ディーヴァの二度目、三度目の攻撃が、たて続けに船を襲おそう。

　どうやらメイを直ちよく接せつ狙ねらうのではなく、まずは船を沈しずめるつもりのようである。レゼルドが、メイが、なんとか防戦しようとしているが、向こうが五でこちらが二では、どうにも手が追いつかない。

「何なんだどういうことなんだ!?」

　揺れる船の上、導父マスターマルセイが、そばにいたシンに向かって食ってかかる。パニックを起こしかけているらしく、口く調ちようがいつもと変わっていた。

　まあ、レゼルドに詰つめ寄って足を引っ張ぱる、などという馬ば鹿かをやらかさない程度の理り性せいは残っているようだが。

　無む論ろんシンには、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する余よ裕ゆうも義ぎ理りもない。

「知らねえ！　けど今はなんとかするのが先だろ！　武器とかないのか！」

「あるかっ！　友好使し節せつ船せんだぞ！」

　返ってきたのは至し極ごくもっともな答えだった。

「じゃあとにかく武器のかわりになりそうなもの持ってきてくれ！　この際さいメシ食うナイフとかでもかまわねえ！」

「わ！　わかった！」

　言葉を残し、マルセイが船内へと向かう。シンの言葉を真まに受けて、本当に食事のナイフとかを持って来そうないきおいだったが──

　事じ態たいは、むろんマルセイを待ってなどくれなかった。

　がぐんっ！　と大きく船が揺れ──

「あぐっ！」

　小さな呻うめきが響ひびいた。

　今ので足を滑すべらしたメイが、船ふな縁べりの手すりに身をうちつけ、半ば船外に身を乗り出したのだ。

　危あやうく落ちかけたところを、ラフラ・リフラが横から服の裾すそを引き、なんとかおしとどめはしたものの──

　メイの正面にいたディーヴァは、その一いつ瞬しゆんを見み逃のがさなかった。

　船腹に向かって放とうとしていた攻こう撃げき型がた律崩術クランブルの狙いを、メイの方へと切り替かえ、解とき放つ。

　気づいたメイが体たい勢せいをたてなおそうと手すりを摑つかみ──その手が水でずるりと滑すべる。

　すべては──一瞬のことだった。

　一体何を考えていたのか。

　自分でも判はん然ぜんとしないまま。

　気がつくとシンは、メイのそばに駆かけ寄ると──飛び来た律崩術クランブルを右手で払はらっていた。

　妙みような音がした。

　腕うでに、衝しよう撃げき。

　駆け寄った速そく度どを殺せず、そのまま半身が手すりを越こえる。

　身をねじった拍ひよう子しに、メイとラフラ・リフラが見える。こちらに目をやり、ひどく驚おどろいた顔をしていた。あまりその表情が大げさで、思わず笑いそうにさえなる。

　右肘ひじから先が痺しびれたように、感覚がない。

　視界が、傾かたむく。

　自分が海に向かって落ちてゆくのがわかった。

　メイが見える。

　何かを叫さけびながら、ラフラ・リフラの手をふりほどき、手すりから身を乗り出し──

　衝撃と。

　なまあたたかい海の水とが、シンの視界と意い識しきを奪うばった。




　戦場に一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ちた。

　だが。

「続けなさい。船を」

　指揮長エルダーソルディマは、冷静に命令を下した。

　ヒュームの剣けん士しがターゲットをかばい──正気の沙さ汰たとは思えないが──攻撃型の律崩術クランブルを素す手ででうち払った。

　そして当然のことながら。

　一撃は、ヒュームの右腕を粉ふん砕さいし、血と肉と骨の欠片かけらを夜空に散ちらした。

　片手を失ったヒュームはそのまま海に落ち──

　意外にも、ターゲットがそれを追うように海に飛び込んだのだ。

　海に落ちたターゲットより、すがるべき船ものを先に沈しずめておいた方が確かく実じつだろう。ソルディマはそう判はん断だんし、命令を下したのである。

　ディーヴァたちの律崩術クランブルが、またまた船体をうちつける。しかし一体どういうわけか、さきほどから、どうにも律崩術クランブルの破は壊かい力りよくが上がらない。

　ソルディマだけの話ではない。他の四人もどうやら同じ。

　船体に大おお穴あなを開けるはずの一撃は、子供のにぎりこぶしほどの穴しか穿うがつことができず、船は傾かたむきはじめてはいるものの、いまだしぶとく浮ういている。

　──もっとも、それも時間の問題だろうか。

　攻こう撃げきは、休むことなく続く。




　海水が──

　そして、月滴魚を構こう成せいする、光る呪じゆ紋もんの奔ほん流りゆうが身を包つつむ。

　思い出す。

　さまざまなことを。

　一枚一枚、薄うす皮かわを剝はいでゆくように。

　どうしてこんな簡単なことを、思い出せずにいたのだろう。──いや、理り由ゆうははっきりとわかっているのだが。

　戻もどってゆく。意い識しきが。記き憶おくが。肉体が。本来の姿に。

　だが感かん慨がいに浸ひたっている場合ではない。ともあれ今は、目の前のことを片づけるのが先だった。

　急ぐ必要はあるが、焦あせることも、おそれることもない。

　因いんと果が、すべての律りつは、今、この腕かいなの中にあるのだから。

　すぐそばには、意識と右腕うでとを失ったシンドレッド。

　意識しただけで、自分とシン、二人のまわりに呼こ吸きゆう可か能のうな空気が出しゆつ現げんした。

『月滴魚』を構こう成せいする呪紋の中からいくつかを選び、構成。海水を分子あるいは原子レベルで分ぶん解かい再さい構こう築ちくし、最さい適てきなタンパクやらミネラルやらをでっち上げ、シンの腕の再さい生せい作業にとりかかる。

　……海上が、どうにもうるさい。

　どうやらディーヴァたちは、しつこく船への攻撃を続けているようだった。

　あとあとの足がなくなると、面めん倒どうである。

『メイ』は、ディーヴァたちを視た。




　月滴魚の巨きよ体たいが大きくうねる。

　唐とう突とつに。

　セゼノールは言いようのない不安を覚えた。

　理由はない。根こん拠きよもない。ただ、恐きよう怖ふにすら近い不安。

　反はん射しや的てきに翼つばさをひろげ──

　次の瞬しゆん間かん。

　それは起こった。

　海面が、鎌首をもたげた。

　ゆるりっ、と一いつ斉せいに。何本も何本も。蛇へびのように。触しよく手しゆのように。

　一体何が起こったのか。ディーヴァたちが、それを理り解かいする前に。

　海水の蛇は海水の槍やりと化し、かれらに向かって襲おそいかかる！

　あわてて羽ばたき、セゼノールは全速力で後こう退たいする。いまや槍と化した数本の蛇が彼を追う。槍の方が速い。

　──なんだこれは──！

　胸の裡うちで絶ぜつ叫きようしながら、呪綴スペルを吐はき出し、律崩術クランブルの盾たてを展開する。虚こ空くうに生成された光こう鱗りんの盾。その向こう、視界のうちで、仲間のディーヴァが水の槍に貫つらぬかれるのが見えた。

　生み出した光の盾を、水の槍のうち一本がやすやすと貫き散らす。

　さらに後こう退たいしさらに盾を生み出す。たてがみがちりちりと逆さか立だつ。

　恐きよう怖ふに。

　──なんだこれは──！

　別のディーヴァが、攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルで水の槍を破は壊かいしようとするが、破壊できなかったのか、はたまた槍が再生したのか。果たせずその身を貫かれる。

　──一体何なんだこれは──！

　律崩術クランブルの盾を連れん鎖さ的てきに発生させながら。全力で後ろに飛びながら。セゼノールは胸のうちで絶叫した。

　視界の片かた隅すみに、ソルディマの瑠る璃りの鎧よろいが、海に向かって落ちてゆくのが見えた。

　全ぜん滅めつ？　これだけの数のディーヴァが？　一瞬にして？

　かつてヒュームの街で。彼は二人の部下を失った。戦いの果てに。

　だがそれは、さまざまな要よう素そが重なり合ってのこと。決してディーヴァが弱いというわけではありえない。

　なのに今──

　一瞬で四人が倒たおされた。

　やったのは──たぶん、あのターゲット。セゼノールはそう直ちよつ感かんしていた。

　しかしこんな真似まねができるものとは、一体何なのだ？　これではまるで──

　水の槍が盾の律崩術クランブルを砕くだき、セゼノールに迫せまる。翼つばさに力を込めるが──間に合わない。

　ドンッ！

　にぶい衝しよう撃げきとともに。

　海水の槍は彼を貫いた。




「何……これ……」

　傾かたむきかけた船上で。

　ラフラ・リフラはかすれた声でつぶやいた。

　落ちたシンのあとを追い、メイが海に身を躍おどらせた。その姿をとらえようと、ラフラ・リフラが船上から水面を探していた時に──

　それは、起こった。

　海水が、鞭むちか触しよく手しゆのように伸のび、瞬しゆん時じにディーヴァたちをうち沈しずめたのだ。

　水の蛇へびはいまだ数本が海上に残り、うねうねと蠢うごめいているが、船に攻撃をしかけてくる様よう子すはない。

「……わかりません」

　レゼルドにしても、そう答えるしかなかった。

　おそらくこれは、メイがやったことなのだろう。

　以前彼は、メイの右腕うでがひととき変化し、強力な律崩術クランブルを操あやつったのを目にしたことがあった。

　だが今回のこれは、その時の力をも上回っている。

　ディーヴァを圧あつ倒とう──いや、歯し牙がにもかけぬ力。

　これではまるで──

　がちゃがぢゃちん！

　突とつ如じよ響ひびいた金属音に、レゼルドは反はん射しや的てきにそちらをふり向いた。

　そこには、船室から出てきた導父マスターマルセイ。なぜか足あし下もとには何本も何本も、食事用のフォークやらナイフやらが散らばっている。

「──おお──」

　その目は、海から伸びたものに注そそがれていた。

　彼はそのまま、ひざまずいて両手を組むと、月を仰あおいでふるえながら、祈いのりの言葉をつぶやいた。




　どうやら上は片づいたようである。

　シンの腕もほぼ再生が終わった。

　ひと息ついたところで、ふと、『メイ』の脳のう裏りに悪魔セイタンが囁ささやく。

　──今のうちに、部下三パワーアップ計画として右手の改かい造ぞうをする、とかいうのはどうだろーか？──

　呪環キヤストリングを刻きざむとか。いっそ見た目もハサミとか触手とか。そんな、かっこいい感じで。

　一瞬本気で考えたが──どう考えても死ぬほど怒おこられそうである。

　などといろいろ真しん剣けんに悩なやんでいると。

「……う……」

　シンが小さな呻うめきを漏もらした。

『メイ』の心しん臓ぞうが、ときんっ、とはね上がる。

　彼女は焦あせった。いたずらを見つけられた子供のように。

　もうすぐシンは意識を取り戻もどす。そして、自分メイの姿を見るだろう。この姿を恥はじる理由など何もないが、シンが驚おどろくことは確たしかである。

　驚いて──どう反はん応のうするか？

　いつもの調ちよう子しでやる気のないツッコミを入れてくれる程度なら、まあいい。しかしもし、おびえられたら？　疎うとましがられたら？

　気にする必要はない。ないはずだ。自分は悪人であることを選んだのだし、あんまり役に立たない部下その三に嫌きらわれたところで、どうということはない──はずだ。はずなのだが──

「く……」

　ふたたび呻いたシンの瞼まぶたが小さくふるえる。『メイ』はあわてて、無む意い味みに両手をばたばたさせる。

　自分がこのままでいた方が、圧あつ倒とう的てきに有ゆう利りだということはわかっている。わかってはいるのだが──

　シンの指先が小さくふるえ──

　──あぁもぅっ！

『メイ』は、『月滴魚』の呪じゆ紋もんを組み替かえ、『作業』を開始した。




　水の蛇へびは、突とつ如じよとして崩ほう壊かいした。

　鎌かま首くびをもたげていたそれらは虚こ空くうで形を失うと、潮しお水みずの雨となって海に降りそそぐ。

「……終わった……と……いうことなのでしょうか……」

　レゼルドのつぶやきに、答えを返すことのできる者など誰もいない。

「──メイは!?」

　我われに返り、ラフラ・リフラが、船ふな縁べりからあわてて下を覗のぞき込む。

　その時。

　ざブバっ！

　正面に、巨きよ大だいな何かが海の中から飛び出した。

　──!?──

　反はん射しや的てきに目をやるラフラ・リフラ。

　一つだけではない。三つ、四つ、五つ……と、船のまわりに数を増ましてゆく。それにつれて、あたりの空気が冷えてゆく。

「……氷山？」

　呆ぼう然ぜんとレゼルドがつぶやいた。

　そう。それらは、圧倒的な質しつ量りようを持った氷の塊かたまり。傾かたむいた船をとり巻くように、次々と浮うかび上がって来る。

　むろんこの時じ期き、こんなところに氷山はない。このあたたかさで氷ができるはずもない。

　誰か──あるいは何かが、海水を凍こおらせて氷山を生み出したのだ。

「──あそこ──！」

　最初、気づいたのは導父マスターマルセイだった。言われてレゼルドとラフラ・リフラが視線を向けると──

　最初に浮かんだ氷山の上に、横たわるシンの姿すがたがあった。




　やけに寒い。

　思って、ゆっくりと目を開く。

　見えたのは、夜空と月と星々と。

　一体何があったのか。思い出そうとして──

　とりあえず、やたら背中が冷たくて、シンはその場にぱりぱりと身を起おこし。

「……は？」

　そして、余よ計けいに混こん乱らんした。

　なぜ、自分は氷の上などにいる？

　たしか──ディーヴァがメイに攻こう撃げきして──とっさにカバーに入った……そこまでは覚えているのだが。

　見れば、離はなれて船は傾きかけ、あたりにディーヴァの影かげはなく、全身びしょ濡ぬれ。着ている服の右ソデが、なぜか途と中ちゆうからちぎれていた。

「……………………」

　なんとはなく自分の右手をしげしげと眺ながめ、わきわきと開いたり閉じたりしてみる。別に異い常じようはないのだが、なぜかかすかな違い和わ感かんがある。

　わからないことだらけだった。

　とりあえず、氷にはりつきかけていた、濡れたズボンをぱりぱりとはがし──

　──そういえば──

　ふと思い出し、視線を船の方へ向ける。船ふな縁べりに佇たたずみ、こちらに目をやるレゼルドとラフラ・リフラ。ひざまずき、祈いのりを捧ささげる導父マスターマルセイ。

　だがそこに、メイはいない。

　彼が意識を失う直前に見た映像は、自分を追って海に飛び込もうとしているメイ。

　あわててあたりを見回して──

　ざバァッ！

　すぐそばに、別の氷ひよう塊かいが浮うかび上がる。盛せい大だいな水しぶきが上がり──シンは一いつ瞬しゆんその奥おくに、何かを見たような気がした。

　ほどなくしぶきは氷を水みな面もを打つ雨となり──

「……結けつ構こう……冷たかったり……」

　おさまったそのあとに、氷の上に立っていたのは──全身びしょ濡れながら、いつもと変わらぬメイだった。

　さきほどは、別の何かに見えたような気がしたのだが……

「おう」

「おー」

　シンのあいさつとも呼べぬあいさつに、メイも片かた手てをひょこんっ、と上げてあいさつを返す。

「……どういうことだ？　こりゃ？」

　まともな答えが返ってくることなど期待せず、それでも一いち応おう聞いてみれば、少女はじまんげに胸を張はり、

「あたしがやった」

「……この、氷か？」

「そう」

　なんだかえらそうにうなずく。

　いつの間にか、浮かんだ氷山の群むれと船とを繫つなぐように、あたり一面を氷が覆おおいつくしていた。その下には、いまだかがやく呪じゆ紋もんを湧わき出し続ける月滴魚。

　まるで月滴魚そのものが、巨きよ大だいな氷の船にでもなったかのように。

　氷山の高い部分でも、傾かたむいた船のへりよりやや高い程てい度どだが、氷というのは水面に出ている部分より、沈しずんでいる部分の方がはるかに大きい。

　そう考えると、一体どれだけの量を氷と化したのか──

「──ディーヴァはどうなった？」

　唐とう突とつに思い出し、シンはあわててあたりに目をやる。しかしそれらしき影かげはどこにも見当たらない。

「それもやっつけた」

　と、こともなげにメイ。

「お前が？」

「うん」

「ほほぅ」

「うあ信じてない」

「いや、そういうわけでもないんだが……」

　言葉を濁にごし、頰ほおを搔かく。

　シンは、以前目にした、メイの異い常じような力を思い出す。もしまたあれと同じことが起きたとするなら、こういうことにもなるかもしれない、という気もした。

　……まあ、メイの顔を見ていると、全く実じつ感かんは湧わかないのだが。

　思い出したように、ぶるりっ、と震ふるえ、

「ともかく……船に戻もどるか」

「ん。寒いし」

　二人は、氷山と船とをつなぐ氷の上に飛び降りて、滑すべらぬように注意しながら、船の方へと歩いてゆく。

　昔、湖で氷遊びをしていたシンは割と平気だが、メイの方は、少し油ゆ断だんするとすぐ転びそうになる。

　あたたかかったはずの風は、氷山のせいで急きゆう激げきにその温おん度どを下げつつあった。吐はく息もだんだんと白みを帯おびて──正直、濡ぬれた服を着ているとかなり辛つらい。

　いろいろな事じ情じようは、いまだ船の上でぼーっとしているレゼルドかラフラ・リフラにでも聞けば、多少はわかるだろう。まずは船に戻って着き替がえ。話はそれからである。

「で……どうやったか、ってのは覚えてるのか」

「いやぜんぜん」

　期待もせずに問いかけたのに、返ってきたのは予よ想そう通りの答え。

　前の時もそうだった。どうやったのか、と聞いてみたら、知らない、忘れた、思い出せない。そんな答えが返って来た。

「とにかく、まずは服──」

　言葉半ばで──シンは、それに気づいていた。

　氷の冷気とは異ことなる冷気。潮のなまぐささとは異なるなまぐささ。

　どう呼べばいいのだろう。それは気配とか、においとしか言いようのないもの。

　とっさにシンは、メイを突つき飛ばしていた。

　背中をかすめて風が貫つらぬく。

　メイともどもに氷の上を滑りつつ、シンは右手をジャケットの内うちぶ懐ところに突つっ込んだ。

　指先に硬かたい感かん触しよく。今度はしっかり取り付けていたのがよかったのか、幸い律崩術剣クランブレードはそこにあった。

　握にぎりしめ、取り出しざまにふり向いた。滑る足あし下もとにあやうくバランスを崩くずしかけるが、それでもなんとかたてなおす。

　……昔の氷遊びが、まさかこんな形で役に立つとは思ってもいなかったが。

　後ろで、べち。と濡れた音。たぶんメイが倒たおれたのだろうが、ふり返り、確かめている場合ではなかった。

　正面に──ディーヴァがいた。

　金色のたてがみと二本の角。シンはその姿に見覚えがあった。

　かつてバージェスの街で、メイの命を狙ねらってしかけてきた、三人組のディーヴァのうち、唯ゆい一いつの生き残りである。

　そのディーヴァは今──傷ついていた。

　左の肩かたから血を流し、左の翼つばさもだらりと力なく垂たれている。何かが肩を貫かん通つうし、翼をへし折おったのだ。

　──メイの言葉を信じるならば、やったのは彼女だということになるが。

　決して浅くない傷を負い、肩で荒あらい息をつきながらなお──ディーヴァの瞳ひとみには闘とう志しの色が灯ともり、全身からは敵てき意いのにおいを漂ただよわせている。

　今しがたシンが背中に感じた風は、そのディーヴァが放った攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルだったのだろう。着ているジャケットの背が裂さけているのが、感かん触しよくでわかる。

　シンは悟さとった。会話や交こう渉しようの余よ地ちも──考え迷まよう時間もないことを。

　悟った瞬しゆん間かん、シンは氷を蹴けり、半ば靴くつ底ぞこで滑すべるようにディーヴァへと向かう！

　律崩術剣クランブレードの両りよう端はしを両手で握り、刻きざまれた螺ら旋せんの帯を指の先でなぞりつつ、刃やいばを発はつ動どうさせるキーワードをつぶやく。

　──ヴァータの極きよくテラーの極を螺旋に合わせ、ディーヴァを滅めつする光の刃となれ──

　握った金きん属ぞく筒とうの奥おくに生まれる、囁ささやきのような振しん動どう。シンはそのまま筒つつを真ん中から引き離はなす。

　左右に握った金属筒。

　それぞれに、短くはあるが、闇やみをおしのけかがやく光の刃が出しゆつ現げんしていた。




　戦う。

　セゼノールに残された選せん択たく肢しはそれだけしかなかった。

　間かん一いつ髪ぱつで致ち命めい傷しようは避さけたものの、翼は羽ばたけぬまでに傷ついた。

　陸おかは遠く、仲間たちはもはやいない。

　海の上で身をひそめていれば、今は助かるかもしれないが、やがて待つのは緩かん慢まんな死。

　それでも相手の船だけは沈しずめた、と思っていると、あたりに氷山が出現し、かたむいた船を氷で固こ定ていした。

　巨きよ大だいな氷ひよう塊かいそのものを、船のかわりにする気なのだろう。

　つまりこのままじっとしていれば、もれなく無む駄だ死じにというわけである。

　降こう伏ふく、という道はあった。仲間たちを倒たおした相手に、負けを認みとめて命乞ごいをするのである。ひょっとしたら命だけは助かるかもしれないが──

　冗じよう談だんではない。

　ならば残る道は、一つだけ。

　戦って、できればターゲットを倒す。たとえそれがかなわずとも、せめて取り巻きの一人くらいは──

　むろん仕し掛かければ、生きては帰れぬだろう。待つのはただの犬死にかもしれない。

　しかしそれでも、このまま溺おぼれて犬死にするよりはマシだろう。

　目立たぬ場所から氷山の上に這はい上がり、船から見えない場所に身を隠かくした。

　やがて視界に入って来たのは、ターゲットと、ヒュームの剣けん士し。

　──？──

　セゼノールは一瞬、眉まゆをひそめた。律崩術クランブルを受けて吹ふっ飛んだはずの、ヒュームの右手がちゃんとある。

　吹っ飛んだと見えたのは間ま違ちがいだったのだろうか？　それとも……いや。今はそんなことを考えている場合ではない。

　ターゲットとヒュームが歩み行くのを見、殺さつ気きを隠しつつ──

　……ひゅ……うぅぅぉぉぉおおおおおぉぉぉぉ……

　風の音にも似にた呪綴スペルを紡つむぐ。それほど破は壊かい力りよくがある律崩術クランブルではないが、不ふ意いをついて相手を仕し留とめる程度の威い力りよくはある。

　それをターゲットに向かって──放つ！

　だがその瞬しゆん間かん。

　ヒュームの剣士が動いた。ターゲットに体当たりをすると、二人揃そろって一いち撃げきをかわす。

　読まれた？　剣士ではなく、ターゲットに向けたかすかな殺気を？

　理り由ゆうはどうあれ、かわされたのは事じ実じつ。ヒュームの剣士はこちらに向きなおると、氷を蹴けり、光の短剣ダガーを抜ぬき放つ。

　視界の隅すみに、かたむいた船から氷の上へ、ドラグノとリワーダーが降り立つのが見えた。

　どうやら自分に残された時間は、さほど多くはないらしい。

　ならば──

　セゼノールは、ヒュームの剣士を真っ向から睨にらみつけた。




　ディーヴァが吠ほえた。

　シンの目にもはっきり見えるほど、かがやく呪環キヤストリングが虚こ空くうに出しゆつ現げんする。それが解き放たれるとともに。

「防ふせげ！　メイ！」

　言い放ち、シンはのけぞるように身を倒たおし、靴くつの裏うらで氷を滑すべる。

　ディーヴァの律崩術クランブルからシンが身をかわせば、一撃はその後ろ──メイに向かうことになる。だが彼女なら防げるはずだ。そう信じての行動である。

　のけぞったその鼻先を、破壊の力がかすめて過すぎた。

　滑って一気に間ま合あいを詰つめ、すれ違いざまディーヴァの足もとを薙なごうと狙ねらう。

　だがその寸すん前ぜん、ディーヴァは二刀のショートソードを抜くと同時に氷を蹴り、シンから距きよ離りを取り、吠えた。

　──何の律崩術クランブルが来る!?

　シンはそちらを警けい戒かいするが、攻こう撃げきらしい攻撃は来ず──かわりに、ディーヴァが手にした二本の剣けんに、白くかがやく光の呪じゆ帯たいがまとわりついた。

　シンは氷に尻しりをつき、がくんっ、と停とまる。

　視界の隅に、船から氷の上へと下りるレゼルドとラフラ・リフラの姿があった。

　レゼルドが、ディーヴァに向かって律崩術クランブルを放つ。羽はばたく力を失ったディーヴァに、滑る氷上での急きゆう制せい動どうはできないはずだった。

　が。

　ディーヴァは左手のショートソードを、足あし下もとの氷に深ふか々ぶかと突つき立てた。まるで泥どろにクイをうちこむかのように。

　氷が瞬時に蒸じよう気きと化す。

　さきほどの律崩術クランブルは、刃に熱を帯おびさせるためのものだったようである。

　そこを支し点てんに急制動。レゼルドの放った一いち撃げきは、ディーヴァの前をかすめて過ぎただけ。

　ディーヴァがふたたび氷を蹴ける。向かう先はむろん──メイ。

　たいていの律崩術クランブルなら、メイは防いでしまう。だが、剣の攻撃は？

　メイは逃にげようとしているようだが、もたもたと身を起こしかけてはバランスを崩くずして倒れ、またもたもたと──そんなことを繰くり返すばかり。

　ラフラ・リフラは、氷の上でまともに立つことすらもできないでいた。レゼルドは、動き回る自じ信しんはないのか、律崩術クランブルで援えん護ご射しや撃げきをしてくるが、やや距離があるせいか足場のせいか、あるいはその両方か、ともあれ牽けん制せい程てい度どの役にしか立たない。

　ディーヴァの足取りも決してしっかりとしたものではなかったが、それでも着ちやく実じつにメイの方へと向かっている。

　距離はディーヴァに味み方かたしていた。

　シンは氷を蹴り、ディーヴァの背に向かう。律崩術剣クランブレードの片方を口にくわえ、背中の裂さけた部分から、ジャケットを引きちぎり脱ぬぐ。

　普ふ通つうに追ったのでは、たぶんわずかにディーヴァに間に合わない。彼がディーヴァに追いつくのは、ディーヴァがメイに一刀を突つき立てた直後だろう。

　ならば。

　レゼルドが、ふたたびディーヴァに律崩術クランブルの攻撃を放つ。だが狙ねらいが甘あまい。ディーヴァが身をかわすまでもなく、一撃は空くうを切る。

　もうすぐディーヴァは、メイのもとへたどりつく。

　シンは──

　ジャケットを投げつけた。




　セゼノールは、気配を感じて肩かた越ごしに振ふり返り──鼻で笑った。

　ヒュームの剣けん士し。光る短剣ダガーの一方を片手に、一方を口に横ぐわえし、ちぎった布きれを投げ放って来る。

　へたな攻こう撃げきだ。

　どう見ても無む害がいな布きれ。そんなものを投げつけてどうする？

　ヤケか？　それともこちらが深ふか読よみしてそれをよけ、体たい勢せいを崩すのを狙っているのか？

　布きれそのものに何かの小こ細ざい工くはない。そんな暇ひまはなかったはずだ。

　そう読むと、セゼノールはかまわず前進を続けた。

　右脚あしに、濡ぬれた何かがからまる感かん触しよく。

　当然無む視しして進み──

　がぐんっ、と急に足を取られてつんのめり、氷の上へ倒たおれ込む。

「──な──!?」

　動どう揺ようの声とともに、セゼノールは自分の足を見た。

　足に半ばからみつき、半ばほどけた濡れた布きれ。そのほどけた端はしが、氷の上にはりついていた。

　──そういうことか──

　セゼノールは、己おのれ自身の迂う闊かつを呪のろった。

　気がつけば、あたりの温度はひどく下がっていたのだ。濡れた布地が、瞬しゆん時じに氷にはりつくほどに。

　ヒュームはこれを狙っていたのだ。いや、仮に身をかわしていたとしても、それでセゼノールが体勢を崩くずせば、ヒュームはそこに光る短剣を投げ放って来ただろう。

　つまりヒュームの剣士は、どちらでもよかったのだ。

　甘あまく見ていた。

　ヒュームが迫せまる。半ば氷を滑すべるように。両手に光る刃やいばを持って。セゼノールはそちらに目を向けて──

　ごぅン。

　セゼノールの背に炎ほのおがはじけた。

　のけぞり、肺はいの空気を吐はき出した瞬間。

　すれ違ちがいざま。

　ヒュームの手にした光る刃は、彼の腹を薙ないでいた。

　衝しよう撃げきはなく──

　そのかわり、さきほど背を灼やいた以上の熱が、腹に生まれた。

　奥おく歯ばを軋きしらせ、肩かた越ごしにふり向けば、ターゲットが、うつぶせたままの不自然な姿し勢せいで、こちらに向かって右手をつき出していた。その手首には攻こう撃げき用の呪環キヤストリング。

　セゼノールの注意が反対側のヒュームに向かった時を狙ねらって、炎の律崩術クランブルを放ったのだ。

　ターゲットのそばにはヒュームの剣けん士し。

　刃で薙がれた腹の痛みはじくじくとひろがりつつある。

　自分に残された力と時間はあとわずか。

　ならば最さい期ごに──

　悪あがきでもしてみるか。

　空を搔かき、セゼノールは吠ほえた。




　ディーヴァの眼前に、かがやく呪紋球スフイアが出しゆつ現げんした。

　それが何なのか、理り解かいしたのはレゼルドだけだった。かつて列車の車両を断たち切った、あれと同じ律崩術クランブルである。

　その発はつ動どうを防ぐべく、彼は律崩術クランブルをディーヴァに向かって解き放つ。しかし相手はよけようともせず、一撃はその肩を砕くだいた。
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　白い氷に血の赤がしぶく。

　同時に。

　呪紋球スフイアはほどけほぐれると、幾いく本ほんもの呪帯リボンとなって、氷の上を這はい走る。

　次の瞬しゆん間かん。

　がッ。

　ディーヴァの立つ場所を中心に、氷山が──切れた。

　崩くずれはじめた氷の上で、メイが、シンがバランスを崩す。

　その様さまに、ディーヴァは口の端はしを笑えみの形に歪ゆがめると──崩れる氷とともに落ちてゆく。

　海へと。

　シンとメイのいる、さして大きくもない塊かたまりは、ゆっくりと傾かたむき──

　レゼルドは急いで律崩術クランブルを組み上げる。口くち笛ぶえにも似た呪綴スペルに応こたえ、右手の先から、光の呪帯リボンが出現した。

　光の帯は意い志しあるもののように伸のび、途と中ちゆうでほぼ直ちよつ角かくに折おれると、氷の切れ目から海の中へと潜もぐり込み──

　シンとメイ。二人の乗る氷ひよう塊かいの傾きが止まった。

　レゼルドの呪帯リボンは海面に突つき立つと同時に、水の分子運動を強制的に停てい止しさせて氷を生み、切せつ断だんされた部分を再び氷で接せつ着ちやくしたのだ。

　戦いは──終わった。

　レゼルドはあたりのにおいを探さぐってみるが、もはや、どこかにディーヴァがいる様よう子すはない。

「──大だい丈じよう夫ぶですか？」

　シンたちに呼びかける。

「……悪い。ちょっと助けてくれ」

　傾いたままの氷に膝ひざをつき、言うシンの声は震ふるえていた。

「どうしました!?」

「……服が氷にはりついて……スゲェ寒い」

　シンのそばでは、メイが氷にはりついたまま、無む言ごんでぷるぷる震ふるえまくっていた。




　ぷしっ。

　船に戻もどり、服を着き替がえて毛もう布ふをかぶり。ようやく少し落ち着いて。

　メイは小さなくしゃみをした。

　船内にある小さな食堂。そこにいるのはシンたちと導父マスターマルセイの五人だけ。

　しかし、ドアを隔へだてた外では、他の導父マスターたちが気け配はいを消そうともせずに、露ろ骨こつに聞き耳を立てている。

　マルセイは無言でシンたち四人に、木の椀わんに入った熱いコーンポタージュを渡わたす。

　四人が礼れいを言い、ひと口すすってひと息ついて──

「ところで……シンドレッド──その右手……どうしたんですか？」

　おずおずとレゼルドが問いかける。

「どう、って──」

　シンは右手を裏表、目の前にかざし、

「どうにもなってねえけど」

「なってないから聞いてるんですよ」

「意味、わかんねえぞ」

「ですから。

　あなたがメイさんをかばって、ディーヴァの律崩術クランブルを払はらった時──」

「あー。あれなら」

　レゼルドが一いつ瞬しゆん言いよどみ──そこに、メイがスープをすすりつつ、

「あたしがなおした」

「………………………………」

「さすが、メイ」

　さらりと言うのに、レゼルドが沈ちん黙もくし、ラフラ・リフラが素す直なおに感心する。

「なんだ？　なおした？　何の話だ？」

　一人わけがわからず、シンが問う。

　ラフラ・リフラが顔を向け、

「シンドレッド、右手、取れてた」

「取れるかそんなもん」

「取れてましたよ」

　いつもの意い味み不ふ明めいなボケと決めつけ、言うシンに、レゼルドが真顔で言葉を重かさねる。

「正せい確かくに言うと、ディーヴァの律崩術クランブルを受けて、完かん全ぜんに破は壊かいされてました」

「はぁ!?」

　シンはおおげさに眉まゆをひそめ、

「見み間ま違ちがいだろ？　第一それなら、なんでこうしてちゃんと手があるんだよ？」

「だから、あたしがなおした」

「あのなぁ」

　なおも言うメイの頭を、その右手で、ぽんっ、ぽんっ、と軽く叩たたきながら、

「そんなこと──」

　──できるわけねえだろ──

　口にしかけた言葉が喉のどの奥おくで凍こおる。

　そういえば。

　前にメイは、彼女自身がディーヴァから受けた深い傷を、瞬しゆん時じに治したことがあった。

　自分の傷が治せるのなら、他人の傷だって治せるかもしれない。そんなふうに思ってしまったのである。

「……本当か？」

「うん」

「どうやって？」

「おぼえてないし」

「……そうか……」

「お礼は？」

　なんだか期待のまなざしを向けるメイをしばし見やり──

「お前、街で暮らしてた時の、俺が出した食しよく費ひとかの礼、する気あるのか？」

「いやぜんぜん。

　……あ」

「じゃあそういうことだ」

　言ってシンはスープをすすり──

「そちらのお話が済んだのなら、こちらからもお聞きしたいのですが──」

　尋たずねたマルセイの声には、怒いかりとおびえが等とう分ぶんに混まじっていた。

「それで？　これは一体どういうことですか？」

「どういうこと、とは？」

　レゼルドがとぼける。

「ですから──！

　……あなたがたぶんドラグノだろう、ということは、なんとなく察さつしていました。

　あきらかにヒュームではありませんし、高等な律崩術クランブルの中には、姿を変えるものもあると聞いたこともありましたし、北の大陸ノーザンガイアに向かおうとしていましたから。

　あなたが別に何者であろうと、それをどうこう言うつもりはありません。

　他の方々の素す性じようも、別に知りたいとは思いません。

　けれど……

　ディーヴァの群むれが、あなたたちを襲おそったことは確たしかです。

　一体、どういうことですか？」

　レゼルドはカップの中身をひと口すする。

　その態たい度どを、無む視しされたと解かい釈しやくしたか、導父マスターマルセイは声を荒あららげ、

「月滴魚！　ディーヴァ！　正体不明な水の蛇へびに氷山に！　しかも今も、この船を閉とざした氷の下には月滴魚がはりついて、どんどん北に向かっています！

　何がどうなっているんですか!?

　これからどうなってしまうんですか!?

　それくらいの説明はあってもいいでしょう！」

「──僕の名は──」

　レゼルドが口を開く。

「レゼルド＝ギノス＝レジザノール。お察さつしの通りドラグノの者です」

「名前など……」

「ご存ぞんじでしょう」

　マルセイの言葉を遮さえぎり、彼は続ける。

「友好使し節せつのメンバーに選ばれたあなたなら。

　ドラグノは自分自身の鱗うろこと翼つばさに誇ほこりを持ち、そのミドルネームが、鱗と翼の色を表しているのだと」

「それくらいは知って……

　…………ギノス？」

　マルセイの顔にとまどいの色。

「なんか、特とく別べつな意味でもあるのか？」

「ドラグノの、支し配はい階かい級きゆうの名ですよ」

　シンはレゼルドに聞いたつもりだったが、返したのはマルセイだった。

「正せい確かくには、金の鱗に金の翼、という意い味みです」

　苦く笑しようしてレゼルドが言う。

「僕たちドラグノには、ヒュームと違ちがって、世せ襲しゆう制せい、というものがありません。

　鱗と翼の色の組み合わせは、明めい確かくに個人の特とく性せいと一いつ致ちしているんですが……親と子とで、鱗や翼の色が全然違うことも珍めずらしくありませんから。

　そういうわけで、町などのまとめ役や政治関係者に、金きん鱗りん金きん翼よく……ギノスのミドルネームを持つ者が自然と多くなる、ということなんです。

　僕も将しよう来らいそういう方向に進むという前ぜん提ていで、見聞をひろめるために、変身律崩術メタモクランブルでこの姿になり、南の大陸サウザンガイア──ヒュームの街に留りゆう学がくしていた、というわけです」

「つまり、生まれた時から将来が大体決まってるってわけか？

　なんか……便べん利りなような不自由なような……」

　シンの正直なつぶやきに、レゼルドは気を悪くもせず笑いながら、

「どんな社会でも、便利なところと不自由なところはありますよ。ヒュームの社会でよく見かける世襲制にしてもそうですし。

　それに僕たちにしても、絶ぜつ対たいこうでなければならない、というのではなく、大まかな特とく性せいがわかる、というところですから。

　……話がそれましたが……」

　と、マルセイの方を向き、

「僕がこれから話すことは、金鱗金翼ギノスの名と誇りに賭かけて真実である、と認にん識しきしていただきたいわけです。

　……確たしかにおっしゃる通り、僕たちは、ディーヴァたちに狙ねらわれています。

　けれど本当に、狙われる理由はわからないんですよ。

　ともあれ北の大陸ノーザンガイアなら、ディーヴァたちも迂う闊かつに手出しはできないはず。そこで僕たちはそちらに向かっている、というわけです。

　黙だまっていたのは申もうし訳わけありませんでしたが」

「『申し訳ありません』じゃありませんよ！

　そういうことならそうと最初から……」

「言えば船には乗せてもらえなかった──ですよね？」

「……………………っ！

　……と……とにかく、一いつ旦たん……」

　何やら言いかけて、しかしマルセイは不ふ機き嫌げんに沈ちん黙もくした。

　たぶん、港に引き返すから降りろ、とでも言いたかったのだろう。

　だが今は、それもできない相そう談だんだった。

　この船は本来、律崩術クランブルを動力として、船底のスクリューで水を搔かいて進むようにできている。だが今はスクリューもろとも氷に閉とざされ、進しん路ろははりついた月滴魚の思うまま。

　むろんマルセイが月滴魚に転てん進しんを頼たのんだところで、聞いてくれるはずもない。

「しかし……あなたたち四人全員が狙われている、というわけでもないのでしょう？　ディーヴァの本当の狙いがどなたなのか……」

「それは申し上げられません」

　導父マスターの言葉を遮さえぎり、レゼルドは言った。

「それを口にしてしまうと、あなたや、ドアの外にいらっしゃる方々のどなたかに、聖せい職しよく者しやとしてふさわしくない感情を抱いだかせてしまうことになるかもしれませんから」

「………………………………」

　再び沈黙するマルセイに、レゼルドは微笑ほほえんで、

「いずれにしろ、僕たちはこの船に必ひつ要ようなはずです。

　時とともに氷は少しずつ溶とけてゆきますが、そうなると、穴の開いたこの船は沈しずむことになるでしょう。

　ならば船の修しゆう理りが終わるか、どこか陸地にたどり着くまで、律崩術クランブルを使って氷を維い持じしていかなくてはなりません。

　僕にはそれができますが、他に同じことができる方はいらっしゃいますか？」

「………………………………」

　返ってきたのは否ひ定ていの沈黙。

「──月滴魚や他のいろいろなことに関しては、僕にもわからないのですが……

　ともあれ、もうディーヴァたちの襲しゆう撃げきがないことだけは保ほ証しようしますよ」

「……だといいのですけどね……」

　導父マスターマルセイの口く調ちようには、多た分ぶんに嫌いや味みの響ひびきが混まじっていた。




　空に月が見える。

　この大地、クロスカディアを巡めぐる五つの月。

　セゼノールは気がついた。

　自分がまだ生きていることに。

　もう長くは保もたないことに。

　寒さも熱さももう感じない。痛みすら。

　しかし──ここはどこだ？　自分はなぜ空を見上げている？

「しっかりしてください」

　呼びかけられて、瞳ひとみだけを動かし視し線せんを移うつす。そこには見知ったディーヴァの顔。

「……指揮長エルダー」

　細い息をつきながら、彼はつぶやいた。

　指揮長エルダーソルディマ。瑠る璃りの鎧よろいを纏まとうディーヴァ。

　天を埋うめるのは、一面の星空。二人は小さな氷ひよう塊かいに乗り、暗い海に浮うかんでいた。ターゲットたちを乗せた氷と月滴魚は、もはやはるか遠くの海。

「生きて……いたか……」

「あれに襲おそわれた時──」

　ソルディマが言う。

「かわしきれない、と判はん断だんして、翼つばさを畳たたみ、海に落ちました。

　賭かけでしたが──海の中までは追ってはきませんでしたよ」

「……なるほど……な……」

　ともすれば朦もう朧ろうとする意識の中で、セゼノールはつぶやいた。

「……我われ々われは……何と戦わされている……？」

　月滴魚の噂うわさは聞いたことがあった。だが──あんな現げん象しようは、見たことも、聞いたこともない。

　ならばあれは──月滴魚がやったのではない。その中に落ちたターゲットがやったことなのだ。

　──我らディーヴァこそ最も優すぐれたものたち。トカゲやサルやケモノなどどうということはない──

　多かれ少なかれ、彼らディーヴァにはそういった意識がある。

　確たしかにディーヴァは強い。しかし決して無む敵てきでもない。そうセゼノールは知っている。

　ヒュームの街で、かつて彼が敗やぶれたのは、その、トカゲやサルやケモノたちに、なのだから。

　しかしあれは──そのいずれをもはるかに上回っていた。普ふ段だんはヒュームの女のふりをしていながら、圧あつ倒とう的てきな力をふるうもの。

「……わかりません」

　ソルディマの声が遠く聞こえる。

「できるのは、想そう像ぞうすることだけです。

　私たちの知りうる中に、あんなものはいないのですから。

　不ふ敬けいではありますし、実じつ際さいに知っているわけでもありませんが、私たちの王ですら、あれほどの力をお持ちかどうか……

　──五十年前──

　私たちの王がはじめた……は、王城の消しよう滅めつ……しました……しもターゲット……同……」

　次し第だいに遠のくソルディマの声を聞きながら。

　セゼノールの意識は、深い、深い場所へと沈しずんでいった──




　空と海との間にあって。

　ソルディマは、小さなため息をそっとつき、自らの仮か説せつを結けつ論ろんづけた。

「もしもそうならば──

　私たちの王があれを恐おそれるのは当とう然ぜんです──」

　もはや動かなくなったセゼノールに、その言葉が届とどかぬことはわかっていた。

　いや。それは、わかっていたからこそ口にできた言葉だった。

　空には丸い月がある。




　日が昇のぼり、日が沈む。

　見えるのはただ、海と空。

　……あと氷。

　シンたちの乗る船──というか氷山をのせた月滴魚は、海を北上し続けていた。

　ディーヴァの襲しゆう撃げきから三日。航こう海かいはおおむね、順じゆん調ちようと言えなくもなかった。

　とはいえ、問題がなくなったわけではない。

　とりあえず北に向かっているのは確かなようだが、では北の大陸ノーザンガイアのどのあたりに向かっているのか、いつ目的地に着くのかもわからない。

[image: ]

　無む論ろんこの船にも航こう海かい士しの技ぎ能のうを持つ導父マスターは乗っているのだが、ディーヴァに襲しゆう撃げきされた時のショックで寝ね込こんでしまっていた。そのせいで、今この船がどこにいるのかもはっきりしない。

　なおかつあたりを覆おおう氷のせいで、ひたすらに寒い。とはいえレゼルドが言っていたように、氷が溶とければ船が浸しん水すいする。仕し方かたなく、レゼルドが日々律崩術クランブルで氷を維い持じし、その間に導父マスターたちが船の修しゆう理りをすすめていた。

　……まあ、ロクな資し材ざいも道具もない状じよう態たいで、ここまでボロボロになった船を、シロウトがどこまで修しゆう復ふくできるのか……あまり期待は持てないが。

　シンも修理に手を貸かそうと申し出たのだが、それはつっけんどんに拒きよ否ひされた。

　導父マスターたちのストレスや、シンたちに対する反はん感かんも、問題の一つと言えるだろう。

　いつ北の大陸むこうに着くかもわからない。それまで水や食料はもつのか。いや、そもそも本当にディーヴァたちの襲撃はもうないのか。こんな状じよう態たいがあと何日か続けば、そのストレスはいずれどこかで噴ふき出すことになるかもしれない。

　が。

「おうあ。」

　つるごち。

　そんな問題どこ吹ふく風で、当とう事じ者しやのメイはのんきに氷遊びをしていた。

　借かりたローブや毛布を幾いく重えにも重ねてもこもこに着込み、船ふな縁べりから氷の上へ降りると、一体何がしたいのか、歩いては滑すべって転び歩いては滑って転び。

　そこをあわててラフラ・リフラが抱だき起こし、

『ぅおうあ。』

　つるごち。

　二人揃そろってひっくり返る。

　最初は、のんきに遊ぶな、とツッコミを入れていたシンだったが、なら他ほかに何をすればいいのかと問い返されて沈ちん黙もくし──今は船縁からそんな二人を眺ながめていた。

　何かを手つだおうとしても、導父マスターたちに迷めい惑わく顔がおで拒否される以上、やることがないのも事じ実じつだった。

　レゼルドが律崩術クランブルで氷の補ほ修しゆうと維持をするのだけは止めないが、これに関しては、そんなことをやれる者が他にいないからに過ぎない。

　まあ人間というものは、一いつ旦たん相手が気に入らなくなると、やることなすこと気に入らなく見えてしまうものである。

　シンたちが手を貸かそうと言っても『何を今さら』。遊んでいたら遊んでいたで、『何を遊んでいるのか』といったまなざしを向けられるだろうし、かといってじっとしていたら、『何をぼーっとしているのか』などと導父マスターたちは思うのだろう。

　何をやっても悪あく印いん象しようならば、ひらきなおって、気にせずに遊んでみるのも悪くないのかもしれない。

　メイとラフラ・リフラの様子を眺めているのも、心がなごむと言えばなごむ。まるで仲のいい姉し妹まいを見るようで。

　──眺めてるだけならシンに危き害がいは及およばないし。

　メイはまたまたよろふら氷の上に立ち上がり、数歩歩いて滑って転び、何が楽しいのかはしゃいで笑う。

　──こうやって見ていると、本当にただの子供──しかも精せい神しん年ねん齢れいかなり低めにしか見えないのだが。

　しかし彼女は、普ふ通つうではない。

　ディーヴァたちが襲しゆう撃げきしてきた時、途と中ちゆうでシンは意識を失っていたが、あとでレゼルドに聞いた話によると、シンを追うようにメイが海に飛び込んで──

　そのあと、水みな面もが変化して、ディーヴァたちのほとんどを、瞬しゆん時じに一いつ掃そうしたという。

　なおかつ、ディーヴァの攻こう撃げきを受けて吹ふっ飛んだシンの右腕うでを再生した、とも当人は言っている。

　一体、彼女は何なのか。

　かつてはひとときその左腕が、白い獣じゆう毛もうに覆おおわれた異い形ぎようと化した。海からメイが上がった瞬間も、シンにはその姿が、別の何かに見えた気がするのだ。

　──何か──

　しかし、一体何だというのだ。

　複ふく数すうのディーヴァを瞬時に葬ほうむってのけるほどの力を持つものとは。

　それではまるで──

　一瞬脳のう裏りをよぎった馬ば鹿かな考えを、シンは自分でふりはらう。

　そんなものがいるはずがないのだ。

　けれどもし。

　はしゃぐ少女を眺ながめながら、シンは思う。

　もしも彼女の本当の姿を知ってしまったとしたら──それでも自分は、変わらずメイと接することができるだろうか──と。

　そのうちメイはへっぴり腰ごしで、それでもよたよた五、六歩を滑すべり歩くと、シンの方を向き、じまんげに、にかっ、と白い歯を見せ、笑うと、

「ほら、だいぶ滑──」

　つるごち。

　何をやっているんだか。

　思ったのが、どうやら顔に出たらしく、

「あ！　笑った！」

　身を起こし、メイはシンの方を指さして非ひ難なんする。

「ああ。笑った」

「うわ正直。

　ちょっと氷の上滑れると思ったら……」

「──みなさん！」

　その時。唐とう突とつに。

　氷上に響ひびいたのは、レゼルドの声だった。

　今もいつものように、氷の上を歩き回り、律崩術クランブルを使って氷の保ほ全ぜん作業をやっていたのだが──

　見れば彼は今、進行方向の氷山の上で、借りものの緑のローブを風になびかせて、佇たたずんでいた。

　ふり向きもせずに視線を遠くに向けたまま──

「──陸です！」

　沈ちん黙もくが落ち──

　最初に動いたのはシンだった。

　船ふな縁べりから氷の上へと飛び降りて、さしてバランスを崩くずしもせずに、氷の上を半なかば滑るように進みはじめる。

　後ろでごちぺたと結けつ構こう派は手でな音が立て続けに鳴る。メイやラフラ・リフラ、そしてレゼルドの声を聞いてやって来た導父マスターたちが、滑って転びまくっているのだろう。

　かまわずシンは、一番乗りでレゼルドのそばにたどり着くと、適てき当とうな場所から氷山によじ登る。

　かつてそこから見えたのは、空と海と、その境さかい目めだけだった。

　だが今。

　レゼルドとシン、二人の視線が向かう先、陽ひを受けてきらめきたゆたう海の果てには、藍あい色いろにかすむ影かげが横たわっていた。

「あれが──

　僕の生まれた大地です──」

　レゼルドの声が海風に沁しみ通る──




「お世せ話わになりました」

　レゼルドの礼の言葉に返ってきたのは、導父マスターマルセイの、

「──ああ」

　と、そっけないあいづちだけだった。

　氷山は午後になって、北の大陸ノーザンガイアにある海岸にめり込みながら乗り上げると、そこで動きを止めたのだった。

　気がつけばいつの間にか、月げつ滴てき魚ぎよは姿を消していた。

　岸の近くを道が通っている。その場所は、どうやらレゼルドにとっても導父マスターたちにとっても見知った場所のようだった。

　とはいえ進路はそれぞれ逆らしく──

　結局、皆みなで船から必ひつ要ようなものを運び出すと、そこで別れることとなった。

「……ちょっと気きの毒どくをしてしまいましたね」

　道の一方を行きながら。

　肩かた越ごしに、ちらりと後ろ──導父マスターたちの方をふり向き、レゼルドが言う。

「仕方ない。悪いの、ディーヴァ」

　とラフラ・リフラ。

　まあ正せい論ろんではあるのだが、感情が正論で割わり切れるのなら、世の中はもっと平和になっている。

「──にしても、ちょいと驚おどろきだよな」

　レゼルドに並んで歩きつつ、先ほどから、なにやら眉み間けんにシワを寄せていたシンがしみじみとつぶやいた。

「何がです？」

　レゼルドに問われて、シンは変わらず、視線をやや下に向けたまま、

「いや。北の大陸こつちにこんなちゃんとした道があるなんてよ」

　レゼルドは数歩たたらを踏ふんでから、眉まゆ根ねを寄せてシンを見て、

「……いや……あの、シンドレッド？　僕たちの国を一体何だと思ってたんですか？

　道くらいありますよ。文明国家なんですから」

「あ。いや、バカにしたってわけじゃねえんだ。

　ただ、お前たちドラグノって、本ほん来らいは羽根があって、空が飛べるわけだろ？

　なら別に道なんてなくてもいいだろ」

　レゼルドは、ため息混まじりに、

「……世の中には、物ぶつ資しの流りゆう通つう、というものがありまして。

　例えば、荷に車ぐるま一いつ杯ぱいの小麦を抱かかえて空を飛ぶことのできるドラグノ、などというのはいないわけですよ」

「……そうか。なるほどな」

　納なつ得とく顔でうなずくシンに、レゼルドはおそるおそる、

「あの……一いち応おうお聞きしたいんですけど……

　あなたたちヒュームって、僕たちドラグノがどう暮らしているのか……どんなイメージを持ってらっしゃるんですか……？」

「どんな、ってそりゃあ……お前からいろいろと聞いて、ちっとは知ってるつもりだけどよ……」

　ここでシンは言葉を濁にごした。

　各民族間の友好政せい策さくが取られるようになってきた昨さつ今こんではあるが、それでも文化・風ふう習しゆう等の面において、さまざまな誤ご解かいというのは、いまだにある。

　実のところ、ヒュームがドラグノに対して抱いだいているイメージというのは、戦争前に、とある冒ぼう険けん家かが出しゆつ版ぱんして一気に世にひろまった本、『ドラグノ見けん聞ぶん録ろく』によって根付いた部分が大きい。

　曰いわく。翼つばさある彼らに道は必要なく、ヒュームが彼らの町に行くには密みつ林りんをかき分けて進むしかない。

　やがて緑を抜ぬけた先に、まばゆいきらめきが見える。それがドラグノたちの町。

　呪じゆ術じゆつ的てきな意味を持つ形に形けい成せいされたクリスタルがずらりと並ならび、結けつ界かいとして町全体を囲かこんでいる。彼らはそれが町を災さい厄やくから守ってくれると信じている。

　家々には無む数すうの金銀財ざい宝ほうがあり、住民は皆みなおだやかで裕ゆう福ふく。

　しかし爬は虫ちゆう類るいの血を引いているせいで、朝はしばらく日につ光こう浴よくをしないと動けない。

　シッポは切れてもまた生えてくる。生まれたての子供は手に水かきがついている。等など々など。

　むろん噓うそだが。

　なんでも、この本を著あらわした自称冒険家は、実は北の大陸ノーザンガイアに行ったことなどなかったらしい。近年の研究でそう判はん明めいしたのだが、一度定てい着ちやくしたイメージというのはなかなかぬぐい去りがたく、いまだにこういったでたらめを信じる者も多い。

　実じつ際さいシンとて、通っていた修しゆう練れん学校にレゼルドが転入して来なければ、誤ご解かいしたままでいたことも多々あっただろう。外見と名にだまされて、ドラグノが、れっきとした哺ほ乳にゆう類るいだということすら知らないままだったかもしれない。

　というか実じつ際さい今の今までも、『道はない』という部分は普ふ通つうに信じていたわけで。

　レゼルドにしてみても、『僕の国には道があるんです』などと、彼にとってはごく当たり前のことを、わざわざ口にするはずもなく。

　一体どんなところで変な誤解をしているかもわからない。とりあえずシンは、今は適てき当とうにとぼけておくことにした。

「ま、おおむね普ふ通つう……だな。

　──そんなことより、考えてみりゃあ俺たち、勝かつ手てにこの国に入ったことになるんだが……まずいんじゃないのか？」

「まあ、特に罰ばつ則そくがあるわけじゃあありませんから」

　レゼルドはこともなげに言った。

　理由は単たん純じゆん。

　四つの大陸に四つの国。そしてそれぞれに異ことなる種族。

　この状じよう況きようで、わざわざ他の国に密みつ入にゆう国こくしようとする物もの好ずきなどいなかったからである。

　正しよう直じき、他の大陸にこっそり渡わたっても生きていけないのだ。

　ディーヴァやドラグノの犯はん罪ざい者しやなどがヒュームの国に逃にげ込む、というケースはごくまれにあったのだが、その場合、ヒュームにとって必要なのは、法ほう律りつではなく軍隊だった。

　──文化交流などもはじまった昨今、いずれは出入国に関する法律やチェック態たい勢せいなども整ととのえられることになるのだろうが──少なくとも今現在、明めい確かくな規き則そくはない。

「本当だろーな？

　町に着いたらいきなりとり囲まれて……なんてのは嫌いやだぜ」

「心配いりませんって」

　冗じよう談だんめかして問うシンに、レゼルドも笑って答える。

「……しっかし……」

　意味もなくつぶやきながら、シンはぐるりとあたりを見回した。

　道はゆるい右カーブを描えがきながら、左の海岸と右がわを覆おおう木々とにはさまれ延のびている。そのゆく先はまだ見えない。

　道。むろんそれに違ちがいはないのだが、よく見てみるといろいろなところが、シンのいた街──というか、ヒュームの町を通る道とは違っていた。

　土なのだろうか、あるいは別の何かなのだろうか。道は灰色の何かで舗ほ装そうされており、その上に小石や雑ざつ草そうのたぐいは全くない。

　道みち端ばたに茂しげる草木も、見たことのない葉の形をしているし、あちこちから聞こえる鳥だか虫だかのさえずりも、耳にしたことがないものだった。

　心なしか、潮しおの香かおりや土と緑のにおいすら違って感じる。

「どうかしましたか？」

　シンのつぶやきを耳にして、どこか不安げにレゼルドが聞いてくる。また妙みような誤ご解かいがあったのでは、とでも思ったのだろうか。

「あ、いや。草とか木とかも、やっぱりいろいろ違うもんだな、って思ってよ。

　──そう言えばラフラ・リフラ、お前たちの住む東の大陸イースタンガイアってのも、やっぱりいろいろ違うもんなのか？」

　問われて、シンたちの後ろで、メイの手を引きながら歩いていたラフラ・リフラはこくりとうなずき、

「違う」

　……………………………………

　海風が道を渡わたる。

　木の葉が風に揺ゆれ──

　シンがいくら待っても、ラフラ・リフラの口から、次の言葉は出て来ない。

「──いやあのな。俺は、違うなら違うで、具ぐ体たい的てきにどう違うのか、って答えを求めてるわけで。

　つか、話題をふくらませようとか努力しろよ」

「具体的？」

　うながすシンに、ラフラ・リフラは、しばし眉まゆをひそめて考えて、

「全部」

「いやあの」

「におい。色。景け色しき。空気。全部。

　言葉、説せつ明めいしきれない」

「まあ実際に、見るのと聞くのとでは違うこと、というのはありますからね」

　シンの隣となりでレゼルドが苦く笑しようする。

「実際に僕も、留りゆう学がく生せいとして南の大陸サウザンガイアに行く以前に、いろいろなことを聞いていましたが、実際に見ると違った、なんてことは多た々たありましたから。

　馬車とか術動車くるまとか列車なんて、話に聞いてはいたんですが、それぞれがどういう形なのかは想そう像ぞうもできませんでしたし。

　ヒュームに僕たちに対する誤解があるように、僕たちもヒュームへの誤解というものもあったりしますし」

「へぇ。ちなみにどんな？」

「ヒュームは空が飛べないから、建たて物ものはみんな平屋だ、とか。ヒュームは他の種族に比くらべて圧あつ倒とう的てきに数が多いから、町はヒュームでぎっしり。寝ねる時も、おおぜいの人が部屋にびっしり詰つまって立ったまま寝る、とか」

「ありえねぇ」

　シンは苦笑して、

「けどまあ、考えてみりゃあそんなもんか。

　なら、こっちの町はどんなふうになってるか、とか、あまり聞かずにいきなり見た方が面おも白しれぇかもしれねーな」

「なら僕も、見た目に関してはあまり言わないでおくことにしますよ。

　夕方くらいには町に着くと思いますから、楽しみにしていてください」

「──というか、ひさしぶりにゆっくりできる方が楽しみだったり」

　後ろでメイが言う。

「おいしいごはんとかお風ふ呂ろとかふかふかベッドとか」

「そっちの方は──まあ、交こう渉しよう次し第だいですね」

「ならあたしも交渉手つだう」

「ラフラ・リフラも」

「お前らはやめとけ」

　食べ物に風呂に寝るところ。

　期待に、一同の足はいくぶん軽くなっていた。




　最初、シンにはそれがわからなかった。

「見えてきましたよ」

　レゼルドの声が響ひびいたのは、世界が夕ゆう陽ひの色に染まりはじめた頃ころのことだった。

　言われて行く手に目をやるが、見えるのは木々の連つらなりばかり。

「……町が、か？」

「まあ、ヒュームに比べると、僕たちは圧倒的に人口が少ないですから、町といっても、そっちの村くらいの規き模ぼしかありませんが」

　規模うんぬんの問題ではなく、人家らしきものすら見つけられないのだが……

「あ！」

　驚おどろきの声を上げたのは後ろのメイ。

「ほんとだ！　あった！」

「どこだよ」

「まっすぐ前のちょっと右！」

「……だから、どこだよ」

「見えない」

　ラフラ・リフラも、どうやらわからないようである。

　言ううちにも、近づいてはいるはずなのだが──

「……ん？」

　シンは思わず声を漏もらして目を細める。

　前方の木々──ちょうどメイが言ったあたりの場所に、違い和わ感かんがあった。

　そこだけ何か、雰ふん囲い気きが違ちがうというか──

　目を凝こらして見てみれば、緑と茶の連なる中に、同じ色をした何かがあった。

　よく見れば、いくつもいくつも。

「あれか！」

「ええ」

「そう」

「どれ？」

　ラフラ・リフラはいまだ気づかないらしい。

　と。

　夕暮れの中、唐とう突とつに明かりが灯ともった。

　一つ。

　二つ……三つ。四つ、五つ六つ。

　おそらく律崩術クランブルの光なのだろう。照らし出されたのはいくつもの、円えん筒とう形けいに近い建物。

　琥こ珀はく色いろの半はん透とう明めいな柱はしらがいくつも立ち並び、それを繫つなぐように緑色の壁かべがある。一体何でできているのか、そこまではシンにもわからなかったが。

　あちらこちらに窓まどらしきものがあり、建物はみな二階建て以上で、大きな天窓がついたドーム状じようの屋根がある。

　街がい灯とうと家庭用照しよう明めいを兼かねているのだろうか。それぞれの家の玄げん関かん先さきと屋根の上とで、小さな明かりが灯っている。

　それが、ドラグノの町の姿だった。

　位置から考えて、陸りくにたどり着く以前、船からでもこのあたりは見えたはずなのだが……どうやら木々と保ほ護ごし色よくになっていたせいで気づかなかったようである。

「あ！　あれが！」

『遅おそッ！』

　ラフラ・リフラがようやく声を上げ、当人以外の全員がハモった。町はすでに目の前である。

　木々の連なりがわずかにとぎれ、海岸ぞいの道路から、やはり舗ほ装そうされた枝道が奥おくへと続いている。そこに面して、建物が屋根を並べていた。

　レゼルドは、迷まよわずそちらに向かってゆく。

　やがてさほども行かぬうち、一同は町の端はしに人ひと影かげを見いだしていた。

　──人影──と呼ぶのが正確かどうかはわからないが、ともあれおおむね、人の形をしていることに違ちがいはない。

　髪かみがあり、目があり眉まゆがあり、耳が鼻が口があり、両手両脚あしがある。それはヒュームと同じこと。

　しかし側そく頭とう部ぶから後ろ向きに、一対の角が伸のびており、その背せ中なかには大きな翼つばさ。ゆったりとしたズボンの後ろには三本目の脚。そこから長いシッポが垂たれて、シッポの先は革かわのようなもので覆おおわれている。

　やや大きな手には、かなり大きな尖とがった爪つめ。服から出ている肌はだには鱗うろこ。しかしその顔は、シンが想像していたのより、ずっとヒュームに近かった。

　これが──ドラグノの本当の姿。
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　だが。正直な話──

　言えばレゼルドは気を悪くするだろうが──シンはその姿に、どこか、ディーヴァと似た印いん象しようを見いだしていた。

「すいません」

　レゼルドが声をかけ、そのドラグノがふり返る。鱗は白く、髪と翼は緑色だった。ドラグノ流に言うならば、白はく鱗りん緑りよ翼くよく、ということになるのだろうか。

　かれはこちらに目をやると、一いつ瞬しゆん、やたら人間くさい驚おどろきの表情を浮うかべたが、

「──あなたは？」

　すぐに、レゼルドがヒュームではないことを見て取ったのか、落ち着いた口ぶりで問いかけてくる。

　レゼルドは、右手を左脇わき腹ばらにあてる格かつ好こうで、

「故ゆえあってこのような姿をしていますが、お察さつしの通り、鱗王ドラグノの血に連なる者。

　名は、レゼルド＝ギノス＝レジザノールと申します。

　この町の竜長エルダー殿どのにご相そう談だん申し上げたいことがありまして。

　よろしければお取り次ぎ願えませんでしょうか」

「竜長エルダーですか……

　──わかりました」

　白鱗緑翼のドラグノも、右手で左脇腹を押さえ、右の翼でその右腕うでを覆って言う。どうやらこれが、彼ら流のあいさつのしぐさのようである。

「すぐそこですからご案内しましょう。とりあえずついて来ていただけますか」

　言うと彼は、きびすを返して歩きはじめた。

　導みちびかれるまま、途と中ちゆう、他のドラグノたちの好こう奇きの視線に晒さらされつつも町をゆく。

　シンは無ぶ礼れいにならぬ程てい度どに、あちらこちらに目をやった。

　町には当とう然ぜん、女もいれば子供も老人もいる。ヒュームと同じように、女性に胸があるのには、知ってはいても少し驚いた。

　背に翼、尻しりに尾おがあることを考えれば、服のデザインが違ちがうのは当然。貫かん頭とう衣いに似たゆったりとした服が目につく。スカートのようなものはなく、男も女も全員ズボン。そしてやはり全員が、尾の先を、革かわやら布やらのカバーで覆おおっている。

　尾を引きずり歩く一人を見て、シンはようやく、それがいわば靴くつのようなものなのだと理り解かいした。

　道の途と中ちゆうには小さな雑ざつ貨か店てんがあり、ごくごく普ふ通つうにものを売っている。建物こそ違えど、それこそヒュームの普通の店のように。

　──空を飛べるんなら、空中で店を開く、くらいの芸は欲ほしいんだが──

　シンは一瞬そんなことを考えて──内心苦く笑しようした。

　植うえ付けられたイメージというのが、やはりいまだ強いようである。今頭をよぎった空中市場もたしか、あのいんちき見聞録のネタだった。考えてみれば、重い荷物をわざわざ空中に運んで売ることに意味はない。

　それほどの距きよ離りを歩いたわけでもなく、やがて白鱗緑翼のドラグノが足を止めたのは、とある家の前だった。

「ここが？」

「ええ」

　思わず漏もらしたシンに、案内してくれたドラグノはうなずく。

　竜長エルダー、とレゼルドは言っていたが、たぶん町長か市長のようなものなのだろうとシンは想像した。

　だがそれにしては──その家はいまひとつパッとしなかった。

　みすぼらしいわけではない。他の家と全く変わらないのだ。

　もし今、町の入り口に引き返し、目を閉じてぐるりと三回回ったら、もうそれだけでシンには、どれがその竜長エルダーとやらの家だか、見分けがつかなくなるだろう。

　……まあ考えてみれば、責せき任にんある立場の者が普通の家に住んでいてはいけない、などという決まり事があるわけではないのだが。

「とりついできますので、ここでしばらくお待ちいただけますか」

「お願いします」

　レゼルドの返事を待ってから、白はく鱗りん緑りよ翼くよくのドラグノは、勝手に家の玄げん関かんを開けて入ってゆく。おおらかというか不ぶ用よう心じんというか、ドアにはカギもかけられていない。

　それからいくらも経たたぬうち、かれは再び姿を見せて、

「お会いになるそうです。どうぞ。では、私はこれで」

「ありがとうございました」

　レゼルドの礼れいを背に、案内してくれたドラグノはすたすた去ってゆく。親切な割わりに妙みように事じ務む的てきというか……まあ、興きよう味み本ほん位いに長話をされてもシンたちとしては困るのだが。

　しかしレゼルドは気にもせず、言われた通りに入ってゆく。シンたちも続いて玄関をくぐった。

　当たり前と言えば当たり前だが──

　入った部屋は丸かった。

　大きな円柱を中心から半分に区く切ぎった、大きな半はん円えん形けい。

　暮らしにくいようにしか見えないが、部屋の片かた端はしには扇おうぎ形がたのサイドテーブルがあり、もう片端には上へと続く階段があり……と、それなりに生活の工く夫ふうというものはされているようだった。

　仕切り壁かべの真ん中──建物の芯しんに当たる部分に暖だん炉ろがあり、そこを中心として扇状のじゅうたん、三角テーブルが二つに、背もたれがない円えん弧こ状じようの長なが椅い子す、と、同どう心しん円えん状じようのレイアウトになっている。たぶんここが、リビングにあたる場所なのだろう。

　シンはふと、子供の頃に絵本で見た、おとぎの国の家を思い出した。

　そして暖炉のそばに──銀の鱗うろこと金の翼つばさを持つドラグノがいた。

　ゆったりとしたローブのような服を纏まとい、シンの目から見ても、かなり高こう齢れいなのがわかった。

「突とつ然ぜんの訪ほう問もん、ご容よう赦しや下さい」

　レゼルドは、ドラグノ風のあいさつ──と思われるしぐさで、

「レゼルド＝ギノス＝レジザノールと申します。今は故ゆえあってこのような姿をしておりますが。

　できましたらご助じよ力りよくを願いたく、お伺うかがいした次し第だいです」

「ムアラド＝ゼアギノ＝マクトソートです」

　竜長エルダーは、あいさつのしぐさとともに年経へた声で名な乗のると、長椅子を翼で指して、

「とりあえずお話を伺いましょう。どうかおかけください」

　促うながして、まず自分が腰こしかける。

　そこではじめてシンは、椅子に背もたれがない理由を理り解かいした。

　シッポと羽根があると、背もたれが邪じや魔まなのである。

　全員が腰かけるのを待って。

　レゼルドの、長い話がはじまった──










　どこかで鳥が鳴いている。

　目め覚ざめたその身を伸のばそうとして──

　ごづっ！

「あだっ！」

　頭を壁にうちつけて。ようやくシンは思い出した。

　ここがドラグノの国であることを。

　──昨さく夜や。

　レゼルドの話を聞いた竜長エルダームアラドは、都までの足と、中央への連れん絡らく。それに一夜の宿の提てい供きようを約束してくれたのだった。

　夕食は見たこともない材料ばかりで、豪ごう華かなのかどうかもシンにはわからなかったが、十分彼の口にも合う美味おいしいものだったし、眠ねむる前に入った風ふ呂ろの浴よく槽そうはやたらと広く、ゆったりとくつろげた。

　考えてみればドラグノには翼とシッポがあるわけで、そのぶん湯船が広いのだろう。

　しかし寝ねる場所に関しては──

　ベッドはまあ、普ふ通つうの広いベッドである。彼らはこれに、もっぱらうつぶせで眠るらしいのだが、それはいい。

　問題だったのは、単にスペースのことである。

　竜長エルダームアラドが家族とともに暮らす、宿でもなんでもない、さして広くもない民家に、いきなり四人が押おし掛かけたのである。

　予よ備びのベッドや就しゆう寝しんスペースがそうそうあるわけでもなく、とりあえずメイとラフラ・リフラは一つの部屋に押し込めて、シンとレゼルドはそれぞれ別の部屋。床ゆかに毛布とシーツでは、さすがに心地ここちよい眠りは無む理りである。

　まあ、いきなり押しかけて世話になった身で、文句の言えるすじあいではないのだが。

　窓から外に目をやれば、緑の連なりが朝あさ陽ひを浴あびてかがやいていた。

　いい天気だ。

　借りていたローブのような寝ね間ま着きから服へと着き替がえ、部屋を出る。

　リビングに行くと、すでに全員が起きていた。

　その中に竜長エルダームアラドの姿を認みとめ──

「おはようございます」

　あいさつをするシンに、メイが目を丸くして、

「うわ部下三のくせに真ま人にん間げんみたいなあいさつしてるし！」

「お前と違ちがって、最さい低てい限げんの礼れい儀ぎとか常じよう識しきはあるんだよ」

「あっても使わないくせに」

「うるせえ」

　軽く流して、空いている席につく。

　三角テーブルの上には、すでに朝食が乗っていた。スライスしたパンやスクランブルエッグのようなもの、サラダらしきものなどが大きめの皿に盛もられ、それぞれの手もとには取り皿とお茶のカップ。

　シンが座すわるのを待ち、ムアラドは小さくほほえんで、

「おはようございます。

　さて、皆みなさんお揃そろいになったところで……朝食にいたしますか」

「さんせい～いただいてみたり～」

　まっ先にメイが声を上げ、パンにサラダにスクランブルエッグに手を伸のばす。

　それを合あい図ずに、他の皆も、思い思いに食事をはじめた。

　パンにはわずかにハーブっぽい香かおりがついており、スクランブルエッグは、エビ入りスクランブルエッグそのまま。サラダは、レタスに似た野菜を中心に、時々馴な染じみのない野菜が入っている。お茶はミルクをたっぷり入れた酵こう茶ちやにそっくりだった。

　ここにはムアラドの家族もいるのだが、今はその姿はない。食堂の方で朝食をとってでもいるのだろうか。

　まあそもそも普ふ通つうの民家だけに、あまりおおぜいが一度に食事をとれる部屋、などというのがないようだが。

「──そうそう。昨夜おっしゃっていた、都までの足なのですが──」

　パンにサラダを乗せたものをひと切れだけ、ゆっくりゆっくり食べ終えると、ムアラドはレゼルドに向かって、

「少々急な話になりますが……

　昼前に、町のものがテュッケまで、ガ・シャで出かけると聞きました。なんなら、それにご同乗なさいませんか？　よろしければ私から話をつけますが。

　テュッケまで行けば、都までのちゃんとした足も見つかるでしょう」

「かまわないのですか？」

「もちろんですとも」

　言ってムアラドはにっこりうなずく。

　何の話かは、シンにも大体想像がついた。

　二人が話している『ガ・シャ』とかいうのが、足──つまり、馬車か術動車くるまのような乗り物で、『テュッケ』というのが近くの大きな町の名、といったところだろう。

　ガ・シャとやらがどんな乗り物なのか興きよう味みはあったが、まあ、このぶんならすぐにお目にかかれそうである。

「それでは──」

　ムアラドはお茶を飲み干ほすと席を立ち、

「私はそやつに話を通して参まいります。食事がお済すみになりましたら、お荷物の準じゆん備びなどを宜よろしくお願いします。急せかすようで申し訳ありませんが」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　レゼルドの言葉に送られて、ムアラドは家をあとにした。

　シンたちは朝食を急いで片づけ、さして多くもない荷物をまとめ、再びリビングに集まると、そこにはもうムアラドが帰って来ていた。

　四人が来次し第だい、出発だという。

　ムアラド一家とあわただしい別れを済ませ、彼らが向かったのは、町の端はしにある一いつ軒けんの家だった。

　ここもまた、他の家と同じようなつくり。やはりシンには見分けがつきそうにすらない。

「待ってました。後ろの方にどうぞ」

　玄げん関かん先で待っていた緑りよく鱗りん緑りよく翼よくのドラグノは、一通りのあいさつを交かわすと、言ってそばのそれを翼つばさで指した。

「……………………………………」

　思わず眉み間けんにシワが寄るのが、シンには自分でもわかった。

　ドラグノが指したそれは──なんというか──どう見てもただの箱だった。

　やや大きめのベッドサイズの、荷馬車の荷台の部分のみ。そんな感じの、木の箱、としか言いようのないものが二つ、道の上で一列につながっている。

　車しや輪りんもなければ馬もない、ただの箱。

　乗り込めば、気分は子供の列車ごっこ、といった雰ふん囲い気きである。

　しかし緑鱗緑翼のドラグノは、そそくさと前の箱に乗り込み、レゼルドも後ろの箱の縁ふちをまたぎ──

「──どうしたんですかみなさん？　さ、どうぞ」

「……あ……ああ」

　促うながされ、シンもおとなしく箱に乗り込み、レゼルドの横に腰こしを下ろす。底には干し草が敷しいてあるだけで、椅い子すのようなものは何もない。本当にただの箱である。

「けど、これ、動く？」

　後ろに座すわったメイのいぶかしげな声。

「普ふ通つう、動かない」

　ラフラ・リフラにまで言われる始し末まつ。

「ああ。みなさん、ガ・シャははじめてなんですね」

「それじゃあま、あとでどういうものか見せてやるよ。とりあえず出発するぞ」

　レゼルドの言葉に緑鱗緑翼のドラグノが景気良く続け、竿さおを手にして前で振ふる。

　……ゅぅんっ、ゅぅんっ……

　その先には、笛ふえのようなものでもついているのだろうか。竿先が風を切るたびに、一種独どく特とくな音色が響ひびく。

　途と端たん。

　一同を乗せた箱が、ゆらりっ、とわずかに持ち上がった。

　音を立て、大地の上を走りはじめる。

　硬かたいもの同士がぶつかり合うような走そう行こう音おん。確かにそれは、ガシャガシャとも聞こえた。このあたりが単たん純じゆんにその名の由ゆ来らいなのだろう。

　早さは普通の馬車くらいだろうか。一同を乗せた連なる箱は町を抜ぬけ、森をゆく道にさしかかり──

「…………な…………！

　なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　我に返ったシンが驚おどろきの声を上げたのは、ようやくその時になってからのことだった。

「な……なんですかシンドレッド、いきなり」

「『なんですか』って、こっちのセリフだ！　何なんだこれ!?」

　言って足あし下もとの箱を眺ながめる。

　レゼルドは苦く笑しようしながら、

「だから、この荷台の下にいるのがガ・シャですよ」

「いる」

　シンの声がひきつった。

「いる、って言ったかお前今!?」

「ええ。生き物ですから。

　あの風笛の音に寄って来る性せい質しつがあるんで、それでコントロールするんです」

　レゼルドは、前の箱に乗ったドラグノが手にした竿を目で指して、

「大体この荷台くらいの平たい体で、下に無む数すうの足が生はえた虫のようなものだと思ってください」

『…………………………………………』

　姿を想像し、シンが、メイが、ラフラ・リフラが下した唇くちびるを嚙かみしめる。

　そんな彼らの気持ちも知らず、前の箱に乗ったドラグノは、いたって陽よう気きな口調で、

「まあ町に着いたら見せてやるよ」

『嫌いやです。』

　三人の声と心は一つになった。




　彼がそれを見つけたのは、町に近い場所の空を飛んでいた時のことだった。

　気がついて、緑りよく鱗りん白はく翼よくのドラグノは、森の中に降り立った。

　緑の中に、女が一人、うずくまっていた。

　ドラグノではない。ヒュームの女が、である。

　そういえば昨日きのう、彼の住む町にヒュームを含ふくむ一行が訪おとずれて来た、という話を聞いている。ならばそのうち一人か、関係者だろう。

　ヒュームの年ねん齢れいはよくわからないが、胸があるから女だという程度のことはなんとかわかった。黒くろ髪かみで、全身をゆったりとした貫かん頭とう衣いのようなもので包んでいた。

「どうした？」

　問うと女はわずかに顔を上げ、

「……　…………　……」

「──？」

　口を小さく動かすが、声は聞こえない。その肩かたが小さく上下に揺ゆれている。

　──衰すい弱じやくしているのだろうか。

　思って彼はそばに寄り、しゃがみ込んで耳を寄せた。

　女の口が再び動く。

　寄せた耳に届いたのは──ヒュームには発声できぬはずの、高こう速そく圧あつ縮しゆくされた呪綴スペル。

　ドラグノが身を引くより早く。

　女が放った攻こう撃げき型がた律崩術クランブルは、彼の心しん臓ぞうをぶち抜ぬいていた。

　かしいだ彼の襟えり首くびを、立ち上がった女の片手がひっ摑つかむ。

　女はドラグノの死体を、手近な木に立てかけると、その服を手早くはぎ取ってゆく。

　少し離はなれた場所に立ち、両手両足を軽く開くと、女は天を見上げて声を上げた。

　……ぉおぅるあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　苦く鳴めいか遠とお吠ぼえにも似にたそれは、長い、長い呪綴スペルの連なり。

　応こたえて生まれたかがやく呪帯リボンが女の全身を繭まゆのごとく覆おおい尽つくし──

　さらに声が続くうち、繭はふくれ歪ゆがんではじけ──

　あとにはただ、光の残ざん滓しと、中から生まれ出た女ディーヴァの姿を残した。

　かつて南の大陸サウザンガイアでメイたちを助けた、あの彼女である。

「……全く……あのかたも……面めん倒どうな……任を……」

　肩で荒あらい息をつきながら、女ディーヴァは悪あく態たいをつく。

　彼女が今使った変身律崩術メタモクランブルという奴やつは、いろいろと便利ではあるのだが、万ばん能のうというわけではない。急きゆう速そくな肉体の変化はかなりの疲ひ労ろうと苦痛を伴ともなう。

　それが今日はこれで二度目──そして今から三度目をやらなければならない。

　護まもれと命じられたメイを距きよ離りを置いて追い、この大陸までやって来た。

　ここまではまあよかったのだが──

　問題はこれから先である。

　メイを追い続けるのなら、ドラグノの姿を借りる必要があった。でなければいつか誰かに見とがめられて、面倒なことになるだろう。

　自分の頭の中にあるイメージだけで、ドラグノふうの姿に変身することはできた。しかしそれでは、あちらこちらに不ふ正せい確かくなところが出てくる。当然、本物のドラグノたちから見とがめられることになる。

　正確に変身するには、やはりモデルが必要だった。

　問題はその調ちよう達たつ法ほう。正直に事じ情じようを説明して──などというのは論ろん外がい中の論外。

　ならば誰かを仕し留とめて、その姿を借りるというのが妥だ当とうだった。

　そこで彼女は、まず自分の記き憶おくを頼たよりに、ヒュームの女に肉体を変えた。

　目もく論ろ見み通り、油ゆ断だんさせて近寄らせ──モデルにする以上、あまり外見を傷つけるわけにはいかない。攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルで心臓を一撃。

　彼女は、もはや動かぬドラグノの正面に歩み寄り、

「姿を借りるぞ」

　言うと、長い呪綴スペルを吐はき出した──




　旅は、シンにとっては大小驚おどろきの連れん続ぞくだった。

　ガ・シャとかに乗って、わりと大きな町へ。

　そこでレゼルドが、頭のない牛か馬のような生き物が牽ひく、牽けん車しやと呼ばれるものを御ぎよ者しやごと用立てた。

　構こう造ぞうは、ヒュームの馬車と大差ない。個こ室しつにドアと窓と車しや輪りんがついて、それを牽く獣けものと、御者がいる。

　違うのはただ、牽いているのが馬か否いなか、くらいのものだった。

　それに乗り、都へと向かう道すがら。

　シンはさまざまなものを目にした。

　変な虫っぽい生き物。変な鳥っぽい生き物。変な……まあ、変なものとしか表現しようのない生き物っぽいもの。

　朝に変な生き物を見て、もう何を見ても驚かないぞとかたく決けつ意いしたその日の昼、野原で普通の牛が普通に放ほう牧ぼくされているのを目にして驚いてみたり。

　──しかし意外だったのが、ドラグノたちの食事が、結けつ構こうシンの口にも合った、ということだった。──材料の見た目はともかくとして。

　煮にた虫のようなものを食事に出され、涙なみだ目めでカラを割わって食べてみれば、普通にエビっぽい味だったり、面めん妖ような軟なん体たい生物の生肉を出されて、涙目で食べてみたら意外とおいしかったり、普通のシチューにしか見えないものを出されて口にすると、涙目になるほど辛からかったがそれでもおいしかったり。

　そんな旅が五日ばかりも続いたあと──

「──ひょっとして──あれが？」

「そうです」

　一同の乗った牽車が丘おかを越こえた頃。シンの上げた声にレゼルドはうなずいた。

　牽車の窓から見える大地はただ、緑。

　山を丘を野を木々が埋うめ、その中心に、緑の町並みがひろがっていた。

　その上を、滑かつ空くうするいくつもの翼つばさが見て取れる。

「僕たちドラグノの都──ミラルドです」

　規き模ぼは、シンが暮らしていたバージェス・シティと、ほぼ同じくらいなのではないだろうか。

　ヒュームより圧あつ倒とう的てきに人口の少ないドラグノの国にしては、桁けた外はずれの規模だった。

　どの町ででもそうだったのだが、街の大半を占しめるのは、最初の町で見たような、琥こ珀はく柱ちゆうに緑りよく壁へきの建物である。特に街のまん中あたりには、屋根がやたらとごちゃごちゃかたまっている。

　だがそんな中。シンたちのいる場所から見て、町のやや奥おくの方に、ひときわ目立つ、大きな建物があった。

　尖せん塔とうの群を想おもわせるそれは、午後の陽ひざしを浴あびてエメラルドの輝かがやきを放っていた。

「──ひょっとして──あれが城か!?」

　指さし、弾はずむ声で問うシンに、レゼルドは、

「とんでもありません。芸術家気取りの酔すい狂きような金持ちが律崩術クランブルで造った自宅ですよ。町の美び観かんを損そこねて困っているんですけどね」

「……………………あ。そう」

　指した指先がへにゃりと萎なえる。

「きれいだけど。」

「何をおっしゃるんですか！」

　なにげなく言ったメイに、レゼルドは珍めずらしく語ご気きを強めて、

「近所の人たちは、まぶしくて迷めい惑わくしているんですよ！」

　確かに迷惑そうではある。

　だが他ほかに、城というか、それらしい建物は見当たらない。

　シンはぐるりと街を見み渡わたしながら、

「けどそうすると、その……何だっけ？　竜りゆう翁おうとかいう人の住んでるところも、民家みてえなもんなのか？」

「まさか。仮にもドラグノの国、全体の国政を司つかさどる方々ですよ。

　さすがに民家じゃあ、いろいろさしつかえも出て来ます」

「方々って……

　何人もいるのか？　その竜りゆう翁おうって」

「ええ。

　国を束たばねる竜翁が三人。

　全員が金きん鱗りん金きん翼よく──ギノスと呼ばれる者ですから、その三人を三竜翁トリギノスと呼びます。

　その下に議ぎ会かいや各政治組そ織しきがある、といった感じですね」

「一番偉えらい奴やつが三人って。なんか中ちゆう途と半はん端ぱだな」

　それは、シンにしてみれば、なんとなく出ただけの言葉だった。

　が、レゼルドは姿し勢せいを正し、

「そうでもありませんよ。

　要ようは、最高決定機き関かんの人数と、そこにどれだけの権けん限げんを集しゆう約やくするか、というバランスの問題です。

　大きな決定権を持つ者が一人だと独どく裁さいになりますし、一人を単なるまとめ役として、小さな決定権を持つ者が多数だと、何も決められなくなる可か能のう性せいもあります。

　そもそもさまざまな価か値ち観かんが混こん在ざいする社会の中にあって、完かん璧ぺきな政治形けい態たいなどというものが存在しうることはないわけですが……」

　いきなり滔とう々とうと語かたりはじめる。

　──しまった──

　レゼルドが政治家候こう補ほ生せいとして留りゆう学がくしてきたのだ、ということをシンが思い出したのは、その時になってのことだった。

「あああああああいや待てレゼルド。

　つまりその……俺が知りたいのは、それじゃあその竜りゆう翁おうのいる城っていうか議ぎ事じ堂どうっていうのはどれなんだ、ってことで」

　ほうっておくと、なんだかえんえんとわけのわからない話を続けられそうである。タイミングを見計らい、シンはなんとか待ったをかけた。

　レゼルドは一いつ旦たん口をつぐみ、きょとんっ、と一度まばたきをして、

「着けばわかりますよ。

　──それで話は戻もどりますが、種々存在する政治方法論の中でどれが一番理り想そうに近いか、という検けん討とうならば可能にも思えるのですが──」

　──止まらねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！──

　胸のうちで絶ぜつ叫きようするシン。

　どうやら彼に、こういった話を振ふるのはタブーだったようである。今さらわかったところで遅おそいのだが。

「──けれど民族文化風習生活レベルの差さ違いによって好ましい政治形態は異ことなるわけで、例えば個々人の尊そん重ちようは大切ですが、国民に他人の立場を理り解かいしようという意い識しきすら存在しない状じよう況きようにおいて、各人の良りよう識しきある行動を前ぜん提ていとした、個人の自由を大おお幅はばに認みとめるような社会を形けい成せいすればそれは我がの通しあいと身み勝がつ手てな──」

　びし。

　頭部にチョップの一発を受けて、レゼルドはようやく沈ちん黙もくした。

「……何ですかメイさん」

「呪じゆ文もんが長いし。つい。」

「呪文って……」

「ラフラ・リフラも、違ちがう話が、いい」

　二人がかりでそう言われ、レゼルドはわずかに肩かたを落とし、

「……そうですか……そうですね。なら、今は違う話をしましょう」

　シンはこの時、生まれてはじめてメイに感かん謝しやした。

　レゼルドは、シンに向かって小さな声で、

「ではシンドレッド、この続きは後日ということで──」

「いやあの」

　──後日続きを聞かされるのか──

　一いつ瞬しゆん、きっぱり断ことわろうかと思ったが──

「おいしい食べ物とかある？」

「ラフラ・リフラも、それ、聞きたい」

「そうですね。名物といえばソルグ焼きでしょうか。焼き肉の一種なんですが、香こう草そうの葉に肉を包つつんで、冷たいところにひと晩ばん寝ねかして──」

　話題はすでに別のところに移うつっていた。

　──人をあまり選ばずに、それなりに盛もり上がる話、というのが、世の中にはいくつかある。

　怪かい談だん、他人のゴシップ、食べ物の話。

「そう言やこっちにも、似たような調ちよう理り法ほうの料理が──」

「うわあたしそれ食べたことない」

「魚、塩をして、たき火で焙あぶる。焼けたら骨ごと」

「白しら瓜うりの中をくり抜ぬいて、具とコンソメスープを入れたものをひたすら蒸むして──」

　食べ物の話でいろいろ盛り上がるうちにも、牽けん車しやは進む。緑の中を貫つらぬく道を。

　刻ときは流れ、陽ひがその位置を変える頃、牽車はやがて街へとたどり着いた。

　街の中ではあるものの、舗ほ装そうされた道の左右にはたっぷりと木々が立ち並んでいた。

　街がい路ろ樹じゆというよりは、ちょっとしたしげみのようである。

　その道を、荷を積つんだ牽車やらガ・シャやらが通り、頭上を時とき折おり翼つばさが横切る。

　並ならぶ建物の建けん築ちく様よう式しきは、基き本ほん的てきに、最初にドラグノの町で見たものと変わらない。

　屋根についた大きな天窓のようなものが、空中用の出入り口なのだと、今はシンも知っている。

　しかし同じような印象を受けても、一いつ軒けん一軒に違ちがいはある。

　高さ広さの違いもあるし、複ふく数すうの建物が、束たばねられたように繫つなげてあるものもあった。

　柱は琥珀、壁は緑というのが基本には違いないのだが、深い緑の壁もあれば若葉色をした壁もあり、建物によってそれぞれ微び妙みように色みが違う。

　生おい茂しげる森の緑が、それぞれすこしずつ違うのと同じように。

　あたりの景色を眺ながめつつ、シンたちが、あれやこれやと雑ざつ談だんをくり返すうちにも牽車は進み──

　やがて、小さな振しん動どうとともに車が停とまったのは──別に何の変へん哲てつもない、街の一角、としか言いようのない場所だった。

「お待たせー。着いたよ」

　御ぎよ者しやが気さくに声をかけてくる。

　レゼルドは御者に代だい金きんを支し払はらい、シンたち四人は車を降りる。

「こちらです」

　言ってレゼルドが歩き出したのは、目の前にある、普ふ通つうの民家にしか見えない建物の玄げん関かんに向かってだった。

　彼の実家か何かだろうか。思いつつ、シンたちはレゼルドに続いて玄関をくぐり──

　足を止めていた。

　広い。

　民家にしか見えないような棟とうをいくつも束たばね、壁をみんなぶち抜いた──といったところだろうか。

　床ゆかには磨みがき抜かれた石がすき間なく敷しき詰つめられ、ところどころに琥珀色をした柱が立ち並び、柱の高さの中ほどには、昼でもなお煌こう々こうと律崩術クランブルの明かりが灯ともされている。

　頭上を覆おおう天てん井じようには、採さい光こう用ようの窓や、いくつもの空中用の出入り口。

　広いその空間にはカウンターが設せつ置ちされており、ドラグノたちが行き交かい立ち働いている。

「役所みてえだな」

「役所ですよ」

　シンのつぶやきにレゼルドは言い、カウンターの一角へと向かった。とりあえず、シンたちもそのあとにぞろぞろと続く。

　磨き上げられた床は一同の姿を朧おぼろに映し出していた。

　レゼルドは、眼鏡めがねをかけたドラグノの職しよく員いんと何やらいろいろ話し、書しよ類るいを書いて提てい出しゆつし、待つことしばし。

　何やら書類を渡わたされて、どうぞ、との声を待ってから、奥おくの扉とびらへと向かう。

　扉の先は長い廊ろう下か。天井はやたらと高く、左右にはどこかへ通じるドア。上の方にもドアがあり、低い手すりのついた渡り廊下が空中を左右に走っている。

「うわ変な廊下」

「便利ですよ。僕たちドラグノにとっては」

　メイの感かん想そうに、レゼルドは笑って、

「空が飛べれば、上下の移い動どうもできますから」

「……けどよ、そうすると、もし俺達が二階に上がらなきゃならない時って、どうするんだ？　上がる機き会かいがあるかどうかは別として」

　今度はシンがつぶやく。

「ちゃんと別の場所に階かい段だんがありますよ」

　とレゼルド。

「あるのか？」

「当たり前でしょう。

　僕たちドラグノだって、小さな子供や翼つばさの弱ったお年寄り……そういった、空を飛べない者たちはいますから。

　現に、今まで立ち寄った民家や宿でも、ちゃんと階段はあったでしょう？」

「……そりゃそうか……

　けど……やたら広いな。ここ」

「まあ、議事堂と竜りゆう翁おう様の生活場所と役所を兼かねていますから。

　三竜翁トリギノスがいらっしゃる場所、という意味で、三角棟トライホン、と呼ばれています。

　ここに来るときも見えたでしょう？　街のまん中あたりに、建物が密みつ集しゆうしているように見えた部分」

「あれが──!?」

　思い出す。街の真ん中にあった屋根のひしめき。

　住宅密集地だと思っていたのだが、あれが全部で一つの建物だというのか。

　実じつ際さい、ここがやたらと広いのは事実だった。話すうちにも足を進めているのだが、廊下はいまだ続いていた。

　やがてその行き着く先には大きな扉。左右には、警けい備び員いんか何かだろうか。揃そろいの服を着たドラグノが二人、佇たたずんでいる。

　レゼルドは、警備員たちの前で足を止め、手にした書類をさし出すと、

「レゼルド＝ギノス＝レジザノールと申します。

　竜りゆう翁おうラキア＝ギノス＝レンティティアス様へのお目め通どおりの手続きをお願いします」

「うむ。待て」

　警備員の一人が書類を受け取ると、扉を開けて奥おくへと入ってゆく。その時シンには、ちらりと扉の奥が見えたのだが──小部屋があって、またすぐ扉。どうやら用よう心じんのために、二に重じゆう扉になっているらしい。

　そのまま、どれくらい待たされただろうか。

　ただ待つだけの時間は長い。警備員らしきものがそばに佇み、雑ざつ談だんさえもはばかられるような雰ふん囲い気きの中ではなおのこと。

　すぐに退たい屈くつしたメイとラフラ・リフラが、何やらひそひそ話をはじめ──

　それでもしばらくするうちに。

「お待たせしました」

　再び目の前の扉が開き、一いつ旦たん消えた警備員が姿を見せた。

　レゼルドに、ドラグノ式の敬けい礼れいを送り、

「竜りゆう翁おう様がお会いになるそうです。どうぞ奥へ」

「い──今から、ですか？」

　これは、ドラグノにしてみても異い例れいのことだったらしく、レゼルドが面めんくらった表情を浮うかべた。

　対して警備員は平へい然ぜんと、

「今からです」

　……………………

　レゼルドは、意見を求めるような視線をシンに向けるが──無む論ろん、ドラグノのことなどほとんど知らぬシンが、何かを答えられようはずもなく。

「とにかく……行きましょう」

　レゼルドが促うながすそのままに。警備員に先せん導どうされて、一同は扉とびらをくぐった。

　シンからすれば、一国の代表者に面めん会かいするのにしては、やけに手て際ぎわがいいというか、不ぶ用よう心じんな気がするが……レゼルドが持つ金鱗金翼ギノスの名ゆえという奴やつなのだろうか。あるいはここに向かう道すがら、レゼルドがこまめに連れん絡らくを入れていたのが功こうを奏そうしたのか。それとも他に何かの理由でもあるのか──

　二重扉の先には、ふたたび廊ろう下かが続いていた。だがさきほどまでと違ちがうのは、左右に別の扉やら横道やらがないこと。ただ、まっすぐなだけの廊下。

　靴くつ音おとが、妙みように響ひびく。

　今度の廊下は、さすがにさきほどよりは短かったが──

　行き着く先には、やはり左右に警備員が立つ扉。同じく二重になった扉の先にはまた同じような廊下。廊下の先にはまたまた同じような扉。

　ふとシンは、終わらぬ道を歩かされているかのような気になった。まさかこんな廊下と扉の繰くり返しが、いつまでも続くわけもないのだが。

　二重になった扉が開き──

　そこが、終しゆう着ちやく点てんだった。

　扉から先へと続く、ダークブラウンに金の縫ぬい取りがある絨じゆう毯たん。左右には、帯たい剣けんしたドラグノたちがずらりと並ならび、両の翼つばさで自らの身を包つつむように不ふ動どうの姿し勢せいを取っている。

　その先に──三つの玉ぎよく座ざについた、三人の、金鱗金翼ギノスのドラグノがいた。

「……ト……トリギノス……!?」

　レゼルドの口を、驚きよう愕がくのつぶやきがついて出る。

　これが異い常じよう事じ態たいなのは、シンにも理り解かいできた。

　レゼルドが面めん会かいを申し込んだのは、竜りゆう翁おうのうち一人だったはずである。それが即そく時じ面めん会かいを言い渡わたされて、行ってみれば、三竜翁トリギノス──国家のトップが揃そろってお出で迎むかえ、である。

　全員が、金きん糸し銀ぎん糸しで装そう飾しよくの施ほどこされた、黒に近い深ふか緑みどりのローブを身に纏まとい、頭に銀の略りやく冠かんを戴いただく、同じ姿。

「レゼルド＝ギノス＝レジザノール殿どのとお連れの御お三さん方かた、お連れしました」

　案内をした警備員の声に、レゼルドは我に返るとドラグノ式の敬礼を送る。シンも見よう見まねで礼をした。

「無ぶ事じの帰き還かんを喜ぼう。汝なんじに鱗うろこの祝しゆく福ふくを」

　三竜翁トリギノスのうち一人、真ん中の玉座にかけた竜りゆう翁おうがねぎらいの声をかける。

　レゼルドは礼を深くして、

「ギノスの仔こ、レゼルド＝ギノス＝レジザノール。故ゆえありて予定より早い帰還となりました。

　これにおりますは我わが友人、シンドレッド＝カイラム、メイ、ラフラ・リフラの三名にございます」

　緊きん張ちようにか、声がかすかにふるえている。

「うむ。子し細さいは聞いておる」

　と、向かって右の竜りゆう翁おう。

「それで──その赤い髪かみの娘むすめか？」

　左の竜りゆう翁おうが言ったのは──むろん、メイのことである。

「そちらの黒い髪の男も面おも白しろい」

　竜りゆう翁おうたち三人はやおら玉座から立ち上がると、とまどう衛えい兵へいたちの間を通り抜ぬけ、佇たたずむシンたちの方へと歩み寄り──

　メイを、あるいはシンを、まじまじと四方から眺ながめ回し、

「ふむ」「ほぉう」「なるほど」「やはりか」「しかしこれは」「うむぅ」

　何やら思い思いに唸うなりはじめる。

　こうなると、どれがどの竜りゆう翁おうなのやら、シンには完全に見分けがつかない。

「うぅむ……」

　竜りゆう翁おうの一人がメイの正面に立ち、まるで何かを見み透すかそうとするかのように、じっとその目を覗のぞき込む。

　見つめあう瞳ひとみと瞳。沈ちん黙もくと緊張が流れる。そして。

「……………………………………」

「……………………………………」

　びっす。

　耐たえきれなくなったメイのチョップが竜りゆう翁おうの頭に炸さく裂れつした。

「うっわぁぁぁぁぁぁっ!?」

「竜りゆう翁おう様っ！」

「貴き様さま何てことをっ！」

　衛兵たちの絶ぜつ叫きようが交こう錯さくする中、最初に動いたのは、他ほかでもないシンだった。

　がしっ！　と左腕うででメイの頭を抱かかえ込み、右の拳こぶしで頭をぐぅりぐりやりながら、

「お・ま・え・は・なんつぅことをっ！　もぉちょっと時とか場合とか分ふん別べつとか常じよう識しきとか作さ法ほうとかやりくりとかひとの苦労とか！」

「あいだあいでであいだでででだでっ！」

　メイが手足をばたつかせる。シンの説せつ教きようにはどさくさまぎれに私し怨えんが混まじっていたりするが、無論そんなことに気づく者はいない。

「よい。こちらの不ぶ作さ法ほうであった」

　その声に、騒さわぎはひたりっ、とおさまった。

　発したのは無論、チョップを受けた竜りゆう翁おうである。

　他の竜りゆう翁おう二人に向かってうなずき、

「子供だな」「うむ」「子供だ」

　やりとりをするときびすを返し、再び玉座へと戻もどる。

「わかった。

　住まいを用意させる。一同、そこでくつろぐがよい。

　以上だ」

　まん中の竜りゆう翁おうが代表して口を開いた。

　一体何がどうわかったのか、シンにはさっぱりわからなかったが──とにもかくにも、これで話は終わり、ということなのだろう。
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　退たい出しゆつの礼を送るレゼルドにならい、シンも一礼を送って──

　それで、三竜翁トリギノスとの会見は終わったのだった。




　砂浜は朝あさ陽ひを浴びてかがやいていた。

　鱗王族ドラグノの住まう大地、北の大陸ノーザンガイアの西にある小さな町。浜辺には、何人ものドラグノの姿があった。

　ヒトと姿は違ちがえども、むろん彼らにも生活はある。船に乗り、海へと漕こぎ出し魚を獲とり暮らす者もいる。

　浜辺で働く者たちは、今から出しゆつ漁りようするのではない。夜が白む前に船で沖おきへ出て、漁を終えて帰ってきたあとなのである。獲れた魚を近くの町に運ぶしたくをしているのだ。

　魚の尾おと首に切れ目を入れて血ち抜ぬきする者。いたみやすいハラワタを手早く取り出す者。箱に魚を詰つめ、律崩術クランブルで水を凍こおらせた氷で埋うめてゆく者。

　作業に没ぼつ頭とうするドラグノたちが、ふと気がついたその時には──

　一体いつやって来たのか。

　彼らは、浜辺の端はしに佇たたずんでいた。

　一人は金属製の呪環キヤストリングを全身にまとわりつかせ──

　一人は全身に呪じゆ紋もんの刺青いれずみをし──

　一人は瑠る璃り色いろの鎧よろいに身を固め──

　一人は儀ぎ礼れい服ふくにその身を包つつんでいた。

　沈ちん黙もくがひろがってゆく。

　作業のざわめきが消え、波の音だけがあたりを埋うめた頃。

　儀礼服の一人が口を開いた。

「連れん絡らく手しゆ段だん無なきが故ゆえ、突とつ然ぜんの来らい訪ほう、失礼する。

　魔妖族デイーヴア外がい務む卿きようブルジオラス及およびその護ご衛えい三名。

　重じゆう要よう事じ項こうに関して鱗王族ドラグノ上層部との会談を申もうし入れたく翼つばさを運ぶ儀ぎとなった。

　できうれば中央への取り次ぎを願えぬだろうか」

　波が響ひびき──

　小さな漁村は騒そう然ぜんとなった。




　どうにもシンは不ふ機き嫌げんだった。

　窓からは、ドラグノの都、ミラルドの街並みと、まわりにひろがる森とが見える。

　街の一角に住まいを与あたえられ、シンとメイ、ラフラ・リフラの三人は、しばしの時をそこで過すごしていた。

　集合住宅のようなものなのだろう。ドラグノ風の二階建て民家を束ね集めて、壁かべの部分を共きよう有ゆうしているようなつくりだった。

　大家族で住むには手て狭ぜまだが、一人暮らしには広すぎるくらいである。

　それが一人に一いつ軒けんずつ与えられ、のみならず、生活費としてかなりの生活資金も渡わたされていた。

　ずいぶんと気前がいいが、これがドラグノ流のもてなしなのか、それともやはり破は格かくの扱あつかいなのか、それはシンにはわからない。

　平和になったといえば、確たしかに平和になったのだろう。あたりがドラグノだらけのこんな中、ほいほい気軽に攻こう撃げきして来るディーヴァもいないだろう。

　しかし、そう安心してしまうと。

　ついぞ忘れていた別の不安が頭をもたげて来る。

　例えば──自分は、こんなところにいていいのか？

　この先どうするのか？

　そもそも、なんで自分はこんなところまでのこのこついて来てしまったのか？

　途と中ちゆうから、旅が面おも白しろくなってしまった、というのはある。

　あるいはディーヴァ襲しゆう撃げきのごたごたで。あるいは見るもの聞くものの珍めずらしさで。そういった問題はひととき覆おおい隠かくされていたのだが──

　それらは解かい決けつしたわけでも、自然消しよう滅めつしたわけでもない。

　三竜翁トリギノスはメイに興きよう味みを持ち、何かを納なつ得とくしていたようだが、それが一体何だったのか。

　この暮らしをはじめて一週間サイクルが経たった今でも、それに対する答えはない。

　全部気にせず、今の生活にだらだら適てき応おうしてしまえば、いっそそれはそれで楽なのかもしれないが、どうやらそうもできそうにない。

　ならば、待つしかない。レゼルドの帰りを。

　彼は今朝けさ、シンたちにあいさつをしにやって来た。

　変身律崩術メタモクランブルを解とく儀ぎ式しきを行い、ドラグノ本ほん来らいの姿に戻もどってくる、と。ゆえにこの姿で出会うのは最後だと。

　そして、シンにはそっと耳うちをした。

　──メイさんのことを聞いてみます──と。

　今は待てばいい。待つしかない。

　それがなんでもないことならば、ああそうだったのか、と一つうなずいて、それから、生まれ育った街に帰ることを考えてもいい。

　儀式には時間がかかるとレゼルドは言っていたが、何週も何か月もかかるわけではないだろう。

　ともあれ、待てばいい。それでいろいろ解かい決けつする──はずなのだ。

　しかし。

　何なのだろう。この胸にわだかまる不安は。




「らふりふ～」

「ラフラ・リフラです」

　玄げん関かんで響ひびいた元気な呼びかけを、ラフラ・リフラは真顔で訂てい正せいした。

　ラフラ・リフラたち憑霊族リワーダーにとって名前は大切なもの。略りやくして呼ばれるなど失しつ礼れいの極きわみ、場合によっては決けつ闘とうものだが──

　相手がメイでは仕し方かたない。

　なにしろメイは、ラフラ・リフラの運命なのだから。

　……とはいえ、少しは学習してくれてもよさそうだが、とも思うのだが。

　玄関の扉とびらを開けて、にこにこ笑え顔がおを覗のぞかせたのはむろんメイ。

「部下三のところに遊びに行く～」

「わかりました」

　気軽に答えて、ラフラ・リフラは玄関に向かった。特に外出の準じゆん備びなどというものはない。

　この時間にメイがラフラ・リフラを誘さそいに来て、シンドレッドの家を訪おとずれ、いやな顔をするシンドレッドにかまわずさんざんくつろぎ倒たおすというのが、ここしばらくの日につ課かとなっていた。

　ディーヴァの襲しゆう撃げきは心配しなくてもよくなったが、暇ひまになったことも事実。

　最初は街をあちこち散さん歩ぽなり見けん物ぶつなりして回ったりしたのだが、それにメイが飽あきるのは早かった。

　シンドレッドの家に行き、雑ざつ談だんをしながら、メイが『お茶～』だの『クッキーとか』だのと口走ると、シンドレッドはさんざんイヤな顔をして文句を言いつつ、それでもお茶やクッキーを出す。

　要は、シンドレッドもやはり退たい屈くつしているのだろう。

　だが──

　メイといっしょに玄関を出て、すぐ隣となりにあるシンの家の玄関に向かいながら。

　ラフラ・リフラは、胸のうちで自じ問もんした。

　とりあえず、平和になったはずなのに。

　なぜ、胸の不安は消えないのだろうか、と。




　佇たたずむのは、金色にかがやく姿が二つ。

　片や儀ぎ礼れい服ふくに身を包んだ竜りゆう翁おうの一人。

　片や金鱗金翼ギノスの若きドラグノ。人にあらざるその貌かおは──しかし確たしかに、レゼルドの面おも差ざしを宿していた。

「やはりおぬしには、そちらの姿の方が似に合おうておるな。ギノスの仔こよ」

「やはりこちらがしっくり来ます。翼つばさもないのはどうにも心もとなくて仕し方かたありませんでしたから」

　まるで新しい服を見せびらかしたがる子供のように、レゼルドはその場でくるりと回ってみせた。

　与あたえられた、黒地に金の縫ぬい取りがある服もそれなりに似合っている。

　三角棟トライホンの一いち隅ぐうにある小部屋。数時間に亘わたる儀式によって、本来の姿を取り戻もどしたレゼルドは、竜りゆう翁おうのうち一人──最初に面会を申し込んだ、ラキア＝ギノス＝レンティティアスと面会していた。
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　彼はいわば、レゼルドの後こう見けん人にんだった。

　三竜翁トリギノスたちは、それぞれが、数人ずつの金鱗金翼ギノスの青年の後見人となり、さまざまな指し導どうを行っている。無む論ろん目的は、次代の竜りゆう翁おうとなる人材を育てるためである。

　ゆえに、レゼルドの帰き還かんをラキア翁おうが出で迎むかえること自体は、決して不自然なことではなかった。

　だがその出迎えが、三竜翁トリギノス揃そろってのこととなると──話はかなり違ちがって来る。

　彼らの目的は、レゼルドの出迎えなどではなかった。

　なら何か？　想像はついた。

「ところで──メイさんのことなのですが──」

　居い住ずまいを正し、レゼルドは問う。

「やはり、あのことと関かかわりがあることなのでしょうか？」

「……………………」

　ラキア翁はしばし沈ちん黙もくし──

「──数日前。ヴィストの町に、ディーヴァの使し者しやが訪おとずれた──」

　聞かされて、レゼルドの体に緊きん張ちようが走る。

「正式な会談を申し入れて来た。

　やって来たのは外がい務む卿きようブルジオラスとその護衛三名。

　返へん答とうはまだだが──外務卿直じき々じきのお出ましとなれば、そうそう時間稼かせぎもできまい」

「……どう……なさるおつもりです？」

「ディーヴァもまさか、あの少女を殺させろ、とは言って来ぬだろう。

　──身み柄がらを引き渡わたせ──

　おそらくそんなところだろうて。

　無論、従したがうつもりはないが──」

　そこで落ちた沈黙には、一体何の意味があるのか。

「……我ら三竜翁トリギノスが三竜翁トリギノスたる所以ゆえんは一つ。

　一人が道を誤あやまろうと、残る二人が道を正す。

　故ゆえに、二人が応おうと言えば応となる。それは絶ぜつ対たいの法ほう則そく──」

「──まさか──」

「率そつ直ちよくに問う」

　予感を胸につぶやくレゼルドに、ラキア翁は正面から問いかけた。

「もしも。

　あの娘むすめを殺せ、と命が下りたなら、おぬしはどうする？」

　…………………………！

「無論、ただそうと言ったところで納なつ得とくすまい。ゆえに──」

　愕がく然ぜんと沈黙するレゼルドに、竜りゆう翁おうは言った。

「語ろう。我わが知る限りの全すべてを──」




　そして。

　物語りがはじまった。







　　　よいこのあとがき

　　　金きんのネタ　銀ぎんのネタ


おはなし：かんざかはじめ






　あるとき　あるところに

　いつもネタにこまっている小しよう説せつ家かがいました

「ああ　もうすぐしめきりなのに　あとがきのネタができないや」

　その日ひも小しよう説せつ家かは　ネタを考かんがえながら　寝ね屋や川がわのほとりをさんぽしていました

　小しよう説せつ家かはネタメモをとりだすと　それを持もったまま　川かわのそばで立たち止どまりました

　十じゆつ分ぷんたちました

　二に十じゆつ分ぷんたちました

　そよ風かぜがふきました

「あっ　しまった」

　小しよう説せつ家かはそらぞらしく言いうと　ここぞとばかりに力ちからのかぎり　ネタメモを川かわに

　なげすててしまいました




「ああ　吹ふき荒あれる颶ぐ風ふうのせいでネタメモが川かわに落おちてしまった

　これじゃあしめきりに間まに合あわない

　こまったなぁ　どうしよう」

　小しよう説せつ家かが棒ぼう読よみでこまっていると

　川かわの中なかから　金きん色いろの長ながいかみをした　青あおいふくの　きれいな女おんなの人ひとが出でてきました

　右みぎの手てに金きん色いろのメモを　左ひだり手てに銀ぎん色いろのメモをもっています

　女おんなの人ひとは　びっくりしている小しよう説せつ家かに言いいました

「わたしは　この寝ね屋や川がわの精せい霊れいです」

「うわぁ　それは大たい変へんそうですね。ダイオキシンとか」

　小しよう説せつ家かはつい　せきついはんしゃでツッコミを入いれてしまいました

「精せい霊れい相あい手てに夢ゆめのねえツッコミしてんじゃねぇよ」

　精せい霊れいさんは　ガンをとばしながら　ものすごくドスをきかせてツッコミ返かえしました

　小しよう説せつ家かがよく見みると　精せい霊れいさんのかみの毛けも　天てん然ねんではなく　だっしょくでしたが

　こわかったので　そこにはふれないことにしました




　小しよう説せつ家かがビビりまくっていると　精せい霊れいさんはにっこりやさしくほほえんで

「あなたが今いま落おとしたのは

　意い味み不ふ明めいの時じ代だい劇げきネタが書かいてある

　この金きんのネタメモですか

　それとも　わけのわからない心しん霊れい相そう談だんネタが書かいてある

　この銀ぎんのネタメモですか」

　けれど　小しよう説せつ家かは首くびを横よこにふると言いいました

「いいえ　僕ぼくがおとしたのは　ふつうのかみに書かいた　ふつうのネタです」

　それを聞きいて　精せい霊れいさんは　もういちどにっこりとほほえみました

「正しよう直じきですね

　そんなあなたには　この　金きんのネタ銀ぎんのネタの両りよう方ほうをあげましょう」




「いりません」

　タメも迷まよいもなく言いうと　小しよう説せつ家かは　すたすたと歩あるき去さっていきます

「待まてやオイこの××××！　ひとがせっかく親しん切せつに面おも白しろネタをたった五ご十じゆう万まんぽっちで

　わけてやろうっつってんのにその態たい度どかよ！　聞きいてんのか○○○○○！」

　うしろで精せい霊れいさんが　ものすごいスラングをがなりたてていましたが

　もう小しよう説せつ家かの耳みみにはとどきません

　精せい霊れいさんは　小しよう説せつ家かをおいかけたかったのですが　両りよう足あしをコンクリでかためられているので　寝ね屋や川がわから出でることができませんでした

　あとがきはしめきりにはまにあいそうにもありませんし

　担たん当とうさんにはおこられてしまいそうですが

　それでも小しよう説せつ家かは　はればれとした笑え顔がおをうかべていたのでした





おしまい　　







＊おかあさまへ＊




　お子こさまに読よんであげたあと、人ひとに頼たよらず、自じ分ぶんで何なにかをやりとげることの大たい切せつさをいっしょに話はなし合あってみましょう
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